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令和３年度使用藤沢市教科用図書に関する審議結果について（答申） 

 

藤沢市教科用図書採択審議委員会（以下審議委員会という）では、令和３年度使用中学校

用教科用図書及び令和３年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学級

用教科用図書について、教育委員会の諮問に基づき、審議方針を定め、その方針の「基本的

な考え方」にそって、３回にわたり審議してきました。 

その結果を以下のとおり答申いたします。 

 

 

１ 令和３年度使用中学校用教科用図書についての審議結果について 

  

  別表のとおり 

 

２ 令和３年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学級用教科用図書

についての審議結果について 

 

 このことについては、「子どもの実態や発達段階に応じて幅広く一般図書の採択が可能と

なるように、昨年度まで採択されている一般図書は発行者による供給が困難となった図書を

除いて、引き続き使用できること」「今回審議を行った教科用図書として使用したいと考え

ている新規図書や複数種目で希望がある一般図書はいずれも適切であること」と、考える。 

 

 なお、参考資料として、審議方針と第２回、第３回審議委員会の会議録を添付いたします。 

 



　　別表

第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　
令和３年度使用中学校用教科用図書について

審議のまとめ

令和２年７月

 藤沢市教科用図書採択審議委員会



第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇国語

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「国語」に係る観点

東京書籍 　教材の理解につながるポイントが冒頭に提示されており、生徒が「主体的」に学べるような構成になっている。

三省堂

　「読み方を学ぼう」と「思考の方法」という項目が教材間の各所に配置されており、これらを３年間の中で取り組むことで、
文章の理解の仕方や、考えを整理したり深めたりするための方法が学べるので、自らの表現活動への参考にもしていく
ことができる。
　本文欄外に、漢字、意味、類義語、対義語などが、すべて色や記号で分けて掲載されていて、わかりやすい紙面構成
となっている。

三省堂
　県調査資料に、似た意味の語句と比較する課題が「語彙を豊かに」のコーナーに掲載されていると記されている。
　一つの言葉をきっかけに類義語の語句を広く学べると感じた。

教育出版 　学習内容を「学びナビ」として最初に提示し、生徒が「主体的」に学べるような構成になっている。

光村図書

　学習の手引きが上下２段に整理され、活動の流れがとてもわかりやすく捉えられるようになっており、単元内で身につけ
ていく力が焦点化されているので、生徒が「主体的」に学べるような構成になっている。
　「漢字に親しもう」というコーナーが、各学年６カ所ずつ掲載されており、新出漢字や熟語の読み、書きなどの問題が
バランスよく学習できる構成となっている。

光村図書

　単元ごとの「言葉を広げる」というコーナーで、言葉を集めたり選んだりする課題があり、よりよい伝え方を考える工夫が
されている。
　読書活動の充実という点では、単元ごとに関連する本を紹介し、個に応じた深い学びにいざなう工夫があるとともに、
「本の世界を広げよう」というコーナーを設け、幅広いジャンルの本を紹介しており、生徒の興味関心の幅を広げられる。

光村図書 　読書活動について、よく工夫されている。

光村図書
　二次元コードできれいな鳥の声や、作者のインタビューを聞くことができ、興味関心を引いた。
　作者の人となりやどんな思いで書いたのかがわかり、違う作品を読んでみたい興味が湧いた。

共通 　主体的・対話的で深い学びとなるような学習が進められるよう工夫されている。

共通 　学習指導要領に基づいてそれぞれ工夫された教科書である。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

光村図書

　市の調査資料にあるように、竹取物語において、縦書きの原文１行ごとに現代語訳をすぐ横に記載する表記となってお
り、古文に慣れていない１年生には、文節ごとに意味が理解しやすくなっている。
　学習段階にも配慮しており、２年生・３年生の古文教材は、他者同様原文の下に現代語訳が書かれている。
　竹取物語の原文だけ字体を変えていることも、古文の雰囲気を伝えるための工夫だと感じた。

光村図書 　県の調査資料にあるように軽めで、内容が充実していると思う。

共通
　中学１年生の「竹取物語」はどの者にも掲載されており、どの者も見開きのページでカラーの挿絵を入れ、生徒の興味
関心を引く工夫がされている。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

三省堂
　情報を収集して投稿文を書く活動があり、多様な価値観、ものの見方・考え方を拡充できるような教材が用意されてい
る。

光村図書 　資料を引用しながらレポートを書く活動があり、情報活用能力の育成を図りながら取り組める教材が用意されている。
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第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇書写

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「書写」に係る観点

三省堂

　巻頭に谷川俊太郎の「朝のリレー」が楷書で書いてあり、巻末には、森山直太朗の「さくら（独唱）」の歌詞が行書で書い
てあり、３年間の流れが感じやすいと思う。
  １年生の最初に自分の名前とかを自分の字で書いておく「１年生の私の文字」というコーナーがあり、その下に「３年生
の私の文字」というところがあって、中学生としての３年間で自分の文字がどのように変わっていったか並べて書くことがで
き３年間の自分の成長が感じられる構成になっている。
　「やってみよう」という１年に１度の活動で、グループ新聞、情報誌、名言集の作成を取り上げており、生徒の発達段階
に応じた深い学びに繋がると感じる。

三省堂
　習字で朱書きの行書と楷書を比べながら、気づきを促す構成になっている。
　硬筆でも「振り返ろう」という欄があり、自分の学びを確認できるようになっている。

光村図書

　「書写ブック」という小冊子が綴じこまれ、取り外して使えるようになっている。毛筆での文字の書き方を確認しながら、硬
筆で繰り返し練習し、書く力を定着させる学習活動が効果的に行えるように工夫され、大変よい。
　教材の冒頭に、文字の特徴や書き方のポイントを、生徒同士で考えたり話し合ったりする活動があることも、主体的、対
話的な学びにつながると思う。

光村図書 　「書写ブック」を使って、短期間で効率よく振り返っていく、深めていくにはよい。

共通
　毛筆に親しませながら日常よく使っている硬筆と結びつけ、正しく整えて書くことが日常の学習や生活に役立つというこ
とを、知識からも体験からも深く知ることができるように適切に構成されている。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

三省堂
　ゆっくりと文字に向き合う時間をとったり、書くことの楽しさを知ってもらいたいという点でみると、説明がとても丁寧で絵
やイラストが多く、カラフルで視覚的にも引き込まれやすい。

光村図書
　毛筆の筆の動きが視覚的にわかりやすい。
　朱墨文字に加え、筆の穂先の向きや倒し方が写真入りで示されており、生徒が筆の運びを理解しやすい工夫がされて
いる。

光村図書 　巻末に掲載している常用漢字表が、縦並び表記で、見やすく、間違いにくい表記となっている。

東京書籍

教育出版

　東京書籍と教育出版はAB判。
　AB判は大きく見やすい。

三省堂

光村図書

　三省堂と光村図書はB５判。
　毛筆学習で硯や半紙等の横にお手本として置くのに使いやすい。

三省堂

光村図書
　B５判を使っており、全体として見やすく、扱いやすいと感じた。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

共通 　のし袋や送り状、願書とか、社会生活に役立つ内容が掲載されている。

共通
　自分自身の振り返りを大切に扱っている。
　その中で対話的な学習ができるようになっており、気づきを次につなげていけるような構成になっている。
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第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇社会（地理的分野）

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「社会（地理的分野）」に係る観点

東京書籍
　世界地理の節ごとに「資料から発見！」という特設のページを設け、シリーズで資料を活用する力を育てようという意図
が強く感じられた。

教育出版 　「特設ページ」を設けるなどして、主体的・対話的で深い学びを実現できるように工夫されている。

帝国書院
　「技能をみがく」という特設ページを２３カ所設けて、地図やグラフ、統計資料等から地理的事象を読み取る力を養う工
夫がされている。

帝国書院
　興味・関心を引き出す画像資料などが充実しており「主体的な学び」が実現できるようになっている。
　実社会の人々の声や取組を豊富に掲載し、それを基に「対話的な学び」を実現しようとしている。
　地理的な見方・考え方に基づく、考察・調査・構想活動を充実させて「深い学び」が実現できるように配慮されている。

帝国書院
　学びを人生や社会に活かせるように、地域社会の取組事例を掲載し「学びに向かう力・人間性」を涵養しようとしている
ところがよい。

帝国書院 　資料と本文のバランスがよく、授業を進めるのに生徒が見やすい構成になっている。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

教育出版
　資料の写真と図表の割合がよいので、目で見て実感し理解することと、数字や表から読み取り理解していくことの両方
で活用していくことができる。

帝国書院 　教科書の本文の活字が読みやすく、資料との見分けがしやすいところも生徒にとって見やすいと思う。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

東京書籍
　日本各地の人々が自分たちの仕事や生活の様子を語るインタビューを充実させ、具体的に職業を身近なものとして感
じさせる意図を強く感じる。

帝国書院
　実社会の人々の具体的な話を紹介するコラム「声」を１８カ所設け、働く人の生の声に触れることを通して、勤労を重ん
じる態度を養おうとしている感じる。

帝国書院
　防災にも触れており、東日本大震災について、その後の取組も載っている。
　地理では、どこに何があるのか覚えることも必要だが、そこから、そのときに何があったのかについても学ぶことができ、
知識の幅を広げることにもつながる。

東京書籍

帝国書院

　よりよい社会の実現を目指して、主体的に社会に参画する態度を育成するというねらいがあり、そうした視点は職業体
験を実施している本市の中学校の実態とも深く結びついており、その点で工夫されている。
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第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇社会（歴史的分野）

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「社会（歴史的分野）」に係る観点

東京書籍

　導入部に探究課題を設けたり、毎時間の学習課題を設定したりするなど、課題解決的な単元構成で主体的な学びが
実現できるようになっている。
　導入部やまとめの部分などに対話的な学習場面を取り入れられるように配慮されている。
　「見方・考え方」をわかりやすく説明した後、それを深め、働かせる場面が設けられており、深い学びが実現されるように
工夫されている。

教育出版
　学習内容において学習課題が示され、その学習課題を深める問いを用意することで、主体的・対話的で深い学びを実
現できるようにしている。

 帝国書院 
　各章の問い、節の問い、学習課題など、まとめや振り返り活動を充実させることにより、主体的・対話的で深い学びを実
現できるように工夫している。

帝国書院
　「多面的・多角的に考えてみよう」を掲載して、関連する資料から問題の解決を図る学習活動を積極的に取り入れてい
る。

山川出版 　各章末に「まとめ」を掲載して、各時代の特色をさまざまな立場から振り返らせる工夫をしているように思う。

日本文教 出版
　編ごとに「アクティビティ」が設定されており、歴史的事象を時期や内容、立場を変えて表にまとめる作業を取り入れて
いてよい。

共通 　歴史的事象を多面的・多角的に捉えさせようという工夫がされている。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

東京書籍
　社会科で習得すべき知識や概念が発達段階に応じて過不足なく盛り込まれている
　歴史学習を進める上で、生徒がつまずきやすい事項について巻末の用語解説で補足説明するなど、生徒が使いやす
いように配慮されている。

東京書籍

　写真と文字とがページにたくさん敷き詰められていて、情報があり過ぎると感じるが、キャラクターを本文ページからなく
し、必要な情報に集中できるようにされ、本文が見やすい。
　文字についても、フォントだけでなく、見やすい色味や振り仮名が多い文章が少なく、グラフではわかりづらい波線や点
線を少なくしたりなど、たくさんの配慮がされ取り組みやすい。

東京書籍
　総合的な観点でよい。
　社会科の他の分野、他教科との関連を示す分野関連マークや他教科関連マークが表記されており、横断的な視点か
らの構成もみられ、とてもよい。

育鵬社 　学習内容ごとに本文、資料などが見開き２ページでまとめられていて、レイアウトがよく、見やすい紙面になっている。

学び舎 　判型がＡ４判で豊富な資料と記述を盛り込めるよう工夫がなされている。

帝国書院

日本文教出版
　ページの端が年表になっていて、色分けもされているので、ページを探すときにとてもわかりやすい。

東京書籍

教育出版

帝国書院

　どの時代においても、年表にどの年代か、どの時期かのハイライト表示がされている。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

東京書籍 　各章、各時間の学びが一貫しており、すべての生徒にとって学びやすい。

教育出版
　時期や推移、比較、関連の視点を例示し、時代観の共通点や差異、因果関係や時代との関連についての課題を考え
させている。

東京書籍

教育出版

　後醍醐天皇の肖像画は「清浄光寺[遊行寺]蔵」として表示されており、本市の生徒に対して地域の歴史への関心を高
めさせているものとなっている。
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第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇社会（公民的分野）

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「社会（公民的分野）」に係る観点

東京書籍
　各単元の学習を段階的な問いで構造化して、細かいステップで課題を解決させることを通して、思考・判断した内容を
適切に表現する力を身につけさせる意図が感じられる。

東京書籍

　章末に「見方・考え方」を活用する課題が設定されており、「見方・考え方」を働かせる学習ができるように、工夫されて
いる。
　それぞれの立場で物事を考え意見交換する場が設定されており、社会的事象について生徒が多面的・多角的に考察
し表現するための配慮がなされている。
　我が国や国際社会が抱える現代的な諸課題を取り上げ、その背景や経過に目を向けながら、課題を追究・解決する活
動ができるように工夫されている。

東京書籍 　特設「もっと公民」で、学習内容がどのように活かされているのかを取り上げ、読み取る活動が取り入れられている。

東京書籍
　ページの随所に「チェック」「トライ」「集める」「見方・考え方」などのキーワードで、活動のヒントやきっかけがちりばめら
れている。
　資料も充実していて、自学自習にも適している。

教育出版 　冒頭で提示された「問い」に対して答えることで、課題を追究・解決する活動ができるように工夫されている。

帝国書院

　各章の導入に「まちの絵」を用いて、これから学習する内容について具体的に課題を見つけられるように構成されてい
る。
　章の終わりに「章の学習を振り返ろう」というコーナーがあり、「知識のまとめ」は二次元コードがあり、解答が見られるの
で自学自習ができ、そのまとめもできる。
　思考力・判断力・表現力を養う、考えを整理して意見交換する課題が用意されていている。

帝国書院
　アクティブ・ラーニング型授業のために「アクティブ公民」が特設され、社会的な見方・考え方に基づいた論理的な説明
とさまざまな立場を踏まえた合意形成を目指す議論が行われるような工夫が見られる。

帝国書院
　公民的分野で鍛える「見方・考え方」の活用機会を積極的に設けている点に工夫が見られる。
　社会に見られる課題解決に向けた選択や判断に取り組む活動が行えるように配慮されている。

帝国書院
　学習内容を活かしたり、関連した取組を行ったりしている人へのインタビュー記事「先輩たちの選択」が特設ページに掲
載されている。

日本文教出版
　編ごとに「チャレンジ公民」を設け、「自分たちのまちの首長を選ぼう」など、与えられた資料から社会の課題について考
察し、生徒が判断基準を踏まえて表現することができるような教材を取り入れている。

育鵬社 　関連事項を取り上げた「学習を深めよう」というコーナーを設け、生徒が使いやすいように工夫されている。

東京書籍

帝国書院
　新学習指導要領で求められている「学びに向かう力」、「人間性等の涵養」についての観点で優れている。

共通
　知識・理解に偏ることなく、生徒が社会的な見方・考え方を働かせ、社会的事象について多面的・多角的に考察し、課
題を追究・解決する、という活動の充実を図る工夫がされている。

共通 　思考力・判断力・表現力等の育成を目指すためのさまざまな工夫をしている。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

帝国書院 　全体にソフトな色合いで見やすい印象がある。

共通 　学習内容ごとに本文・資料などが、見開き２ページでまとめられていて、見やすくする工夫がされている。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

東京書籍
　本市の生徒にとってコンビニエンスストアの利用は、たいへん身近なものと思うが、「みんなでチャレンジ」のコーナーで
は、コンビニに関するさまざまな知識を得ることができ、生活に密着した内容で、参加型学習による対話的な活動ができ
る工夫がされていてとてもよい。

帝国書院 　「章の学習を振り返ろう」で取り上げられている課題が興味深く、本市の生徒が使いやすい。
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第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇地図

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「地図」に係る観点

東京書籍
　巻頭に国際連合の持続可能な開発目標（SDGs）を特集するページを設けて、国際社会が抱えるさまざまな課題を理解
するように編修されている。

東京書籍 　巻末の統計資料が２０１６年～２０１７年のデータを基に作成され、新しいデータを使うように努めていることを感じる。

東京書籍

　地図の活用を地理に限定した形だけでなく、歴史や公民でも活用する視点で資料としての側面も持ちながら編修され
ている。
　ニュースやドキュメンタリーを見ているような内容で写真やグラフ、図など、たくさんの資料がある。
　日本が常に直面している自然災害について、地図の中で考えさせる内容が充実している。

東京書籍
　教科書での学習内容を補完したり、より深めたりするいわゆる「教科書準拠資料集」としての役割を持たせていると感じ
た。

帝国書院
　巻頭にさまざな地図の活用方法のポイントが説明されており、「地図帳の使い方」を掲載し、資料から地理的事象を読
み取らせる工夫がある。

帝国書院
　理科年表２０１９年のデータを掲載するなど、統計や各種の資料に最新のものを使用しており、データに信頼性がある。
　地図帳の巻頭部分に地図帳の活用方法が示され、生徒が自主的に学習に取り組めるように工夫されている。

帝国書院
　地図中に設けた作業コーナー「地図活用」において、生徒自らが学習課題について主体的に考え、社会の形成に参
画する意識を育むことができるように編修されている。

共通
　知識を身につけるだけでなく、教科書とともに活用することで、事象や地図から読み取れる内容を生活の中にどう活用
するか考えさせるつくりになっている。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

帝国書院 　地域ごとに、一般図・主題図・拡大図・資料図などが適切に配置され、巻末には索引が設けられている。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

帝国書院
　日本の各地方において「防災」をテーマとする資料が充実しており、本市の生徒を対象とした防災教育にも適切な地図
帳であると感じた。
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第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇数学

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「数学」に係る観点

東京書籍 　問題を発見して見通しを立て、解決までの過程をふりかえって深めることができる。

東京書籍
　２年生の「深い学びのページ」では、数の並びから性質を見つける問題があり、話し合いながら既習の知識をどのように
使えるかを見つけられるように工夫されている。

東京書籍
　３年間を通して「Q」や「深い学びのページ」で見方や考え方を働かせるように課題が設定されている。
　取組を重ねるごとに、生徒自身が「この前使った考え方がまた使えるかな」と学びをつなげられるようにしており、生徒自
身の主体的な取組や他の生徒との対話につながる工夫がある。

大日本図書 　問題発見から解決までの流れが示されている。

大日本図書 　問題に「めあて」が示され、何を学ぶかがわかり、自分で取り組みやすい工夫がある。

学校図書 　問題発見の場面設定で、今行う学習の必然性が明確になっている。

教育出版 　学習しながら新たな問いを見出せる工夫がある。

教育出版
　既習事項を確認できる構成になっていて、新しい単元に入る前に、「○章を学習する前に」が設定されており、その後
の章の学習について考えが深められるような構成になっている。

啓林館 　章の学びの中で問題解決の過程を体得させる工夫がある。

数研出版 　「探究ノート」を使って問題解決の力を高めさせる工夫がある。

数研出版 　「探究ノート」では、応用問題とは違い、違う角度から数学に入ることができる形になっていて役に立つと思う。

日本文教出版 　学習の最初に「めあて」を示し、見通しがもてるような工夫がある。

東京書籍

大日本図書

学校図書

教育出版

日本文教出版

　巻末に、ミシン目でページを切り離して、実際に組み立てて学べる付録があり、立体的に学べ、数学に親しみと関心が
もてる工夫がある。

共通 　数学的活動を通して、単元ごとに主体的・対話的で深い学びを実現できるよう工夫されている。

共通
　ノートづくりのポイントやまとめ方というページで、授業を学んだことのノートへの書き方がとてもわかりやすく載ってい
る。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

東京書籍
　落ち着いた色使いで、「めあて」や問題、マークの色が統一されてわかりやすくなっている。
　問題が解けない場合に戻って確かめることができるページの表示や、発展的なページが示され、生徒自身が学習を進
めるにあたって、たいへん使いやすい、わかりやすいと思う。

学校図書
　「数学的活動のページ」の端にどのような過程で学習しているのかがわかる色分けがされていて、視覚的に見方や考え
方の流れがたいへん捉えられやすくなっている。

数研出版
　図をたくさん使い、わかりやすく解説がつき、図や挿絵だけで理解できるような工夫がある。
　因数分解も図形で解説され、苦手な生徒でもわかりやすいようになっている。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

東京書籍
　「数学マイノート」で、課題解決の過程を振り返ることができるノートづくりを３年間継続して学び、「学びをひろげよう」
で、日常の情報を活用して考えることができるので、本市の学習状況調査の結果で現れている傾向を改善させ、活用す
る力を身につけられると感じた。

学校図書
　学校教育ふじさわビジョンの基本理念である３つの知の１つ、「かかわりの知を育む」という視点から、SDGsに触れ、国
際的な課題に取り組むことができるように工夫しており、社会との結びつきを作ろうとする知を育むことができる。

教育出版
　空間図形の学習の場面で、湘南台文化センターの写真が掲載され、身近な場所の写真があることで、生徒は親しみか
ら興味関心をもって学習に取り組めると感じた。
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第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇理科

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「理科」に係る観点

東京書籍
　主体的・対話的で深い学びを実現するために、マンガの解説やコラムなどが適切に設けられ、学習過程の中で自然な
探究の流れが作られている。

東京書籍
　生徒が理科の視点や考え方を働かせやすいように、「課題」から「課題に対する結論を表現しよう」まで、実験のプロセ
スと思考の過程が説明され、科学的に探究する力の育成という点で、たいへん効果的な構成である。

大日本図書
　資質・能力を育成するための学びの過程が明確に示され、主体的・対話的で深い学びの授業のための活動の流れを、
「結果から考えよう」等のマークの指示などで簡潔に示される工夫が見られる。

大日本図書

　「問題を見つけよう」「計画を立てよう」など、マークによる呼びかけで、学びに向かう態度が明確に示されており、科学的
に探究する力の育成に大きく寄与している。
　発展的な学習への見通しを持たせた「やってみよう」が各所に設けられ、生徒の体験的な学習活動の充実が図られるよ
う大きく工夫されている。

学校図書
　多様性と問題解決能力の育成を者の編修方針としており、「気づき」から「考察」までの探究の過程の例が示される「探
究のページ」が設けられ、課題を明確にとらえるように構成されている。

学校図書
　気づき、課題、仮説、計画、方法、結果、考察という、探究の過程の例が一連の流れで説明されている。特に考察の書
き方の具体的な内容が丁寧に説明され、「Can Do List」にも探究の道筋と案内が詳しく紹介されていてよい。

教育出版
　主体的・対話的で深い学びについて、キャラクターの対話モデルや「話し合おう」のマークなどの配置によって、親しみ
やすく学習を進められるような工夫が見られる。

啓林館
　巻末の「サイエンス資料」に話し合いと発表の要点が示され、主体的・対話的で深い学びの学習態度を育てるための工
夫が見られる。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

東京書籍 　縦がＡ４、横がＢ５で、縦に長いサイズ。広げてみると観察や実験の手順をたどりやすい。

大日本図書
　Ｂ５判で、他の４者より小さいが、図がバランス良く配置されていて見やすい。
　教科書とノートを両方広げて机の上で学習するのに適している。
　屋外での観察するときにも小さいサイズが有効である。

大日本図書

学校図書
　重さが軽めに作られており、生徒への負担は小さい。

学校図書

教育出版

啓林館

　縦がＢ５、横がＡ４。広げると横に広く、図が大きく見やすい。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

大日本図書

　新江ノ島水族館が紹介され、気象の学習では片瀬東浜の写真がある。自然環境の学習では寒川取水堰の魚道の写
真が掲載されている。
　八ヶ岳に行くと生徒が目にする野辺山宇宙電波望遠鏡等、身近な場所の写真がたくさん掲載されている。
　市の調査資料によると本市の百葉箱も掲載されており、本市のことが掲載されていることだけでそのページを開き、そこ
で何を学ぶか興味が湧くことにつながる。

大日本図書

　「問題を見つけよう」「計画を立てよう」「結果から考えよう」「振り返ろう」「話し合おう」という活動で、キャラクターの会話場
面から対話的な学びを促して、思考力や判断力を育てるように工夫している。
　本市の生徒には、知識の定着以上に思考力・判断力・表現力を育成していくことが求められていることから、本市の生
徒に適している。

学校図書 　津波避難の表示の紹介で藤沢の海岸の写真が掲載されている。

啓林館 　リチウムイオン電池を開発した吉野彰を紹介しており、生徒が開きたくなる教科書である。
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第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇音楽（一般）

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「音楽（一般）」に係る観点

教育芸術社

　音楽を通して生活や人生を豊かにすること、音楽教育とＳＤＧsを結び付けて、音楽を通して社会に貢献することを編修
の基本としており、内容にも大きく関わっていると感じる。
　３年間で使用する３冊とも、最初のページに「音楽ってなんだろう？」という問いかけとともに、野村萬斎、松任谷由実、
谷川俊太郎らの語りがあり、子どもたちが音楽というものに興味をもって学び始められると感じる。

教育芸術社

　作詞者・作曲者について二次元コードで調べられたり、歌曲の歌詞を原語で朗読していたりと役立つものがある。
　編修の趣旨で、生徒に育みたい資質・能力として「音楽を通して社会と関わりながら豊かな人生を切り拓く力」「音楽の
幅広い知識や技能」「主体的・対話的で深い学びの表現によって得られる汎用性の高い学力」を挙げており、その趣旨
に則ってつくられている点がよい。

教育芸術社
　音楽科が目指すつけたい力、その内容について学習指導要領の内容に即した形で、「知識・技能」「思考･判断
　・表現」「主体的に学習に取り組む態度」を身につけるのに発達段階に応じて活用しやすい。

共通
　主体的で協働的な学習の展開ができるように、演奏や鑑賞の場面で、話し合うような課題を提示したり、教科書に書き
込むワークのような部分を設けたりするなど、多くの工夫がある。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

教育出版
　二次元コード「まなびリンク」には、非常にたくさんの画像や映像、音源がさまざまな形で入っており、模範演奏やワーク
シートなども出ていることから、生徒自らが興味をもって学びを深められる工夫がある。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

教育芸術社

　わかりやすい解説、取り組みやすい工夫が随所に見られる。
　週に１時間の音楽の中で取り組める内容には限度があるが生徒に興味を持たせ、自ら練習してみたい、できるようにな
りたい、もっと鑑賞してみたいと意欲につながるアプローチが施されているため、主体的に取り組む態度が養われていく
と考えられ、教職員にとっても内容を幅広く伝え、さらに学びを深めるためにも充実した内容になっていると感じる。

9



第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇音楽（器楽合奏）

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「音楽（器楽合奏）」に係る観点

教育芸術社
　一番初めに「アンサンブルセミナー」というページがあり、話し合って演奏するコツや秘訣についての記述があることが、
協働的な学習に適している。

教育芸術社
　小学校からさらに専門性が高くなり、各楽器の解説や奏法、楽しみ方など、前回の採択の時から一段と工夫されてい
る。
　主体的に取り組もうとする生徒には、ガイドの役割も果たし、繰り返し練習がしやすい。

共通
　生徒が主体的に取り組めるように工夫がされている。
　専門家のアドバイスを生かしながら、さまざまな楽器に触れる機会を提供している。
　ギターの指使いや篠笛の奏法など、「やってみたい」と思えるよう工夫がされている。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

教育出版 　情報量が多く、二次元コードを用いた「まなびリンク」の内容も大変充実している。

教育芸術社
　カラーのページが多く、楽器の説明や奏法などがたいへんわかりやすく、自分一人でも楽器演奏に取り組むことができ
る丁寧な装丁である。

教育芸術社

　全体的にシンプルで目に優しい印象。
　写真の上に文字が重なっていると見にくいが、そのような部分に配慮があり、市の調査資料にも、「五線の太さや音符
の大きさなどが見やすい」とある。
　本の綴じ方が、糊製本ではなく、糸製本であることから、教科書を平らに広げやすく、歌唱や演奏のときに便利である。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

教育芸術社
　本市は多様な音楽に親しむ地域でもあり、クラシック、ジャズ、ポピュラーの各分野において、現在でも活躍している
プロの演奏家が多く、中学生もそれぞれの楽曲において、地域と関連づけながら学ぶことができる。
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第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇美術

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「美術」に係る観点

開隆堂 　題材ごとに「学習の目標」や「学習のポイント」を端的な言葉で示していて、わかりやすい。

開隆堂
　各題材の中に、表現するためのわかりやすい手だてを説明した「学習の目標」や「学習のポイント」が設けられている。
　１年生の「学びの地図」では、美術の学習内容が簡潔に紹介されている。

光村図書
　巻頭の「うつくしい！」という文章やさまざまな国や地域、時代の作品を掲載し、生徒が身の回りの美しさに気づき、美
術をなぜ学ぶのかを感じとれるよう工夫されている。

光村図書
　各単元の始めにおいて、印象的な言葉により学習シーンが丁寧に説明されており、生徒が自らの思いを表現するため
の手だてに工夫が見られる。

光村図書
　基本方針を見ると、「うつくしい！を探しにいこう」がある。
　美術を学ぶにあたって、美しいと思うことがまず大切で、最初のページの美しいという言葉と谷川俊太郎の詩が印象に
残る。

日本文教出版

　市の調査資料にもあったように、社会で活躍する松任谷由実などのアーティストによる「学びの言葉」や１年生のオリエ
ンテーションにアニメーションを掲載するなど、美術を身近に感じる工夫が随所にある。
　題材のすべてに「どのように工夫されているだろうか」などの吹き出しを示し、活動する上で自然に造形的な視点を身に
つけられるような工夫は生徒の深い学びにつながるものだと思う。

日本文教 出版
　１年生の巻頭では、小学校から中学３年までの学びを系統立てて説明しており、美術全体の捉えとして学年が上がって
もたいへん有効に活用できる。

共通
　１年生の導入の工夫や鑑賞と表現の教材を効果的に配置しており、生徒の主体的・対話的で深い学びにつながる工
夫がされている。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

光村図書 　単元ごとに「表現」「鑑賞」のアイコンが交互に配置され、視点と思考の移動がスムーズになるよう配置されている。

日本文教 出版
　題材の冒頭に生徒の作品・作家の作品とともに図版が効果的に配置されている。
　作者の言葉や解説なども記されており、制作の意欲や創造力を高めていると思われる。

日本文教 出版

　尾形光琳の「燕子花図」の屏風絵を両観音開きのページに大きく載せたり、葛飾北斎の「神奈川沖浪裏」の作品を原
寸大で載せたりして、教科書自体が鑑賞に耐え得る価値を持っている。
　３冊分冊構成で、１冊当たりの重さが軽いこともよいと思う。
　分冊にしたことで表現や鑑賞の題材を多く載せていることもよい。

共通 　３ページ扱いの観音開きや４ページ扱いの両観音開きになる箇所があり、工夫されている。

共通 　有名な代表作を、両観音開きになっていて、インパクトがあり、実物作品に近づけている。

共通 　ページに「表現」「鑑賞」の見出しが明確に記され、学びへの基本的指針が簡潔に示されている。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

開隆堂
　神奈川県立近代美術館所蔵で松本俊介の「立てる像」を載せていて、生徒が親しみを感じることで意欲的な創作活動
に役立つと思う。

光村図書 　鎌倉彫の箱について載せていて、生徒が親しみを感じることで意欲的な創作活動に役立つと思う。

日本文教 出版
　JAXAや川崎市出身の芸術家、岡本太郎について詳しく載せてあったり、生徒が親しみを感じたりすることで意欲的な
創作活動に役立つと思う。

共通
　神奈川県出身の芸術家の作品を取り扱ったり、神奈川県の風景が作品になっているもの、神奈川県の美術館が所蔵
展示している作品を掲載したりなどしている。
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第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇保健体育

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「保健体育」に係る観点

東京書籍

　運動後のクーリングダウンの効果に関するグラフが示してあったり、スポーツ障がいに関する資料が載っていて、部活
動などで運動を多くする生徒が主体的に学び考える工夫がある。
　災害の学習では、災害の知識だけではなく、災害時の心構えなどをわかりやすく示してあり、中学生が自分のこととして
考えられるようになっている点がよい。

大日本図書
　単元ごとのページ割りが見やすい。
　心肺蘇生法のページは、非常に大きく、やり方が詳細に示され、大事なポイントを確認することができる。

大修館書店
　市の調査書にもあるが、単元に関連した内容のサイトへ直接アクセスできるように「ｗｅｂ保体情報館」というコーナーが
あり、本文に関する情報を詳しく調べられるように工夫がされている。

大修館書店

　扉のページにその章で学習する内容が示され、学習の流れを大まかにつかむことができる。
　内容に入ると、「課題をつかむ」で、生徒が安全・健康について、自分のこととして考えて、他の人とも相談して意見を聞
くような設定がされているので、主体的な取組になることが期待できる。
　章の最後にまとめが設けられ、振り返って深めるという流れが３年間にわたって続けられるので、学びやすい。
　スポーツで「支える」とはこんな場面、と写真で示してあったり、飲酒や薬物の誘いにどう対処するか、を端的に示して
あったり、学びを人生や社会に活かす力が育成できるように工夫されている。

学研教育みらい
　県の調査資料にもあるが、各単元に関連する職業や資格を取り上げた「JOB」マークが欄外に記載されており、授業で
学んだことをきっかけに、生徒の、将来の職業選択につながる貴重なページであると感じた。

学研教育みらい

　応急措置では、RICEが見やすく扱われ、部活動などで運動の機会が多い中学生にとって、生徒が主体的にけがの予
防に取り組める工夫がある。
　「探究しようよ！」というコーナーでは、がんの治療やがんとともに生きることが取り上げられ、生徒の思考を深める内容
となっている。

共通 　生徒が生涯にわたって心身の健康を保持増進する態度を養うよう、学習活動の工夫や配慮がなされている。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

大修館書店

学研教育みらい
　資料やデータが新しいという点は、生徒が学ぶうえで課題を身近に感じられる大切な要素である。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

大修館書店
　秋葉台文化体育館の写真や、防災学習のページに広域避難場所の片瀬中学校の表示があり、本市の生徒にとってと
ても身近に感じられる。
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第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇技術・家庭（技術分野）

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「技術・家庭（技術分野）」に係る観点

東京書籍
　「技術は夢をかなえるためにある」というメッセージを全編にわたってアピールしている。
　今学んでいる技術と、それを職業にしている人のエピソードを挙げるなど、実生活や社会生活につながっているという
見方を深めるような工夫がされている。

教育図書
　巻末資料に都道府県別の博物館が掲載されていて、他教科との関連の中で問題解決の力を育むように工夫してい
る。

開隆堂 　「参考」や「豆知識」として技術の在り方や活用の方法などの課題を掲載するなど、工夫されている。

開隆堂 　全都道府県の伝統工芸マップを掲載している点に工夫が見られると思う。

共通
　「学びに向かう力」「人間性を涵養する工夫」を促すために、社会の中で利用されている技術の例を紹介するなどして
工夫している。

共通
　主体的・対話的で深い学びに関して、対話的な学びの例を掲載するなど、工夫されている。
　「社会と関わる力」の中の「働くことの大切さ」についても、社会で活躍する人を例示したり、社会の中での技術の役割な
どについて掲載したりしている。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

東京書籍
　全ページにわたってページの隅のところに、パラパラ漫画を掲載するなど、アニメーションの動作原理の理解に役立つ
ような工夫がある。
　遊びの要素を取り入れて子どもたちに興味関心持たせ、より創造性豊かな指導ができるようになっている。

共通 　他教科との関連を示すマークなどが記載されていてわかりやすい。

共通 　大きさはAB版で、内容・構成や文字サイズ、フォントなどはほぼ同様。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

東京書籍 　三浦市の農業、横浜市における環境技術の利用、ＩＣＴを利用したサービスなど今日的な科学技術を紹介している。

教育図書
　「先輩からのメッセージ」として１ページ分の県立海洋科学高校の取組をはじめ、県内の農業、水産業、宇宙科学技術
などを紹介している。

開隆堂 　県立平塚工科高校の取組や川崎市の体育館照明の工夫などを取り上げている。

共通
　神奈川県の産業技術を紹介する資料を掲載しており、親しみのある内容であると考える。
　神奈川県の伝統工芸として箱根寄木細工を紹介していることも、本市の生徒が親しみをもって学べる点である。
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第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇技術・家庭（家庭分野）

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「技術・家庭（家庭分野）」に係る観点

東京書籍
　１年の最初に「衣、食、住」の「食べること」から入り、３学年の最後に「家族、地域」となっている。
　巻の始めに「自立と共生を目指して」と題した家庭分野のガイダンスがあることであるが、３年間の学びの流れを通して、
自立と共生を目指していることが伝わってくる。

東京書籍
　単元構成が、中学生の発達段階にも即した特徴的な構成である。
　中学校生活３年間の最後に、自分が身近な家庭や地域に自分が支えられて生きていることを認識し、これからは自分
が支える主体になっていくのだと意識が変わっていったりその自覚をもつことが期待できる構成の工夫だと感じる。

東京書籍

　福島県、宮城県の中高生が被災時にどのようなことをしたのかとのコラムがあり、具体的で生徒が実生活に活かしてみ
ようとする関心・意欲をもたせる内容である。
　地域での協働として、釜石市の中学生の活動も紹介しており、中学生が身近なこととして防災を考えるきっかけとする
にはよい紹介コラムである。

東京書籍

　小学校教科、中学校教科との記載があり、小学校の家庭科や他教科で学んだことに加え、中学校の他教科との関連
が示されている。
　学校種や教科を越えた学びの連続性や関連性といった提示があることで、生徒の関心が高まり、主体的な学びにつな
がると感じた。

開隆堂
　ハザードマップを紹介したり、「中学生としてできることをまとめましょう」と記述させるところもあり、進んで防災について
考える内容構成になっている。

開隆堂
　「小学校での学び」というコーナーが教材ごとに示されており、小学校で学んだことを振り返りながら学びの連続性を意
識させる工夫がある。

共通
　実践的、体験的な活動を掲載してあり、考えたり、課題解決したりする力を養う学習が取り入れられている。
二次元コードで見られる内容が充実しており、料理、裁縫、保育など、映像だけでも学べる工夫がある。

共通 　主体的に災害、防災について考える工夫がされている。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

東京書籍
　市の調査資料にも卒業後も長く活用できるとあったが、巻末に切り取って使える「防災・減災手帳」があり、衣・食・住の
備え、家庭・地域での備え、情報の入手など、日頃からの備えの重要性や具体例がコンパクトにまとまっていて、実用的
で使いやすい。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

東京書籍
　３年間の学習の順番が「食べること」から入るのは、自分の命の基本という意味でも、ふさわしい単元構成で、本市の中
学生の実態にも合っている。
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第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇英語

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「英語」に係る観点

東京書籍 　小学校での学びを踏まえ、さらに中学校で学ぶ英語を積み重ね、丁寧に学ぶように内容が記述され充実している。

東京書籍

　表現できることが、まず、自分から始まり、身のまわり、体験、将来、町、社会、日本、海外、SDGｓというように順に広がっ
ていくのがよい。
　二次元コードで聞ける音声や見られる動画の内容がたいへん充実していて、自学自習に適している。
　何ができるようになったかをチェックする巻末の「CAN-DOリスト」は非常に具体的で、生徒が見通しをもちやすい。

開隆堂
　マンガの登場人物がユニークで、その場面や表情から英語の文章を読むと笑うことができ、「英語がわかっている」とい
う気持ちになれる。

三省堂
　「Word Bank」や「文法のまとめ」の中の「英語のしくみ」のコーナーで、英語の表現の仕方をイラストとともに状況をつか
むことができるのでわかりやすい。

教育出版
　語彙や例文をドリルのように繰り返して覚えるための目隠しシートつきのリスト、音読回数の記録欄、優れた言語活動が
まとめてある巻末のコーナーなど、実用的に学べる工夫が多くある。
　二次元コードでは、教科書本文の音声を聞くことができる。

光村図書

　登場するキャラクターが身近に感じられることで、親しみやすい。
  構成に工夫があり、教科書の真ん中に帯教材が挟まれていて、３年間繰り返し使っていくことで、英語を使う即興力の
育成ができる。
  ３年間積み重ねていくと、語彙が増え、自己肯定できるようになると思う。

啓林館

　ユニットの流れを見開きで見ることができ、どういう順に学習が進んでいくのかがよくわかる構成である。
　「Get Ready」　「Practice」「 Use」　と進む中で表現や文法を身に付け、「Read&Think」とういうコーナーでテーマに沿っ
た文章を読み取り、「Project」 で言語活動を行うという流れを３年間続けている。
　前置詞のイメージをボールの位置で示してあるページがあり、自然に使える言語になるための工夫がある。

啓林館
　ページを追うごとにパターン化した見やすい形で進めていかれるようにユニバーサルな視点に立って構成されている。
　聞くこと、話すこと、書くことをパターン化して繰り返し活用することを意識してつくられており、リズムを感じる。
　英語が嫌いにならず自分の世界を広げる一つのツールとして活用できる学びにつながるとよいと思う。

啓林館

　１年次の初めに、小学校のまとめと復習のレッスンがある。言語活動は「目的、場面、状況」の設定が明確かつ自然で、
実際に活用する練習ができるように工夫されている。
　二次元コードの内容も、語句と本文だが、文字を見ながら聴くことができ、単語も１語ずつ聞けるので、自学自習に適し
ている。

東京書籍

教育出版

啓林館

　常に「言語の習得」ということを主眼に置き、英語を使う「目的、場面、状況」を明確に、しかも自然に、生徒の発達段階
に応じて設定している。
　教科書の本文を細かく分析して読んでは訳す、というような授業からの脱却がしやすい。

共通

　英語の語彙、表現、文法を、ただの知識としてではなく、どんな場面でどのように使うのか、その「働き」に注目し、コミュ
ニケーションの手段として実感しながら学び、繰り返し練習することが重要であり、「誰が伝えているのか」「誰に伝えるの
か」という「相手」を常に意識することがコミュニケーションの基本であるという学習指導要領改訂の要点を踏まえ、たいへ
んよく工夫されていると思う。

共通
　二次元コードがついていて確かな発音をその場で耳にすることができ、教科書から興味を持ち、英語を好きになり、話
せるようになりたいと広がっていくとよい。

共通
　日本の英語教育についての問題点や、コミュニケーションツールとして活用できる英語を考えるという提案を、検討して
いることが伝わってくる。
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◇英語

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

東京書籍
　１年次の教科書には、「小学校で既に学んだ語彙や表現」に「小」という桜のマークがついていて、学ぶ方も教える方も
わかりやすくなっている。

開隆堂 　各ユニットの文法の確認のページが、色分けされていて見やすい。

三省堂
　英文が読みやすい印象を受ける。
　１年の最初の部分は、文も短く、設問もゲーム形式になっているところがよい。

啓林館
　教科書の紙面の構造がシンプルでわかりやすい。
　「Get Ready」 「Practice」「Use」 という流れで、毎回同じパターンの見開きになっており、本文も短めである。

共通
　イラストが多用されている。
　子どもたちの興味を持たせる部分と、しっかり英語を学べるところの共存が難しいと思った。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

啓林館
　読んでみたい、紹介してみたいという工夫や言語を自然に使えるようになる工夫がある。
　ゆるキャラの話題もあり、本市の生徒たちはふじキュンを紹介できると思う。

啓林館 　誰もが取り組みやすい、という点から考えると、本市の生徒の実態に適している。
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第２回令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和３年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇道徳

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「道徳」に係る観点

東京書籍 　役割演技や体験的な学習を主体としたグループエンカウンターのページが設けられている。

教育出版
　子どもたちにとって身近な共感できる出来事が掲載されている。
　話を読み、感じることを通して、自ら心の軌道修正を自然にできる教科書だと思う。

光村図書
　学習指導要領との関連を持たせるために「深めたいむ」というじっくり学びたい内容を位置づけ、議論する道徳や深く
考える機会を設けてある。
　秀逸な作品が数多く入っていると思う。

光村図書
　「深めたいむ」では、読み物教材で学んだ道徳的価値を、活動を通してさらに深く実感を伴って考えることができるよう
に工夫されている。

日本文教 出版

　道徳を学ぶ意味を身近な事象から自分のこととして捉える工夫がされている。
　中学生の視点から「なぜ、どうして」を自ら追求していかれるように心理の側面からのアプローチを感じる。
　ＬＧＢＴＱについて、人権、国際、環境など社会に目を向け、生徒自身の生き方を考える内容がとても充実していてリア
リティーのある道徳の時間を実践できる。

日本文教 出版

　「学習の進め方」が設けられ、問題解決的、体験的な学習が行えるように設定されている教材がある。
　「考えてみよう」という発問のコーナーでは、生徒がねらいに迫れるように設定されており、その後の「見つめる、生かす」
でその考えをさらに深め、多面的・多角的に考えることができる。
　この学びを３年間続けていくと、生徒は道徳性の成長を自分で感じられる。
　道徳ノートは、市の調査資料にもあるが、ねらいに迫った自分の考えを書くよう使っていくと、成長の軌跡となる。
　心情が捉えやすいので、話し合いの内容も深まる。
　いじめに向き合った教材も多く取り上げられていて、自分の生き方に誇りをもち、他人ごとではなく自分のこととして考え
られる工夫がある。

日本文教 出版
　「問題解決的な学習」「体験的な学習」に適した教材には「学習の進め方」を設け、より深く考え、議論できるような工夫
が見られる。

日本文教 出版
　登山家の野口健、柔道メダリストの井上康生、ｉＰＳ細胞の山中伸弥等の著名人を扱い、現在の成功だけではなく、子ど
もの頃からの苦労や挫折など、その過程が描かれ、夢がもてる話となっている。
　大きな夢だけではなく、日常生活の些細なことにも共通して、一歩前進し、気持ちを新たにできる一冊である。

共通 　体験的な学習が進めやすいようにさまざまな工夫がある。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

日本教科書
　１年生は「生き方から学ぶ」、２年生は「生き方を見つめる」、３年生で「生き方を創造する」という教科書の名前が表示さ
れ、３年間道徳の授業のねらいが読み取れる。
　装丁や内容から、日本の伝統文化を尊重する心の育成を大切にしていることを感じる。

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

光村図書
　教材に登場した人物の心情や行動を理解していく発問が多く、その理解のうえで自分の気持ちの是非を問い、展開し
ていくことによって、自分の考えに向き合い、自分自身で学びを深めていくことができる。

日本文教 出版
　巻頭オリエンテーションのページで、道徳の時間で学ぶことや学び方をわかりやすく示してある。
　話し合いもロールプレイを取り入れた展開で、生徒自身が主体的に考え、深める構成となっている。

東京書籍

教育出版

日本文教出版

　問題解決的な発問を取り入れた教材が多くある。
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令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会の審議方針 

 

                    

 本審議委員会は、教育委員会の諮問に基づき、令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審

議委員会の方針を次のように定める。藤沢市立中学校・特別支援学校及び小学校若しくは

中学校の特別支援学級で使用する教科用図書について、次の観点に基づいて審議を行い、

その内容を教育長に答申する。 

 

１ 基本的な考え方 

(1)「令和３年度使用藤沢市教科用図書の採択方針」に基づき審議する。 

(2) 令和３年度使用中学校用教科用図書の調査研究を中学校学習指導要領に基づいて行

わせるために、調査員を種目ごとに置き、調査資料を提出させる。 

(3)「令和３年度使用中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用

図書調査研究の観点」及び「令和３年度使用特別支援教育関係教科用図書調査研究の

観点」に基づき、調査研究した資料等を基に審議する。その内容を教育長に答申する。 

 

２  審議委員会日程     

 (1) 令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会日程 

    ア 令和２年６月から７月にかけて令和３年度使用中学校用教科用図書、また令和３

年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学級用教科用図書の

審議を３回行う。 

    イ 第１回は、令和３年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会の審議方針について

審議する。 

  ウ 第２回は、令和３年度使用中学校用教科用図書について審議する。 

  エ 第３回は、令和３年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学

級用教科用図書について審議する。 

 

 (2) 調査員作業日程 

  ア 令和２年６月中に令和３年度使用中学校用教科用図書の調査研究のために、調査

員をおき、作業を行わせる。 

   イ 調査員作業では、調査研究方法の確認をし、令和３年度使用中学校用教科用図書

見本等を基に調査研究を行わせ、調査資料を作成させる。 

 

 

 

 



３ 提出させる資料 

(1)  調査員による調査資料を審議委員会に提出させる。 

(2)  事務局に各中学校長からの令和３年度使用中学校用教科用図書調査書をまとめさ

せ、審議委員会に提出させる。 

(3) 事務局に該当校長からの特別支援学校及び特別支援学級用教科用図書調査書をまと

めさせ、審議委員会に提出させる。 

(4) 事務局に藤沢市役所分庁舎２階会議室展示時の教育関係者、児童生徒保護者並びに

市民の意見・感想をまとめさせ、審議委員会に提出させる。 

(5) 教科書目録、中学校学習指導要領、令和３年度使用中学校用教科用図書見本、教科

書編修趣意書、令和３年度義務教育諸学校使用教科用図書の採択方針（「令和３年

度使用中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査

研究の観点」及び「令和３年度使用特別支援教育関係教科用図書調査研究の観点」

を含む）、教科用図書調査研究の結果を資料として使用する。 

 

４ 調査作業の時限非公開 

(1) 静ひつな調査研究の環境確保のため、調査作業及びその調査員氏名については非公

開として行わせる。 

 (2) 審議の透明性を確保するため、調査員氏名については、調査作業後、審議委員会に 

おいて公開する。 
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   第 ２ 回 令 和 ３ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 会 議 録  

            令 和 ２ 年 ７ 月 １ 日 （ 水 ） ９ 時 ３ ０ 分 ～  

 

委 員 長   皆 様 、 お は よ う ご ざ い ま す 。 本 日 は お 忙 し い 中 ご 出 席 い た だ

き ま し て 、 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 私 は 、 本 審 議 委 員 会 委 員 長 を 務 め さ せ て い た だ く こ と に な り

ま し た 黒 木 と 申 し ま す 。  

 第 １ 回 審 議 委 員 会 に つ き ま し て は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染

症 に 係 る 情 勢 を 踏 ま え ま し て 、 書 面 を も っ て 開 催 、 審 議 と さ せ

て い た だ き ま し た 。 審 議 会 の 議 案 の 令 和 ３ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科

用 図 書 採 択 委 員 会 の 審 議 方 針 （ 案 ） に つ い て は 、 書 面 審 議 の 結

果 、 案 の と お り 決 定 い た し ま し た こ と を こ こ に ご 報 告 い た し ま

す 。  

 今 回 は 一 堂 に 会 し て の 審 議 と な り ま す 。 不 慣 れ で は ご ざ い ま

す が 、 藤 沢 市 の 子 ど も た ち の た め に 、 静 ひ つ な 環 境 の 中 で 公 正

に 審 議 委 員 会 を 運 営 し て ま い り た い と 存 じ ま す 。 審 議 委 員 会 の

皆 様 の ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。  

 な お 、 本 審 議 委 員 会 規 則 第 ４ 条 第 ３ 項 に 基 づ き 、 職 務 代 理 者

の 指 名 を 私 か ら さ せ て い た だ き ま す 。 内 田 委 員 を 指 名 し た い と

考 え ま す が 、 い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   異 議 な し 。  

 

内 田 委 員   わ か り ま し た 。  

 

委 員 長   内 田 委 員 、 一 言 ご 挨 拶 を お 願 い い た し ま す 。  

 

内 田 委 員   皆 様 、 お は よ う ご ざ い ま す 。 採 択 審 議 委 員 会 委 員 長 職 務 代 理

者 と し て 、 委 員 長 よ り 指 名 を 受 け ま し た 。 務 め さ せ て い た だ き

た い と 思 い ま す 。 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  
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委 員 長   そ れ で は 、 内 田 委 員 、 よ ろ し く お 願 い を い た し ま す 。  

 会 議 の 開 会 に 先 立 ち ま し て 、 傍 聴 の 皆 様 に お 願 い が ご ざ い ま

す 。お 手 元 の 傍 聴 要 領 を ご 覧 く だ さ い 。「 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択

審 議 委 員 会 の 傍 聴 要 領 」 に 従 い 傍 聴 し て く だ さ い ま す よ う お 願

い い た し ま す 。  

 な お 、 こ の 会 議 は 公 開 で あ る と と も に 、 審 議 の 内 容 に つ き ま

し て は 、 会 議 録 作 成 の 都 合 上 、 録 音 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 ま た 、 会 議 の 開 催 に 当 た り 、 藤 沢 市 教 育 委 員 会 傍 聴 規 則 第 ６

条 第 ４ 項 に あ り ま す 写 真 撮 影 に つ き ま し て 、 報 道 機 関 か ら 事 前

に 申 請 が ご ざ い ま し た の で 、こ れ を 許 可 す る こ と と い た し ま す 。 

 そ れ で は 、 本 日 の 次 第 を ご 覧 く だ さ い 。 今 回 ご 審 議 い た だ く

内 容 は 、 審 議 方 針 に 基 づ き 、 議 題 「 令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 用 教

科 用 図 書 に つ い て 」 で す 。  

 ま ず 始 め に 、 藤 沢 市 審 議 会 等 の 会 議 の 公 開 に 関 す る 要 綱 に 基

づ き 、 会 議 録 署 名 委 員 を 指 名 い た し ま す 。 委 員 長 の 私 の 他 に 石

田 委 員 に お 願 い し た い と 思 い ま す が 、 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

石 田 委 員   は い 、 承 知 い た し ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 で は 、 石 田 委 員 、 よ ろ し く お 願 い

し ま す 。  

 続 い て 、 本 日 の 資 料 に つ い て 事 務 局 の 説 明 を 求 め ま す 。 事 務

局 、 お 願 い い た し ま す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 審 議 委 員 会 に 係 る 資 料 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

 第 １ 回 審 議 会 資 料 と し て 既 に お 渡 し し て い る 資 料 は 、１ 点 目 、

資 料 １ 、 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 規 則 、 令 和 ３ 年 度 使

用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 採 択 方 針 、 令 和 ３ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用

図 書 採 択 審 議 委 員 会 委 員 名 簿 、 令 和 ３ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図
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書 に 関 す る 審 議 に つ い て （ 諮 問 ） 等 で ご ざ い ま す 。  

 ２ 点 目 の 資 料 は 、中 学 校 用 教 科 書 目 録（ 令 和 ３ 年 度 使 用 ）、特

別 支 援 学 校 用（ 小・ 中 学 部 ）教 科 書 目 録（ 令 和 ３ 年 度 使 用 ）、小

学 校 用 教 科 書 目 録 （ 令 和 ３ 年 度 使 用 ） を と じ て お り ま す 。 教 科

用 図 書 は 、 こ れ ら 教 科 書 目 録 に 搭 載 さ れ て い る も の の う ち か ら

採 択 す る と さ れ て い ま す 。  

 続 い て 、 第 ２ 回 審 議 会 資 料 と い た し ま し て は 、 １ 点 目 は 、 本

審 議 委 員 会 の も と に 置 か れ ま し た 調 査 員 に よ っ て 作 成 さ れ ま し

た「 中 学 校 用（ 令 和 ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６ 年 度 用 ）『 調 査 資 料 』」で す 。

こ れ は 、 県 の 通 知 及 び 本 審 議 委 員 会 の 方 針 を 受 け ま し て 、 学 校

教 育 に 関 し 十 分 な 経 験 と 知 識 を 有 す る 者 の う ち か ら 本 市 教 育 委

員 会 が 調 査 員 と し て ６ ２ 名 を 任 命 し 、 調 査 研 究 を し た 結 果 を ま

と め た も の で ご ざ い ま す 。 今 回 、 調 査 研 究 に 携 わ り ま し た 調 査

員 の 氏 名 等 に つ き ま し て は 、 調 査 資 料 の 最 終 ペ ー ジ に 記 載 し て

ご ざ い ま す 。  

 ２ 点 目 は 、 県 よ り 報 告 さ れ ま し た 「 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の

後 期 課 程 、 中 等 教 育 学 校 の 前 期 課 程  教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結

果（ 令 和 ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６ 年 度 使 用 ）」で す 。こ れ は 、県 の 選 定 審

議 会 の も と に 置 か れ た 専 門 調 査 委 員 会 が 調 査 研 究 し た 結 果 で あ

り ま し て 、 選 定 審 議 会 を 経 ま し て 県 教 育 委 員 会 か ら 本 市 教 育 委

員 会 へ と 送 付 さ れ た も の で ご ざ い ま す 。  

 ３ 点 目 は 、「 令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 書 の ま と

め 」 で す 。 こ れ は 、 各 中 学 校 長 が 自 校 の 教 師 に 県 の 調 査 研 究 の

観 点 等 に 沿 っ て 調 査 研 究 さ せ た 令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 教 科 用 図

書 調 査 書 の 提 出 を 受 け 、 事 務 局 で ま と め た も の で す 。 各 学 校 が

調 査 の 各 観 点 に 沿 っ て 、 当 て は ま る と 思 わ れ る 発 行 者 に 丸 を つ

け た も の を 集 計 し 一 覧 に し た も の と 、 各 教 科 、 種 目 別 の 観 点 、

及 び 本 校 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 の 観 点 に つ い

て 、 そ の 教 科 書 が 適 切 で あ る 理 由 と し て 各 学 校 が 記 述 し た 内 容

を 発 行 者 ご と に ま と め 、 一 覧 に し た も の で す 。  
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 ４ 点 目 は 、「 令 和 ３ 年 使 用 教 科 用 図 書 意 見 書 一 覧 表 」で す 。こ

れ は 、 市 民 及 び 保 護 者 向 け に 藤 沢 市 役 所 分 庁 舎 ２ 階 会 議 室 に お

い て 、教 科 用 図 書 見 本 本 展 示 会 を 開 催 し た 際 に い た だ い た 意 見 、

感 想 を 事 務 局 で ま と め た も の で ご ざ い ま す 。  

 そ の 他 、 サ イ ド テ ー ブ ル の 資 料 に つ い て で す 。 小 ・ 中 ・ 特 別

支 援 学 校 の 学 習 指 導 要 領 、 教 科 書 発 行 者 が 文 部 科 学 省 か ら 指 示

さ れ 作 成 し た 教 科 書 編 修 趣 意 書 、 令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科

用 図 書 見 本 本 及 び 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 見 本 本 の 一 部 を

用 意 し て お り ま す 。 な お 、 令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書

調 査 書 と 令 和 ３ 年 度 使 用 教 科 用 図 書 意 見 書 等 に つ い て も サ イ ド

テ ー ブ ル に 用 意 し て あ り ま す 。  

 な お 、 例 年 こ れ ら の 資 料 を こ の 会 場 で 傍 聴 の 皆 様 に も 公 開 し

て お り ま す が 、 今 年 度 に つ き ま し て は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 防 止 上 、 密 な 状 況 を 避 け る た め 、 こ の 場 で の 公 開 は い た し

ま せ ん 。 後 日 、 市 役 所 市 民 相 談 情 報 課 及 び 教 育 委 員 会 の ホ ー ム

ペ ー ジ で 公 開 い た し ま す 。 ご 理 解 、 ご 協 力 く だ さ い ま す よ う お

願 い い た し ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 た だ い ま の 資 料 等 の 説 明 に つ き ま し て 、 何 か ご 質 問 は ご ざ い

ま す で し ょ う か 。 特 に よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 質 問 が な い よ う で す の で 、 こ れ か ら 議 事 に 入 り ま す 。  

 議 題 「 令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 教 科 用 図 書 に つ い て 」 審 議 し て

ま い り ま す 。 今 年 度 は 、 令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ６ 年 度 に 使 用 す る

中 学 校 の 教 科 用 図 書 の 採 択 が 行 わ れ る こ と か ら 、 今 回 、 審 議 委

員 会 が 審 議 を 行 う た め の 資 料 と し て 、 調 査 員 を 置 き 調 査 研 究 を
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行 わ せ ま し た 。 そ の 調 査 資 料 の 内 容 や 各 中 学 校 の 調 査 書 の ま と

め 、 県 よ り 出 さ れ た 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果 等 を 使 っ て 審 議

を 進 め た い と 思 い ま す 。  

 続 き ま し て 、 審 議 の 進 行 に つ い て 何 か ご 意 見 は ご ざ い ま す で

し ょ う か 。 長 田 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

長 田 委 員   今 回 の 進 め 方 に つ い て で す が 、 各 種 目 に つ い て 、 特 に 市 の 調

査 資 料 の 大 き な ま と め で あ る ３ 観 点 を 意 識 し て 進 め て い く と い

う の は い か が で し ょ う か 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 他 は い か が で し ょ う か 。 米 倉 委 員 。  

 

米 倉 委 員   私 も 長 田 委 員 の 意 見 に 賛 成 で す 。  

 

委 員 長   他 は 、 よ ろ し い で す か 。  

 あ り が と う ご ざ い ま す 。 た だ い ま 、 市 の 調 査 資 料 の ３ つ の 観

点 を 基 に し て と い う ご 意 見 が あ り ま し た 。 市 の 調 査 資 料 の ３ つ

の 観 点 と い う の は 、 １ つ 目 の 観 点 が 「 編 修 の 趣 旨 と 工 夫 、 学 習

指 導 要 領 と の 関 連 、 内 容 と 構 成 、 教 科 ・ 種 目 別 の 観 点 」 で す 。

２ つ 目 の 観 点 は 「 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 」 で す 。 最 後 に 、 ３ つ 目

の 観 点 は 「 本 市 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 」 と い う

こ と に な り ま す 。 こ れ ら ３ つ の 観 点 の も と に 、 各 種 目 ご と に 進

め て は ど う か と い う ご 意 見 で し た け れ ど も 、 皆 さ ん い か が で し

ょ う か 。  

 

各 委 員   賛 成 で す 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  
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各 委 員   は い 。 お 願 い し ま す 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ で は 、 種 目 ご

と に ３ 観 点 を 踏 ま え て 、 各 委 員 か ら 、 こ れ か ら 意 見 を い た だ き

た い と 思 い ま す 。  

 そ れ で は 、 ま ず 国 語 に つ い て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。 小 路 委

員 、 お 願 い し ま す 。  

 

小 路 委 員   そ れ で は 国 語 に つ い て で す 。 国 語 は ４ 者 か ら 出 て い ま す 。 ４

者 と も に 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び と な る よ う な 学 習 を 進 め

ら れ る よ う 工 夫 さ れ て い ま す 。  

 東 京 書 籍 で は 、 教 材 の 理 解 に つ な が る ポ イ ン ト が 冒 頭 に 提 示

さ れ て お り 、生 徒 が 主 体 的 に 学 べ る よ う な 構 成 に な っ て い ま す 。 

 三 省 堂 で は 、「 読 み 方 を 学 ぼ う 」と「 思 考 の 方 法 」と い う 項 目

が 教 材 間 の 各 所 に 配 置 さ れ て お り 、 こ れ ら を ３ 年 間 の 中 で 取 り

組 む こ と で 、 文 章 の 理 解 の 仕 方 や 考 え を 整 理 し た り 深 め た り す

る た め の 方 法 が 学 べ る の で 、 自 ら の 表 現 活 動 へ の 参 考 に も し て

い く こ と が で き ま す 。 ま た 、 本 文 欄 外 に 漢 字 、 意 味 、 類 義 語 、

対 義 語 な ど が す べ て 色 や 記 号 で 分 け て 掲 載 さ れ て い て 、 わ か り

や す い 紙 面 構 成 と な っ て い ま す 。  

 教 育 出 版 で は 、 教 科 の 学 習 内 容 を 「 学 び ナ ビ 」 と し て 最 初 に

提 示 し 、 生 徒 が 主 体 的 に 学 べ る よ う な 構 成 に な っ て い ま す 。  

 光 村 図 書 で は 、 学 習 の 手 引 き が 上 下 ２ 段 に 整 理 さ れ て い て 、

活 動 の 流 れ を と て も わ か り や す く 捉 え ら れ る よ う に な っ て い

て 、 単 元 内 で 身 に つ け て い く 力 が 焦 点 化 さ れ て い る の で 、 生 徒

が 主 体 的 に 学 べ る よ う な 構 成 に な っ て い ま す 。さ ら に 、「 漢 字 に

親 し も う 」と い う コ ー ナ ー が 各 学 年 ６ カ 所 ず つ 掲 載 さ れ て お り 、

新 出 漢 字 や 熟 語 の 読 み 、 書 き な ど の 問 題 が バ ラ ン ス よ く 学 習 で

き る 構 成 と な っ て い ま す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は 。 小 池 規 子 委 員 、 お

願 い し ま す 。  

 

小 池 規 子 委 員  新 学 習 指 導 要 領 の 国 語 の 目 標 に お い て は 、「 伝 え 合 う 力 を 高

め 、 思 考 力 や 創 造 力 を 養 う 」 と ご ざ い ま す 。 そ の た め に は 、 心

の 豊 か さ は 大 切 な 要 素 で あ る と 思 っ て お り ま す 。  

 三 省 堂 は 、 県 の 調 査 資 料 に 、 似 た 意 味 の 語 句 と 比 較 す る 課 題

が 「 語 彙 を 豊 か に 」 と い う コ ー ナ ー に 掲 載 さ れ て い る と 記 さ れ

て あ り ま す 。 １ つ の 言 葉 を き っ か け に 類 義 語 の 語 句 を 広 く 学 べ

る と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 も う １ 者 で す が 、 光 村 図 書 で す け れ ど も 、 単 元 ご と の 「 言 葉

を 広 げ る 」 と い う コ ー ナ ー で 、 言 葉 を 集 め た り 選 ん だ り す る 課

題 が あ っ て 、 よ り よ い 伝 え 方 を 考 え る 工 夫 が な さ れ て い る な と

感 じ ま し た 。ま た 、読 書 活 動 の 充 実 と い う 点 で は 、光 村 図 書 は 、

単 元 ご と に 関 連 す る 本 を 紹 介 し 、 個 に 応 じ た 深 い 学 び に い ざ な

う 工 夫 が あ る と と も に 、「 本 の 世 界 を 広 げ よ う 」と い う コ ー ナ ー

を 設 け 、 幅 広 い ジ ャ ン ル の 本 を 紹 介 し て お り 、 生 徒 の 興 味 関 心

の 幅 を 広 げ ら れ る と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 は い か が で し ょ う か 。志 水 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

志 水 委 員   私 も ３ つ の 観 点 か ら ４ 者 を 比 べ ま し た け れ ど も 、 読 書 活 動 に

つ い て は 、 小 池 委 員 と 同 じ よ う に 、 光 村 図 書 が よ く 工 夫 さ れ て

い る と い う ふ う に 思 い ま し た 。 そ の 中 で 、 私 は 、 古 文 の １ 年 生

の 共 通 教 材 で あ る 「 竹 取 物 語 」 に つ い て 、 表 記 ・ 表 現 の 観 点 か

ら お 話 し し た い と 思 い ま す 。  

 ど の 者 も 見 開 き の ペ ー ジ で カ ラ ー の 挿 絵 を 入 れ た り し て 、 生

徒 の 興 味 関 心 を 引 く 工 夫 が さ れ て い ま す 。 一 方 で 、 現 代 語 訳 の

記 載 の 仕 方 に つ い て は 違 い が あ り ま し た 。 ３ 者 は 、 １ ペ ー ジ の
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上 の ほ う に 原 文 を 、 そ の 下 に 現 代 語 訳 を 載 せ て い る の で す が 、

市 の 調 査 資 料 に も あ り ま し た よ う に 、 光 村 図 書 は 、 縦 書 き の 原

文 １ 行 ご と に 現 代 語 訳 を す ぐ 横 に 記 載 し て い ま す 。 ま だ 古 文 に

慣 れ て い な い １ 年 生 に は 、 文 節 ご と に 意 味 を 理 解 し や す い 表 記

の 工 夫 だ と 思 い ま し た 。 こ の 工 夫 は １ 年 生 だ け で 、 ２ 年 生 、 ３

年 生 の 古 文 教 材 は 、 他 者 同 様 、 原 文 の 下 に 書 い て い ま す 。 学 習

段 階 に も 配 慮 し て い る と 感 じ ま し た 。ま た 、光 村 図 書 は 、「 竹 取

物 語 」 の 原 文 だ け 字 体 を 変 え て い る こ と も 、 古 文 の 雰 囲 気 を 伝

え る 工 夫 だ と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 内 田 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

内 田 委 員   私 は 、 観 点 ３ に つ い て お 話 を し た い と 思 い ま す 。 中 学 生 の 国

語 の 授 業 を 通 し て 身 に つ け て ほ し い 力 は 、 根 拠 を 明 確 に し て 自

分 の 考 え を 持 つ こ と で す 。  

 そ の 観 点 か ら 、 三 省 堂 は 情 報 を 収 集 し て 投 稿 文 を 書 く 活 動 が

あ り 、 多 様 な 価 値 観 、 も の の 見 方 ・ 考 え 方 を 拡 充 で き る よ う な

教 材 が 用 意 さ れ て い ま す 。  

 光 村 図 書 は 、資 料 を 引 用 し な が ら レ ポ ー ト を 書 く 活 動 が あ り 、

情 報 活 用 能 力 の 育 成 を 図 り な が ら 取 り 組 め る 教 材 が 用 意 さ れ て

い ま す 。 こ の よ う な こ と か ら 、 本 市 の 生 徒 の 実 態 か ら 、 国 語 の

教 科 書 と し て は 光 村 図 書 が 適 し て い る と い う ふ う に 考 え ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は 、 ご 意 見 い か が で し ょ う か 。 長

谷 川 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

長 谷 川 委 員   中 学 校 １ 年 生 と 小 学 校 ３ 年 生 の ２ 児 の 母 で す 。 長 谷 川 と 申

し ま す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  
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 各 者 、 学 習 指 導 要 領 に 基 づ い て そ れ ぞ れ 工 夫 さ れ た 教 科 書 で

あ る と い う こ と が す ご く よ く わ か り ま し た 。 そ の 中 で 、 小 学 生

の 息 子 の 音 読 の 宿 題 を 一 緒 に 見 て い る と き に 、 新 し く 、 小 学 校

は 今 年 二 次 元 コ ー ド が 教 科 書 に つ い て い ま し て 、 そ れ を ス マ ー

ト フ ォ ン で ポ チ っ と し た ら き れ い な 写 真 、 木 の 写 真 だ っ た ん で

す け れ ど も 、 そ れ が 出 て き ま し た 。  

 事 前 に 見 せ て い た だ い た 中 学 校 の 教 科 書 も 、 光 村 図 書 の と こ

ろ に は 二 次 元 コ ー ド が つ い て お り ま し て 、 そ れ を 見 て み た ら 、

き れ い な 鳥 の 声 で す と か 、 作 者 の イ ン タ ビ ュ ー と い っ た こ と が

す ご く 興 味 を 捉 え る と い う か 、 と て も 関 心 を 引 い て 、 特 に 作 品

で す と 作 者 さ ん の 人 と な り で す と か 、 ど う い っ た 思 い で 作 品 を

書 い て い る と い う と こ ろ が す ご く わ か り や す く て 、 ま た 違 う 作

品 も 読 ん で み た い な と い う 興 味 が 湧 い て く る と 思 っ て お り ま

す 。  

 あ と 、 観 点 ３ の と こ ろ で す 。 地 域 。 私 も 鵠 沼 中 学 校 の 保 護 者

で す け れ ど も 、 中 学 校 に な る と 学 区 が や は り 広 く な っ て き て 、

本 校 の 生 徒 で 電 車 通 学 の 子 も い ら っ し ゃ い ま す 。 そ れ で 教 科 書

が 、 私 、 見 本 を 手 に し た と き に 、 と て も 立 派 だ な 、 ず っ し り し

て 重 い な と 。 も ち ろ ん 内 容 が そ れ だ け 充 実 し て い る ん で す け れ

ど も 、 一 つ 一 つ の 教 科 書 が と て も し っ か り し て い て 重 み が あ る

の を 感 じ ま し た 。 そ れ を 毎 日 生 徒 た ち は リ ュ ッ ク に 入 れ て 背 負

っ て 通 学 し て く る 。  

 コ ロ ナ の 影 響 で い ろ い ろ 、分 散 登 校 と か あ り ま し た け れ ど も 、

よ う や く 通 常 登 校 が 始 ま り 、今 週 か ら 娘 は 、「 置 き 勉 、許 さ れ た

ん だ よ 」 と か 言 っ て 、 教 科 書 、 荷 物 な ん か を 学 校 に 置 い て く る

こ と も あ る ん で す が 、 中 学 ３ 年 生 に な る と 、 や は り 予 習 復 習 で

な か な か 置 い て こ ら れ な い 。 全 部 持 ち 帰 っ て お 勉 強 す る と い う

こ と が 出 て く る と 思 う ん で す 。  

 そ の と き に 光 村 図 書 は 、 事 前 に い た だ い た 資 料 で は 、 若 干 、

他 者 の 教 科 書 よ り も 軽 め だ っ た と 。 わ ず か な 違 い で は あ る ん で
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す け れ ど も 、 他 に 教 科 書 、 副 教 材 、 ノ ー ト 、 い ろ い ろ 含 め ま す

と と て も 重 い も の に な っ て き ま す の で 、 内 容 が 充 実 し て い て 少

し 軽 い も の も 、 い い ん じ ゃ な い か な と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 全 体 を 通 し て 付 け 加 え 等 、 何 か ご 意 見 が あ

り ま し た ら お 願 い し ま す 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 次 、 書 写 に 移 り ま す 。 書 写 に つ い て ご 意 見 を お 願 い

し ま す 。 志 水 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

志 水 委 員   そ れ で は 、 書 写 に つ き ま し て は ４ 者 が ご ざ い ま し た 。 私 は 、

ま ず 装 丁 の 観 点 か ら お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 東 京 書 籍 と 教 育 出 版 は Ａ Ｂ 判 、 三 省 堂 と 光 村 図 書 は Ｂ ５ 判 で

し た 。Ａ Ｂ 判 は 大 き く 見 や す い と い う 長 所 は あ り ま す け れ ど も 、

毛 筆 学 習 で 、 硯 や 半 紙 等 の 横 に お 手 本 と し て 置 く な ら Ｂ ５ 判 の

ほ う が 使 い や す い の で は な い か な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 次 に 、 表 記 、 表 現 の 観 点 か ら 見 ま す と 、 光 村 図 書 は 、 毛 筆 の

筆 の 動 き が 視 覚 的 に わ か り や す い 。 朱 墨 、 赤 い 墨 汁 の 文 字 に 加

え て 、 筆 の 穂 先 の 向 き や 倒 し 方 が 写 真 入 り で 示 さ れ て い て 、 生

徒 が 筆 の 運 び を 理 解 し や す い 工 夫 が さ れ て い ま し た 。 ま た 、 ど

の 者 も 巻 末 に 掲 載 し て い る 常 用 漢 字 表 は 、 国 語 や 書 写 の 時 間 に

使 う こ と が 多 い も の で す が 、 ３ 者 は 、 楷 書 と 行 書 は 横 並 び 表 記
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で し た が 、 光 村 図 書 は 縦 並 び 表 記 で し た 。 こ れ も 、 細 か い こ と

か も し れ ま せ ん が 、 見 や す く 間 違 い に く い 表 記 の 仕 方 だ と い う

ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 井 上 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

井 上 委 員   ４ 者 と も さ ま ざ ま な 工 夫 が 見 ら れ る と 思 い ま し た 。 毛 筆 に 親

し ま せ な が ら 、 ま た 、 日 常 よ く 使 っ て い る 硬 筆 と 結 び つ け て 、

正 し く 整 え て 書 く と い う こ と が 日 常 の 学 習 や 生 活 に 役 に 立 つ の

だ と い う こ と を 、 知 識 か ら も 体 験 か ら も 深 く 知 る こ と が で き る

よ う に 適 切 に 構 成 さ れ て い る と 思 い ま し た 。 そ れ ら の 中 で も 、

私 も 志 水 委 員 が お っ し ゃ っ て い た よ う に 、 Ｂ ５ 判 を 使 っ て い る

三 省 堂 と 光 村 図 書 が 全 体 と し て 見 や す く 扱 い や す い と 感 じ ま し

た 。  

 三 省 堂 は 、 巻 の 初 め 、 １ 冊 の 初 め に 谷 川 俊 太 郎 さ ん の 「 朝 の

リ レ ー 」 が 楷 書 で 書 い て あ っ て 爽 や か な ３ 年 間 の ス タ ー ト と い

う 感 じ で 、 巻 の １ 冊 の 終 わ り に は 、 森 山 直 太 朗 さ ん の 「 さ く ら

（ 独 唱 ）」 の 歌 詞 が 行 書 で 書 い て あ り 、「 旅 立 ち の と き 」 と い う

大 人 に な っ た と い う 感 じ で ３ 年 間 の 流 れ が 感 じ や す い な と 思 い

ま し た 。 ま た 、 １ 年 生 の ま ず 最 初 に 、 自 分 の 名 前 と か 自 分 の 字

で 書 い て お く コ ー ナ ー が あ り ま し て 、 そ の 下 に 「 ３ 年 生 の 私 の

文 字 」 と い う の が あ っ て 、 ３ 年 間 で 自 分 の 文 字 が ど の よ う に 変

わ っ た か を 並 べ て 書 け る と こ ろ が あ り 、 ３ 年 間 の 流 れ 、 自 分 の

成 長 を 感 じ ら れ る 構 成 に な っ て い る と 思 い ま し た 。ま た 、「 や っ

て み よ う 」 と い う １ 年 に １ 度 の 活 動 が あ り ま す け れ ど も 、 グ ル

ー プ 新 聞 、 情 報 誌 、 そ れ か ら 名 言 集 の 作 成 を 取 り 上 げ て い る の

も 、生 徒 の 発 達 段 階 に 応 じ た 深 い 学 び に つ な が る と 感 じ ま し た 。 

 そ れ か ら も う １ 者 、光 村 図 書 で す け れ ど も 、「 書 写 ブ ッ ク 」と
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い う 小 冊 子 が 綴 じ こ ま れ て い ま し て 、 取 り 外 し て 使 え る よ う に

な っ て い ま す 。 こ れ は 毛 筆 で の 文 字 の 書 き 方 を 確 認 し な が ら 、

そ れ を 基 に 硬 筆 で 繰 り 返 し 練 習 し 、 書 く 力 を 定 着 さ せ る 学 習 活

動 が 効 果 的 に 行 え る よ う に 工 夫 さ れ て い て 、 た い へ ん よ い と 思

い ま し た 。 ま た 、 教 材 の 冒 頭 に 文 字 の 特 徴 や 書 き 方 の ポ イ ン ト

を 生 徒 同 士 で 考 え た り 話 し 合 っ た り す る 活 動 が あ る と い う こ と

も 、主 体 的・対 話 的 な 学 び に つ な が る と い う ふ う に 思 い ま し た 。 

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 越 委 員 、 お

願 い し ま す 。  

 

越 委 員   藤 沢 の 子 ど も た ち の た め に つ な が る 会 か ら 来 て お り ま す 。 小

学 校 と 中 学 校 に 娘 が お 世 話 に な っ て お り ま す 。 よ ろ し く お 願 い

い た し ま す 。  

 ２ 番 の 「 文 字 を 正 し く 整 え て 速 く 書 く 能 力 を 育 成 す る た め の

工 夫 や 配 慮 が な さ れ て い る か 」 と い う 観 点 か ら 、 今 な か な か ゆ

っ く り 文 字 と 向 き 合 う 時 間 が な い 子 ど も た ち に 思 え ま す 。 必 要

な と き だ か ら 書 く 。例 え ば 、授 業 中 と か 塾 だ か ら と い う と き に 、

必 要 だ か ら 書 く と い う 文 字 の よ う な 感 じ が し て い ま す 。 せ め て

書 写 の 時 間 だ け は 、 ゆ っ く り と 文 字 に 向 き 合 う と い う 感 じ の 時

間 を と っ て ほ し い な と い う ふ う に 思 っ て い ま す 。 そ の 書 写 の 時

間 か ら 、 書 く こ と の 楽 し さ を 知 っ て も ら え た ら と い う の が 私 、

保 護 者 の 願 い で は あ り ま す 。  

 そ う い っ た 観 点 か ら 、 三 省 堂 さ ん は 、 説 明 が と て も 丁 寧 で 絵

や イ ラ ス ト が 多 く 、 カ ラ フ ル で 、 視 覚 的 に も 引 き 込 ま れ や す い

な と い う ふ う に 思 い ま し た 。ま た 、の し 袋 や 送 り 状 、願 書 と か 、

社 会 生 活 に 役 立 つ 内 容 も 、 こ れ は 他 の 出 版 会 社 に も 掲 載 は さ れ

て い ま す が 、 今 、 の し 袋 と か 送 り 状 を 書 く と き に 子 ど も が そ ば

に い る か と い っ た ら 、 な か な か そ う い っ た 時 間 を 設 け る こ と も
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な く 、 私 が 教 え る と い っ た こ と も な い の で 、 せ め て そ う い っ た

当 た り 前 の よ う な の し 袋 や 送 り 状 、 手 紙 の 書 き 方 が ぐ ら い 、 そ

の 形 式 は せ め て 学 ん で ほ し い な と い う 思 い も あ り ま す 。  

 昨 今 の 緊 急 事 態 宣 言 の 外 出 自 粛 に よ り 、 職 場 や 学 校 で も オ ン

ラ イ ン 化 が 急 速 に 浸 透 し て い る 中 で す が 、 オ ン ラ イ ン の 画 面 で

は な く 、 手 紙 や は が き を 書 く こ と で 思 い が 伝 わ る 。 そ う い っ た

こ と も 、 今 後 は 、 私 個 人 的 に は 人 と し て 必 要 な こ と だ と 思 っ て

お り ま す 。 こ の 書 写 の 授 業 中 に 字 を 書 く こ と の 楽 し さ 、 そ こ か

ら 好 き と い う 思 い を 見 つ け て く れ る 子 ど も が 育 成 で き た ら な と

い う ふ う に 感 じ て お り ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 は い か が で し ょ う か 。小 路 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

小 路 委 員   私 は 、「 本 市 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 の 特 性 と の 関 連 」と い う 観 点

か ら 、 書 写 と い う 教 科 書 を 通 し て 自 分 自 身 を 振 り 返 っ て 自 分 を

深 め て い け る か ど う か と い う 観 点 で 考 え て み ま し た 。  

 ど の 者 も 振 り 返 る こ と に つ い て 大 切 に 取 り 扱 っ て い ま す 。 三

省 堂 で は 、 習 字 で 朱 書 き の 行 書 と 楷 書 を 比 べ な が ら 、 気 づ き を

促 す 構 成 に な っ て い ま す 。 さ ら に 、 硬 筆 で も 「 振 り 返 ろ う 」 と

い う 欄 が あ り 、 自 分 の 学 び を 確 認 で き る よ う に な っ て い ま す 。  

 東 京 書 籍 で は 、「 見 つ け よ う 」「 確 か め よ う 」「 生 か そ う 」「 振

り 返 っ て 話 そ う 」 と い う ４ つ の 順 番 で 学 習 を 進 め る 構 成 と な っ

て い ま す 。 教 育 出 版 で は 、「 試 し 書 き 」「 考 え よ う 」「 生 か そ う 」

「 ま と め 書 き 」「 振 り 返 ろ う 」と い う ５ つ の 構 成 と な っ て い ま す 。

光 村 図 書 で は 、「 考 え よ う 」「 確 か め よ う 」「 生 か そ う 」「 学 習 を

振 り 返 る 」 と い う ４ つ の 構 成 に な っ て い ま す 。  

 ４ 者 と も に 、 こ れ ら の 振 り 返 り の と こ ろ で 対 話 的 な 学 習 が で

き る よ う に な っ て お り 、 気 づ き を 次 に つ な げ て い け る よ う な 構
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成 に な っ て い ま す が 、 そ の 中 で も 光 村 図 書 は 、 先 ほ ど 井 上 委 員

か ら も あ り ま し た 「 書 写 ブ ッ ク 」 と い う 小 冊 子 を 使 っ て 振 り 返

る こ と が で き ま す 。「 書 写 ブ ッ ク 」が あ る と い う こ と は 、と て も

効 率 的 に 、 週 の 中 で も １ 時 間 取 れ る か ど う か わ か ら な い と い う

中 で 、 短 い 時 間 で 効 率 よ く 振 り 返 っ て い く 、 深 め て い く の に は

よ い と 思 い 、 光 村 図 書 が 適 し て い る と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。 全 体 を 通 し ま し て ご 意 見 の 付 け 加 え 等

は ご ざ い ま す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 な い よ う で す の で 、 次 、 地 理 に 移 り ま す 。  

 地 理 に つ き ま し て ご 意 見 を お 願 い い た し ま す 。 笹 原 委 員 、 お

願 い し ま す 。  

 

笹 原 委 員   私 は 、 地 理 的 分 野 の 観 点 、 特 に 情 報 活 用 能 力 の 育 成 と い う 視

点 か ら 教 科 書 を 見 ま し た 。 特 に 、 東 京 書 籍 と 帝 国 書 院 の 教 科 書

が 工 夫 さ れ て い る な と 感 じ ま し た 。  

 東 京 書 籍 で は 、 世 界 地 理 の 節 ご と に 「 資 料 か ら 発 見 ！ 」 と い

う 特 設 ペ ー ジ を 設 け て 、 シ リ ー ズ で 資 料 を 活 用 す る 力 を 育 て よ

う と い う 意 図 が 強 く 感 じ ら れ ま し た 。  

 ま た 、 帝 国 書 院 で は 、「 技 能 を み が く 」 と い う 特 設 ペ ー ジ を  

２ ３ カ 所 設 け て 、 地 図 や グ ラ フ 、 統 計 資 料 等 か ら 地 理 的 事 象 を

読 み 取 る 力 を 養 う 工 夫 が な さ れ て い る な と 感 じ ま し た 。  
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 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 は い か が で し ょ う か 。千 葉 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

千 葉 委 員   私 は 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 の 要 点 を 踏 ま え た 点 か ら お 話 し し た

い と 思 い ま す 。私 は 帝 国 書 院 の 教 育 出 版 に つ い て お 話 し し ま す 。 

 帝 国 書 院 は 、 興 味 ・ 関 心 を 引 き 出 す 画 像 資 料 な ど が 充 実 し て

お り 、 主 体 的 な 学 び が 実 現 で き る よ う に な っ て い ま す 。 ま た 、

実 社 会 の 人 々 の 声 や 取 組 を 豊 富 に 掲 載 し 、 そ れ を 基 に 対 話 的 な

学 び を 実 現 し よ う と し て い ま す 。 さ ら に 、 地 理 的 な 見 方 、 考 え

方 に 基 づ く 考 察 、 調 査 、 構 想 活 動 を 充 実 さ せ て 深 い 学 び が 実 現

で き る よ う に 配 慮 さ れ て い ま す 。  

 一 方 、 教 育 出 版 は 、 特 設 ペ ー ジ を 設 け る な ど し て 、 主 体 的 ・

対 話 的 で 深 い 学 び を 実 現 で き る よ う に 工 夫 し て い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 小 路 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

小 路 委 員   私 は 、「 分 量・装 丁・表 記 等 」の 観 点 か ら お 話 を し て い き ま す 。 

 帝 国 書 院 は 、 資 料 と 本 文 の バ ラ ン ス が よ く 、 授 業 を 進 め る の

に 生 徒 が 見 や す い 構 成 に な っ て い ま す 。 ま た 、 教 科 書 の 本 文 の

活 字 が 読 み や す く 、 資 料 と の 見 分 け が し や す い と こ ろ も 生 徒 に

と っ て 、 と て も 見 や す く 進 め て い け る と 思 い ま す 。  

 ま た 、 教 育 出 版 は 、 資 料 の 写 真 と 図 表 の 割 合 が よ い の で 、 目

で 見 て 実 感 し 理 解 す る こ と と 、 数 字 や 表 か ら 読 み 取 り 理 解 し て

い く こ と の 両 方 で 十 分 に 生 徒 が 授 業 の 中 で 活 用 で き る 、 そ う い

う ふ う に 考 え ま し た 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 笹 原 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

笹 原 委 員   社 会 科 の 学 習 に は 、 よ り よ い 社 会 の 実 現 を 目 指 し て 主 体 的 に

社 会 に 参 画 す る 態 度 を 育 成 す る と い う ね ら い が あ り ま す 。 そ う

し た 視 点 は 、 職 業 体 験 、 こ れ は 本 市 で 中 学 校 が よ く や っ て い る

ん で す け れ ど も 、 今 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 関 係 で 非 常 に

厳 し い 状 況 で は あ る ん で す け れ ど も 、 そ う し た 実 態 と 深 く 結 び

つ い て い る と 思 い ま す 。 そ う し た 点 で 、 私 は 東 京 書 籍 と 帝 国 書

院 の 教 科 書 が 工 夫 さ れ て い る な と 感 じ ま し た 。  

 東 京 書 籍 で は 、 日 本 各 地 の 人 々 が 自 分 た ち の 仕 事 や 生 活 の 様

子 を 語 る イ ン タ ビ ュ ー を 充 実 さ せ 、 具 体 的 に 職 業 を 身 近 な も の

と し て 感 じ さ せ る 意 図 を 強 く 感 じ ま し た 。  

 帝 国 書 院 で は 、 実 社 会 の 人 々 の 具 体 的 な 話 を 紹 介 す る コ ラ ム

「 声 」を １ ８ カ 所 設 け 、働 く 人 の 生 の 声 に 触 れ る こ と を 通 し て 、

勤 労 を 重 ん じ る 態 度 を 養 お う と し て い る な と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 は い か が で し ょ う か 。千 葉 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

千 葉 委 員   今 ま で ご 発 言 さ れ た 方 々 の ご 意 見 を 伺 っ て 、 私 は 、 総 合 的 な

観 点 か ら 帝 国 書 院 が よ い の で は な い か と 思 い ま し た 。 特 に 帝 国

書 院 に つ い て は 、 学 び を 人 生 や 社 会 に 活 か せ る よ う に 、 地 域 社

会 の 取 組 事 例 を 掲 載 し 、 学 び に 向 か う 力 ・ 人 間 性 を 涵 養 し よ う

と し て い る と こ ろ が と て も よ い と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は 。 長 谷 川 委 員 、 お 願 い し ま す 。  
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長 谷 川 委 員   先 ほ ど の 千 葉 委 員 の お 話 に す ご く 共 感 し た ん で す け れ ど

も 、 帝 国 書 院 の 教 科 書 に は 防 災 に も 触 れ て い る 箇 所 が あ っ て 、

東 北 の 箇 所 な ん で す け れ ど も 、 東 日 本 大 震 災 の こ と に つ い て 、

子 ど も た ち 、 そ の 後 の 取 組 な ど も 載 っ て い ま す 。 地 理 で ど こ に

何 が あ る と か を 何 で 覚 え る こ と も 必 要 だ と 思 う ん で す け れ ど

も 、 そ こ か ら 、 そ の と き に 何 が あ っ た 、 特 に 今 の 中 学 生 は 東 日

本 大 震 災 の と き は ま だ 幼 稚 園 生 、 保 育 園 児 、 小 さ か っ た わ け で

す し 、 そ れ か ら 下 の 子 た ち は ほ と ん ど 何 も 情 報 と か が わ か ら な

い 状 況 に な っ て い く ん で す 。 で も 、 昨 今 地 震 も よ く 起 き て い ま

す し 、そ う い っ た と こ ろ で 、「 あ あ 、こ う い う こ と が あ っ た ん だ 、

自 分 た ち も 気 を つ け な き ゃ い け な い な 」 と い う 知 識 の 幅 を 広 げ

る 、 そ う い っ た と こ ろ に も 結 び つ く 観 点 か な と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 全 体 を 通 し て 付 け 加 え 等 、 何 か ご 意 見 は ご

ざ い ま す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 な い よ う で す の で 次 、 歴 史 に 移 り ま す 。 歴 史 に つ

き ま し て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。 千 葉 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

千 葉 委 員   私 は 、 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 の 要 点 を 踏 ま え た 点 か ら お 話 し し

た い と 思 い ま す 。 私 は 、 東 京 書 籍 、 帝 国 書 院 と 教 育 出 版 に つ い

て お 話 し し た い と 思 い ま す 。  



- 18 - 

 

 東 京 書 籍 は 、 導 入 部 に 探 究 課 題 を 設 け た り 、 毎 時 間 の 学 習 課

題 を 設 定 し た り す る な ど 、 課 題 解 決 的 な 単 元 構 成 で 主 体 的 な 学

び が 実 現 で き る よ う に な っ て い ま す 。 ま た 、 導 入 部 や ま と め の

部 分 な ど に 対 話 的 な 学 習 場 面 を 取 り 入 れ ら れ る よ う に 配 慮 さ れ

て い ま し た 。さ ら に 、「 見 方・考 え 方 」を わ か り や す く 説 明 し た

後 、 そ れ を 深 め 、 働 か せ る 場 面 が 設 け ら れ て お り 、 深 い 学 び が

実 現 さ れ る よ う に 工 夫 さ れ て い ま す 。  

 一 方 、 帝 国 書 院 は 、 各 章 の 問 い 、 節 の 問 い 、 学 習 課 題 な ど 、

ま と め や 振 り 返 り 活 動 を 充 実 さ せ る こ と に よ り 、 主 体 的 ・ 対 話

的 で 深 い 学 び を 実 現 で き る よ う に 工 夫 し て い ま す 。  

 ま た 、 教 育 出 版 も 、 学 習 内 容 に お い て 学 習 課 題 が 示 さ れ 、 そ

の 学 習 課 題 を 深 め る 問 い を 用 意 す る こ と で 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で

深 い 学 び を 実 現 で き る よ う に し て い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 は い か が で し ょ う か 。笹 原 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

笹 原 委 員   私 は 、 歴 史 的 分 野 の 観 点 か ら お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。 ど

の 教 科 書 も 歴 史 的 事 象 を 多 面 的 ・ 多 角 的 に 捉 え さ せ よ う と い う

工 夫 が な さ れ て い る な と 感 じ ま し た 。 そ の 中 で も 、 帝 国 書 院 、

山 川 出 版 、 日 本 文 教 出 版 の ３ 者 が 特 に 印 象 に 残 り ま し た 。  

 帝 国 書 院 で は 、「 多 面 的・多 角 的 に 考 え て み よ う 」を 掲 載 し て 、

関 連 す る 資 料 か ら 問 題 の 解 決 を 図 る 学 習 活 動 を 積 極 的 に 取 り 入

れ て い る よ う に 思 い ま し た 。  

 山 川 出 版 は 、 各 章 末 に 「 ま と め 」 を 掲 載 し て 、 各 時 代 の 特 色

を さ ま ざ ま な 立 場 か ら 振 り 返 ら せ る 工 夫 を し て い る よ う に 思 い

ま し た 。  

 日 本 文 教 出 版 で は 、 編 ご と に 「 ア ク テ ィ ビ テ ィ 」 が 設 定 さ れ

て お り 、 歴 史 的 事 象 を 時 期 や 内 容 、 立 場 を 変 え て 表 に ま と め る
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作 業 を 取 り 入 れ て い て 、 い い な と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 石 田 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

石 田 委 員   私 は 、教 科 書 の「 分 量 ・装 丁・ 表 記 等 」、生 徒 に 使 い や す い 工

夫 が な さ れ て い る か と い う 観 点 で お 話 を し た い と 思 い ま す 。 そ

の 中 で 、 東 京 書 籍 、 育 鵬 社 、 学 び 舎 に つ い て お 話 し し ま す 。  

 東 京 書 籍 は 、 社 会 科 で 習 得 す べ き 知 識 や 概 念 を 発 達 段 階 に 応

じ て 過 不 足 な く 盛 り 込 ん で い ま す 。 ま た 、 歴 史 学 習 を 進 め る 上

で 、 生 徒 が つ ま ず き や す い 事 項 に つ い て 巻 末 の 用 語 解 説 で 補 足

説 明 す る な ど 、 生 徒 が 使 い や す い よ う に 配 慮 さ れ て い ま す 。  

 育 鵬 社 は 、 学 習 内 容 ご と に 本 文 、 資 料 な ど が 見 開 き ２ ペ ー ジ

で ま と め ら れ て い て 、 レ イ ア ウ ト が よ く 、 見 や す い 紙 面 に な っ

て お り ま す 。  

 学 び 舎 は 、 判 型 が Ａ ４ 判 で 豊 富 な 資 料 と 記 述 を 盛 り 込 め る よ

う 工 夫 が な さ れ て い る と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 は い か が で し ょ う か 。内 田 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

内 田 委 員   私 か ら は 、 観 点 ３ に つ い て お 話 を し た い と 思 い ま す 。  

 東 京 書 籍 は 、 各 章 、 各 時 間 の 学 び が 一 貫 し て お り 、 全 て の 生

徒 が 学 び や す く な っ て い る と 思 い ま す 。  

 教 育 出 版 は 、 時 期 や 推 移 、 比 較 、 関 連 の 視 点 を 例 示 し 、 時 代

観 の 共 通 点 や 差 異 、 そ し て 因 果 関 係 や 時 代 と の 関 連 に つ い て の

課 題 を 考 え さ せ て い ま す 。  

 そ し て 、両 者 と も に 後 醍 醐 天 皇 の 肖 像 画 は「 清 浄 光 寺 [遊 行 寺 ]

蔵 」 と し て 表 示 さ れ て お り 、 本 市 の 生 徒 に 対 し て 地 域 の 歴 史 へ
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の 関 心 を 高 め さ せ て い る も の と な っ て い る よ う に 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 小 池 直 美 委

員 、 お 願 い し ま す 。  

 

小 池 直 美 委 員  養 護 学 校 の 児 童 の 保 護 者 と し て 参 り ま し た 小 池 と 申 し ま

す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 私 は 、「 分 量・装 丁・表 記 等 」の 観 点 か ら お 話 し し た い と 思 い

ま す 。 支 援 学 校 に 通 う 子 ど も は 、 教 科 書 を 見 た と き に 、 ぱ っ と

ま ず イ メ ー ジ で 目 か ら 取 り 込 む と 思 う ん で す 。 私 は 、 こ の 表 記

の 点 か ら 見 せ て い た だ き ま し た 。  

 日 本 文 教 出 版 と 帝 国 書 院 の 教 科 書 は 、 ペ ー ジ の 端 っ こ の ほ う

に ち ょ う ど ペ ラ ペ ラ め く る 部 分 が 年 表 に な っ て い て 、 色 分 け も

さ れ て い る の で 、 ペ ー ジ を 探 す と き に と て も わ か り や す い な と

思 い ま し た 。  

 東 京 書 籍 で す が 、 私 が ぱ っ と 開 い て み た と き に ま ず 感 じ て し

ま っ た ん で す け れ ど も 、 写 真 と 文 字 と が ペ ー ジ に た く さ ん 敷 き

詰 め ら れ て し ま っ て い て 、 い ざ こ の 教 科 書 を 「 さ あ 、 読 も う 」

と 開 い た と き に 、 た く さ ん 情 報 が あ り 過 ぎ る な と 、 ち ょ っ と 感

じ て し ま い ま し た 。 し か し 、 特 別 支 援 教 育 の 観 点 か ら 、 キ ャ ラ

ク タ ー を 本 文 ペ ー ジ か ら な く し 、 必 要 な 情 報 に 集 中 で き る よ う

に し て い る と 資 料 に あ り ま し た の で 、 そ の 辺 を 見 て み る と 、 確

か に 本 文 の 部 分 の と こ ろ は と て も 見 や す か っ た よ う に 思 い ま

す 。  

 そ れ と 、 文 字 に つ い て で す け れ ど も 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン

フ ォ ン ト は 今 や 全 て の 教 科 書 に 採 用 さ れ て い ま す け れ ど も 、 東

京 書 籍 は 、 フ ォ ン ト だ け で な く て 、 見 や す い 色 味 や 振 り 仮 名 が

多 い 文 章 を 少 な く し た り 、 そ れ か ら 、 グ ラ フ で は わ か り づ ら い

波 線 や 点 線 を 少 な く し た り な ど 、た く さ ん の 配 慮 が さ れ て い て 、

そ う い っ た 点 で は 取 り 組 み や す い の か な と 感 じ ま し た 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 長 谷 川 委

員 、 お 願 い し ま す 。  

 

長 谷 川 委 員   各 者 の 教 科 書 を 見 せ て い た だ い て 、 私 が 目 に 入 っ た ポ イ ン

ト は 年 表 で す 。 各 時 代 ご と に 学 習 を さ れ て い く と 思 う ん で す け

れ ど も 、 ど の 時 代 に し て も 年 表 が あ っ て 、 ど こ の 年 代 を や っ て

い ま す か 、 ど の 時 期 で す か と い う の が ハ イ ラ イ ト に な っ て い た

り す る 表 示 が あ り ま し て 、 そ れ が 教 育 出 版 、 帝 国 書 院 、 東 京 書

籍 の ３ 者 で し た 。  

 先 ほ ど 小 池 委 員 が 言 わ れ た よ う に 、 東 京 書 籍 は 、 ち ょ っ と い

ろ い ろ 情 報 量 が 多 過 ぎ て 、 年 表 も 少 し わ か り づ ら い か な と 思 い

ま し た 。 時 代 ご と で 歴 史 は 続 い て い く も の で す の で 、 そ う い っ

た 変 遷 も 把 握 で き る よ う な 年 表 が あ る と 、 生 徒 た ち の 理 解 が 深

ま る ん じ ゃ な い か な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 よ ろ し い

で す か 。 千 葉 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

千 葉 委 員   長 谷 川 委 員 の ご 意 見 や 小 池 委 員 の ご 意 見 な ど も あ り ま し た け

れ ど も 、 今 ま で お 話 が あ っ た 方 々 の ご 意 見 等 を 伺 っ て 、 総 合 的

な 観 点 で 言 え ば 東 京 書 籍 が よ い の で は な い か な と 自 分 で は 思 い

ま し た 。 特 に 東 京 書 籍 に つ い て は 、 社 会 科 の 他 の 分 野 、 他 教 科

と の 関 連 を 示 す 分 野 関 連 マ ー ク や 他 教 科 関 連 マ ー ク が 表 記 さ れ

て お り 、 横 断 的 な 視 点 か ら の 構 成 も み ら れ 、 と て も よ い と 私 は

思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 、 ご 意 見 い か が で し ょ う か 。  
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各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 全 体 を 通 し て ご 意 見 の 付 け 加 え 等 は ご ざ い

ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 特 に な い よ う で す の で 、 次 、 公 民 に 移 り ま す 。 公

民 に つ き ま し て ご 意 見 を お 願 い い た し ま す 。 井 上 委 員 、 お 願 い

し ま す 。  

 

井 上 委 員   私 は 、「 内 容 と 構 成 」、 ま た 「 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 」 に 注 目 し

た ん で す け れ ど も 、 各 者 と も 知 識 ・ 理 解 に 偏 る こ と な く 、 生 徒

が 社 会 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て 、 社 会 的 事 象 に つ い て 多 面

的 、 多 角 的 に 考 察 す る 、 ま た 、 課 題 を 追 究 ・ 解 決 す る と い う 活

動 の 充 実 を 図 る 工 夫 が な さ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 特 に 東 京 書 籍 で す け れ ど も 、ペ ー ジ の 随 所 に「 チ ェ ッ ク 」「 ト

ラ イ 」、「 集 め る 」、「 見 方 ・ 考 え 方 」 な ど の キ ー ワ ー ド で 、 活 動

の ヒ ン ト と か 、 き っ か け が 散 り ば め ら れ て い ま す 。 資 料 も 充 実

し て い て 、自 学 自 習 に も 適 し て い る と 感 じ ま し た 。た だ 、逆 に 、

周 り の 資 料 で 本 文 が 圧 迫 さ れ て い る よ う な 印 象 も あ り ま す 。 先

ほ ど 小 池 直 美 委 員 か ら も あ り ま し た け れ ど も 、 多 く の 情 報 か ら

取 捨 選 択 す る 能 力 の 育 成 と い う も の も 非 常 に 大 事 な の で 、 そ う

い う 意 味 で は よ い の か も し れ な い ん で す が 、 た だ 、 生 徒 に よ っ

て は 情 報 が 多 過 ぎ る と 感 じ る 場 合 も あ る か も し れ な い と 感 じ ま

し た 。  

 そ の 点 、 帝 国 書 院 は 、 全 体 に ソ フ ト な 色 合 い で 見 や す い 印 象

が あ り ま し た 。 各 章 の 導 入 に 「 ま ち の 絵 」 を 用 い て い て 、 こ れ

か ら 学 習 す る 内 容 に つ い て 具 体 的 に 課 題 を 見 つ け ら れ る よ う に
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構 成 さ れ て い ま す 。ま た 、章 の 終 わ り に 、「 章 の 学 習 を 振 り 返 ろ

う 」と い う コ ー ナ ー が あ り ま す け れ ど も 、そ の「 知 識 の ま と め 」

の と こ ろ に は 二 次 元 コ ー ド が あ り 、そ の 解 答 が 見 ら れ る ん で す 。

で す か ら 、 う ち で 自 学 自 習 、 そ こ の ま と め が で き る な と も 思 い

ま し た し 、 さ ら に 、 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 を 養 う 、 考 え を 整

理 し て 意 見 交 換 す る 課 題 が 毎 回 そ こ に 用 意 さ れ て い ま す 。 課 題

が 興 味 深 く て 、 本 市 の 生 徒 が 使 い や す い の で は な い か な と い う

ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 笹 原 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

笹 原 委 員   私 は 、「 学 習 指 導 要 領 と の 関 連 」の 観 点 か ら お 話 を さ せ て い た

だ き ま す 。 ど の 教 科 書 も 、 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 等 の 育 成 を

目 指 す た め に さ ま ざ ま な 工 夫 を し て い る な と 思 い ま し た が 、 そ

の 中 で も 東 京 書 籍 、 帝 国 書 院 、 日 本 文 教 出 版 の ３ 者 が 特 に 印 象

に 残 り ま し た 。  

 東 京 書 籍 で は 、 各 単 元 の 学 習 を 段 階 的 な 問 い で 構 造 化 し て 、

細 か い ス テ ッ プ で 課 題 を 解 決 さ せ る と い う こ と を 通 し て 、 思

考 ・ 判 断 し た 内 容 を 適 切 に 表 現 す る 力 を 身 に つ け さ せ よ う と す

る 意 図 が 感 じ ら れ ま し た 。  

 帝 国 書 院 で は 、ア ク テ ィ ブ・ラ ー ニ ン グ 型 の 授 業 を 行 え る「 ア

ク テ ィ ブ 公 民 」 を 特 設 し 、 社 会 的 な 見 方 、 考 え 方 に 基 づ い た 論

理 的 な 説 明 と 、 さ ま ざ ま な 立 場 を 踏 ま え た 合 意 形 成 を 目 指 す 議

論 が 行 わ れ る 、 そ ん な 工 夫 が 見 ら れ ま し た 。  

 日 本 文 教 出 版 で は 、編 ご と に「 チ ャ レ ン ジ 公 民 」を 設 け 、「 自

分 た ち の ま ち の 首 長 を 選 ぼ う 」 な ど 、 与 え ら れ た 資 料 か ら 社 会

の 課 題 に つ い て 考 察 し 、 生 徒 が 判 断 基 準 を 踏 ま え て 表 現 す る と

い う こ と が で き る よ う な 教 材 を 取 り 入 れ て い る な と 感 じ ま し
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た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 千 葉 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

千 葉 委 員   私 は 公 民 的 分 野 の 観 点 か ら お 話 し し た い と 思 い ま す 。 私 は 東

京 書 籍 、帝 国 書 院 と 教 育 出 版 に つ い て お 話 し し た い と 思 い ま す 。 

 東 京 書 籍 は 、 章 末 に 「 見 方 ・ 考 え 方 」 を 活 用 す る 課 題 が 設 定

さ れ て お り 、「 見 方・考 え 方 」を 働 か せ る 学 習 が で き る よ う に 工

夫 さ れ て い ま す 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で 物 事 を 考 え 、 意 見 交

換 す る 場 が 設 定 さ れ て お り 、 社 会 的 事 象 に つ い て 、 生 徒 が 多 面

的 、 多 角 的 に 考 察 し 、 表 現 す る た め の 配 慮 が な さ れ て い ま す 。

さ ら に 、我 が 国 や 国 際 社 会 が 抱 え る 現 代 的 な 諸 課 題 を 取 り 上 げ 、

そ の 背 景 や 経 過 に 目 を 向 け な が ら 課 題 を 追 究 ・ 解 決 す る 活 動 が

で き る よ う に 工 夫 さ れ て い ま す 。  

 帝 国 書 院 に つ い て は 、 公 民 的 分 野 で 鍛 え る 「 見 方 ・ 考 え 方 」

の 活 用 機 会 を 積 極 的 に 設 け る 点 に 工 夫 が 見 ら れ ま す 。 ま た 、 社

会 に 見 ら れ る 課 題 解 決 に 向 け た 選 択 や 判 断 に 取 り 組 む 活 動 が 行

え る よ う に 配 慮 さ れ て い ま す 。  

 教 育 出 版 も 、 冒 頭 で 提 示 さ れ た 「 問 い 」 に 対 し て 答 え る こ と

で 、 課 題 を 追 究 、 解 決 す る 活 動 が で き る よ う に 工 夫 さ れ て い ま

し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 小 池 規 子 委

員 、 お 願 い し ま す 。  

 

小 池 規 子 委 員  私 の ほ う は 、 ま ず 観 点 ２ の 表 記 等 の こ と で お 話 を さ せ て い

た だ き ま す 。 ６ 者 の 教 科 書 、 そ れ ぞ れ 学 習 内 容 ご と に 本 文 、 資
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料 な ど が 見 開 き ２ ペ ー ジ で ま と め ら れ て お り ま し て 、 見 や す く

す る 工 夫 が な さ れ て い る と 思 い ま し た 。 育 鵬 社 の 教 科 書 で す け

れ ど も 、 関 連 事 項 を 取 り 上 げ た 「 学 習 を 深 め よ う 」 と い う コ ー

ナ ー を 設 け て お り ま し て 、 生 徒 が 使 い や す い よ う に 工 夫 さ れ て

お り ま し た 。  

 次 に 、観 点 ３ で あ り ま す け れ ど も 、本 市 の 生 徒 に と り ま し て 、

コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア の 利 用 は た い へ ん 身 近 な も の と い う ふ う

に 思 い ま す 。 東 京 書 籍 の 「 み ん な で チ ャ レ ン ジ 」 と い う コ ー ナ

ー で は 、 コ ン ビ ニ に 関 す る さ ま ざ ま な 知 識 を 得 る こ と が で き ま

し て 、 生 活 に 密 着 し た 内 容 で 、 参 加 型 学 習 に よ る 対 話 的 な 活 動

が で き る 工 夫 が な さ れ て い て 、 と て も よ い な と い う ふ う に 思 い

ま し た 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 笹 原 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

笹 原 委 員   新 学 習 指 導 要 領 で は 、 今 、 各 委 員 か ら ご 発 言 が あ っ た よ う な

視 点 以 外 に 、「 学 び に 向 か う 力 」、「 人 間 性 等 の 涵 養 」と い う こ と

に つ い て も 強 く 求 め ら れ て お り ま す が 、 そ う し た 観 点 か ら 見 て

も 、 や は り 私 は 東 京 書 籍 と 帝 国 書 院 が 優 れ て い る な と 感 じ ま し

た 。  

 特 に 東 京 書 籍 で は 、 特 設 で 「 も っ と 公 民 」 を 設 け 、 学 習 内 容

が ど の よ う に 活 か さ れ て い る の か を 取 り 上 げ 、 読 み 取 る 活 動 が

取 り 入 れ ら れ て い ま し た 。  

 帝 国 書 院 で も 、 学 習 内 容 を 活 か し た り 、 関 連 し た 取 組 を 行 っ

て い る 人 へ の イ ン タ ビ ュ ー 記 事 「 先 輩 た ち の 選 択 」 と い う 特 設

ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て い ま し た 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。 全 体 を 通 し て ご 意 見 の 付 け 加 え 等 は ご

ざ い ま せ ん か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   な い よ う で す の で 、 次 に 地 図 に 移 り ま す 。 地 図 に つ き ま し て

ご 意 見 を お 願 い い た し ま す 。 笹 原 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

笹 原 委 員   私 は 、 学 習 指 導 要 領 と の 関 連 の 観 点 か ら お 話 を さ せ て い た だ

き ま す 。  

 東 京 書 籍 で は 、 巻 頭 に 国 際 連 合 の 持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ Ｓ Ｄ

Ｇ ｓ ） を 特 集 す る ペ ー ジ を 設 け て 国 際 社 会 が 抱 え る さ ま ざ ま な

課 題 を 理 解 す る よ う に 編 修 さ れ て い る な と 思 い ま し た 。  

 一 方 、 帝 国 書 院 で は 、 巻 頭 に さ ま ざ ま な 地 図 の 活 用 方 法 の ポ

イ ン ト が 説 明 さ れ て お り 、「 地 図 帳 の 使 い 方 」を 掲 載 し 、資 料 か

ら 地 理 的 事 象 を 読 み 取 ら せ る 工 夫 が 見 ら れ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 千 葉 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

千 葉 委 員   私 は 、 地 図 帳 に つ い て 、 地 図 の 観 点 か ら お 話 し し た い と 思 い

ま す 。  

 帝 国 書 院 の 地 図 帳 は 、 地 域 ご と に 一 般 図 、 主 題 図 、 拡 大 図 、

資 料 図 な ど が 適 切 に 配 置 さ れ て お り 、 巻 末 に は 索 引 が 設 け ら れ

て い ま す 。ま た 、理 科 年 表 ２ ０ １ ９ 年 の デ ー タ を 掲 載 す る な ど 、
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統 計 や 各 種 の 資 料 に 最 新 の も の を 使 用 し て お り 、 デ ー タ に 信 頼

性 が あ り ま す 。 さ ら に 、 地 図 帳 の 巻 頭 部 分 に 地 図 帳 の 活 用 方 法

が 示 さ れ て お り 、 生 徒 が 自 主 的 に 学 習 に 取 り 組 め る よ う に 工 夫

さ れ て い ま す 。  

 東 京 書 籍 の 地 図 帳 は 、 巻 末 の 統 計 資 料 が ２ ０ １ ６ 年 か ら ２ ０

１ ７ 年 の デ ー タ を 基 に 作 成 さ れ て お り 、 新 し い デ ー タ を 使 う よ

う に 努 め て い る と こ ろ が 感 じ ら れ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 は い か が で し ょ う か 。長 田 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

長 田 委 員   私 は 、「 編 修 の 趣 旨 と 工 夫 」「 内 容 と 構 成 」 の 部 分 に つ い て お

伝 え し た い と 思 い ま す 。  

 ２ 者 の 地 図 に つ い て 見 せ て い た だ い た 中 で 、 地 図 の 活 用 を 地

理 に 限 定 し た 形 だ け で は な く 、 歴 史 や 公 民 で も 活 用 す る 視 点 で

資 料 と し て の 側 面 を 持 ち な が ら 編 修 さ れ て い る 東 京 書 籍 に 興 味

を 持 ち ま し た 。 ニ ュ ー ス や ド キ ュ メ ン タ リ ー を 見 て い る よ う な

内 容 で 、 写 真 や グ ラ フ 、 図 な ど 、 た く さ ん の 資 料 に 引 き 込 ま れ

ま し た 。例 え ば 、日 本 が 常 に 直 面 し て い る 自 然 災 害 に つ い て は 、

地 図 の 中 で 考 え さ せ る 内 容 が 充 実 し て い ま す 。  

 東 京 書 籍 も 帝 国 書 院 も 、 知 識 を 身 に つ け る だ け で な く 、 教 科

書 と と も に 活 用 す る こ と で 、 事 象 や 地 図 か ら 読 み 取 れ る 内 容 を

生 活 の 中 に ど う 活 用 す る か を 考 え さ せ る つ く り に な っ て い る と

感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 笹 原 委 員 。  

 

笹 原 委 員   東 京 書 籍 は 、 教 科 書 で の 学 習 内 容 を 補 完 し た り 、 よ り 深 め た
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り す る 、 い わ ゆ る 「 教 科 書 準 拠 資 料 集 」 と し て の 役 割 を 持 た せ

て い る の で は な い か な と 感 じ ま し た 。  

 一 方 、 帝 国 書 院 で は 、 地 図 中 に 設 け た 作 業 コ ー ナ ー 「 地 図 活

用 」 に お い て 、 生 徒 自 ら が 学 習 課 題 に つ い て 主 体 的 に 考 え 、 社

会 の 形 成 に 参 画 す る 意 識 を 育 む こ と が で き る よ う に 編 修 さ れ て

い る な と 感 じ ま し た 。 さ ら に 、 日 本 の 各 地 方 に お い て 防 災 を テ

ー マ と す る 資 料 が 充 実 し て お り 、 本 市 の 生 徒 を 対 象 と し た 防 災

教 育 に も 適 切 な 地 図 帳 で あ る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 全 体 を 通 し て ご 意 見 の 付 け 加 え 等 は ご ざ い

ま せ ん か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 な い よ う で す の で 次 、 数 学 に 移 り ま す 。 数 学 に つ

い て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。 米 倉 委 員 。  

 

米 倉 委 員   「 学 習 指 導 要 領 と の 関 連 」 と い う 点 で 、 数 学 は ７ 者 と も 数 学

的 活 動 を 通 し て 単 元 ご と に 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び を 実 現 で

き る よ う に 工 夫 が 凝 ら さ れ て い る な と 思 い ま し た 。 問 題 を 発 見

し て 、 見 通 し を 立 て て 、 解 決 ま で の 過 程 を 振 り 返 っ て 、 深 め ら

れ る と い う 東 京 書 籍 。 そ れ か ら 、 問 題 発 見 か ら 解 決 ま で の 流 れ

が 示 さ れ て い る の は 大 日 本 図 書 で す 。 問 題 発 見 の 場 面 設 定 で 、

今 行 う 学 習 の 必 然 性 が 明 確 に な っ て い る 学 校 図 書 、 学 習 し な が

ら 新 た な 問 い を 見 出 せ る よ う に し て い る 教 育 出 版 。 そ れ か ら 、
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章 の 学 び の 中 で 問 題 解 決 の 過 程 を 体 得 さ せ る よ う に し て い る 啓

林 館 。 数 研 出 版 は 「 探 究 ノ ー ト 」 と い う も の を 使 っ て 問 題 解 決

の 力 を 高 め よ う と し て い ま す 。 見 通 し を も て る よ う に 学 習 の 最

初 に 「 め あ て 」 を 示 し て い る 日 本 文 教 出 版 と い う 形 で 、 全 て の

者 が 新 学 習 指 導 要 領 の 学 び の 実 現 に 力 を 入 れ て い る と 思 い ま し

た 。  

 東 京 書 籍 な ん で す が 、「 深 い 学 び の ペ ー ジ 」と い う も の が ２ 年

生 に あ り ま し て 、 数 の 並 び か ら 性 質 を 見 つ け る 問 題 が あ っ た ん

で す が 、 話 し 合 い な が ら 、 既 習 の 知 識 を ど の よ う に 使 え る か を

見 つ け ら れ る よ う に と て も 工 夫 が さ れ て い て 、 こ れ に 気 づ け た

ら と て も 面 白 く て 仕 方 な い だ ろ う な と い う 感 じ が い た し ま し

た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 は ご 意 見 い か が で し ょ う か 。 越

委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

越 委 員   数 学 の ７ 者 の 中 か ら 私 は 数 研 出 版 の も の に と て も 魅 力 を 感 じ

ま し た 。 図 な ど を た く さ ん 使 い 、 わ か り や す く 解 説 が つ い て い

た と 思 い ま す 。 も の に よ っ て は 文 字 を 読 ま な く て も 、 図 や 挿 絵

だ け で 理 解 で き る よ う な も の も 出 て き ま し た 。  

 休 校 期 間 中 に 中 ３ の 娘 が 、 授 業 で は 習 っ て い な い 因 数 分 解 の

課 題 が 出 て お り 、 教 科 書 や ワ ー ク を 使 っ て ４ 日 間 か け て 何 と か

因 数 分 解 を 克 服 し た ん で す が 、 そ の 克 服 す る ま で に 別 の 教 科 書

以 外 の テ キ ス ト も 開 い て み ま し た が 、結 局 教 科 書 に 戻 り ま し た 。

そ う い っ た 姿 を 見 て い る と 、 や っ ぱ り 生 徒 に と っ て 教 科 書 が 一

番 信 頼 の 置 け る も の で な い と い け な い と い う ふ う に 感 じ ま し

た 。 そ う い っ た 観 点 か ら 数 研 出 版 の も の は 、 因 数 分 解 ま で も 図

形 で 解 説 さ れ て い て 、 苦 手 な 子 ど も で も と て も わ か り や す い よ

う に な っ て い ま し た 。  

 ま た 、 先 ほ ど 米 倉 委 員 が お っ し ゃ ら れ た 「 探 究 ノ ー ト 」 と い
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う も の が つ い て い て 、 こ れ の 目 的 は 、 見 方 、 考 え 方 、 働 き 、 問

題 を 解 く 力 が 高 ま る と い う こ と な ん で す が 、 中 を 見 る と 、 キ ャ

ラ ク タ ー も 取 り 入 れ て あ り 、 一 見 簡 単 そ う に 見 え る の で す が 、

応 用 問 題 と は 違 っ て 、 教 科 書 か ら ち ょ っ と 離 れ 、 頭 を 少 し 休 憩

さ せ な が ら 、 違 う 角 度 か ら 数 学 に 入 る よ う な 形 に な っ て い て 、

数 を こ な す こ と が 大 事 な 数 学 に と て も 役 に 立 つ な と い う ふ う に

思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 は い か が で し ょ う か 。石 田 委 員 。 

 

石 田 委 員   私 は 、「 内 容 と 構 成 」の 工 夫 に つ い て 特 に 優 れ て い る な と 思 い

ま し た ３ 者 に つ い て お 話 し し た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、東 京 書 籍 で す 。３ 年 間 を 通 し て 、「 Ｑ 」や「 深 い 学 び の

ペ ー ジ 」 で 見 方 や 考 え 方 を 働 か せ る よ う に 課 題 を 設 定 し て い ま

し た 。 取 り 組 む こ と に つ い て 、 重 ね る ご と に 生 徒 自 身 が こ の 前

使 っ た 考 え 方 が ま た 使 え る の か な と 、 学 び を つ な げ ら れ る よ う

に し て い ま す 。 生 徒 の 主 体 的 な 取 組 、 ま た 、 他 の 生 徒 と の 対 話

に つ な が る と 思 い ま す 。  

 教 育 出 版 は 、 既 習 事 項 を 確 認 で き る 構 成 に な っ て い て 、 新 し

い 単 元 に 入 る 前 に 、 そ の 章 の 学 習 を す る 前 に と い う 形 で 設 定 さ

れ て お り ま し て 、 子 ど も た ち が そ の 後 の 章 の 学 習 に つ い て 考 え

が 深 め ら れ る よ う な 構 成 に な っ て お り ま す 。  

 ま た 、 大 日 本 図 書 で す け れ ど も 、 問 題 に 「 め あ て 」 が 示 さ れ

て い て 、 何 を 学 ぶ か が わ か り 、 自 分 で 取 り 組 み や す く さ れ て い

る と 感 じ て お り ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 は い か が で し ょ う か 。内 田 委 員 。 
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内 田 委 員   私 か ら は 、 観 点 ２ に つ い て 、 学 校 図 書 と 東 京 書 籍 の こ と に つ

い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 ま ず 、学 校 図 書 は 、「 数 学 的 活 動 の ペ ー ジ 」の 端 に ど の よ う な

過 程 で 学 習 し て い る の か が わ か る 色 分 け が さ れ て い て 、 た い へ

ん 視 覚 的 に 見 方 や 考 え 方 の 流 れ が 捉 え や す く な っ て い る の で は

な い か な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 東 京 書 籍 は 、色 使 い が 落 ち 着 い て い ま す が 、「 め あ て 」や 問 題 、

マ ー ク な ど が 色 が 統 一 さ れ て い て 、 た い へ ん わ か り や す く な っ

て い る よ う に 感 じ ま し た 。 問 題 を や っ て み て 、 わ か ら な か っ た

ら 戻 っ て 確 か め る ペ ー ジ の 表 示 や 、 も う 少 し 発 展 的 に や れ る ペ

ー ジ が 示 さ れ て い て 、 生 徒 が 自 分 自 身 で 学 習 を 進 め る に あ た っ

て 、 た い へ ん 使 い や す い 、 わ か り や す い な と い う ふ う な 印 象 を

受 け ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 百 武 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

百 武 委 員   本 市 の 生 徒 で す け れ ど も 、 学 習 状 況 調 査 の 結 果 か ら 、 知 識 に

関 す る 問 題 の 正 答 率 に 比 べ て 、 活 用 に 関 す る 問 題 の 正 答 率 が 低

い 傾 向 に あ り ま す 。  

 東 京 書 籍 は 、「 数 学 マ イ ノ ー ト 」で 課 題 解 決 の 過 程 を 振 り 返 る

こ と が で き る ノ ー ト づ く り を ３ 年 間 継 続 し て 学 び 、 そ し て 「 学

び を ひ ろ げ よ う 」 で 、 日 常 の 情 報 を 活 用 し て 考 え る こ と が 行 え

る の で 、 先 ほ ど お 話 し し ま し た け れ ど も 、 そ の 本 市 の 学 習 状 況

調 査 の 結 果 で 現 れ て い る 傾 向 を 改 善 す る こ と が で き る 、 そ の よ

う な 力 を 身 に つ け ら れ る の で は な い か な と い う ふ う に 思 い ま し

た 。  

 ま た 、 教 育 出 版 に は 、 空 間 図 形 の 学 習 の 場 面 で 湘 南 台 文 化 セ

ン タ ー の 写 真 が 掲 載 さ れ て い ま す 。 身 近 な 場 所 の 写 真 が あ る こ
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と で 、 子 ど も た ち は 親 し み か ら 興 味 関 心 を 持 っ て 学 習 に 取 り 組

む の で は な い か な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 ま た 、 学 校 教 育 ふ じ さ わ ビ ジ ョ ン の 基 本 理 念 の ３ つ の 知 の １

つ 、「 か か わ り の 知 を 育 む 」 と い う 視 点 か ら 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に 触 れ 、

国 際 的 な 課 題 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う に 工 夫 し て い る 学 校

図 書 は 、 社 会 と の 結 び つ き を つ く ろ う と す る 知 を 育 む こ と が で

き る の で は な い か な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に い か が で し ょ う か 。 小 池 直 美

委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

小 池 直 美 委 員  先 ほ ど の お 話 に も ち ょ っ と 重 複 し て し ま う と こ ろ が あ り ま

す け れ ど も 、 ７ 者 全 て に 採 用 さ れ て い た こ と で す が 、 授 業 で 学

ん だ こ と を ノ ー ト に ま と め る と い う の は と て も 大 事 な こ と で す

け れ ど も 、 苦 手 と す る 科 目 は 特 に 苦 労 す る と こ ろ で す 。 ノ ー ト

づ く り の ポ イ ン ト や ま と め 方 と い う ペ ー ジ で 、 授 業 で 学 ん だ こ

と を ど の 者 も 書 き 方 が と て も わ か り や す く 載 っ て い て 、 自 分 の

時 代 に こ の よ う な 教 科 書 が あ っ た ら よ か っ た な と 、 と て も 感 心

し ま し た 。  

 そ れ と 、 学 校 図 書 、 東 京 書 籍 、 大 日 本 図 書 、 教 育 出 版 、 日 本

文 教 出 版 、 こ の ５ 者 の 巻 末 に は 、 ミ シ ン 目 で ペ ー ジ を 切 り 離 し

て 、 実 際 に 組 み 立 て て 学 べ る 付 録 が あ り 、 立 体 的 に 学 べ 、 数 学

に 親 し み と 関 心 が も て る と て も よ い 取 組 だ な と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  
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委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。 全 体 を 通 し ま し て ご 意 見 の 付 け 加 え 等

は ご ざ い ま せ ん か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 今 、 数 学 ま で 審 議 が 終 わ り ま し た が 、 審 議 の 開 始

か ら １ 時 間 以 上 経 過 い た し ま し た の で 、 こ こ で １ ０ 分 間 ほ ど 休

憩 を 取 り た い と 思 い ま す 。 こ の 会 議 室 の あ ち ら の 右 側 の 時 計 が

現 在 １ ０ 時 ４ ３ 分 ぐ ら い を 指 し て い ま す の で 、 審 議 の 開 始 は  

１ ０ 時 ５ ５ 分 か ら と さ せ て い た だ き ま す 。 よ ろ し く お 願 い い た

し ま す 。  

 そ れ で は 、 休 憩 と い た し ま す 。  

 

午 前 １ ０ 時 ４ ３ 分 休 憩  

午 前 １ ０ 時 ５ ５ 分 再 開  

 

委 員 長   そ れ で は 、 た だ い ま よ り 審 議 を 再 開 い た し ま す 。  

 数 学 ま で 終 わ り ま し た の で 、 理 科 か ら 審 議 を し て い き た い と

思 い ま す 。 理 科 に つ い て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。 石 田 委 員 。  

 

石 田 委 員   ま ず 、「 学 習 指 導 要 領 と の 関 連 」等 に つ い て 、各 者 の お 話 を し

た い と 思 い ま す 。  

 東 京 書 籍 は 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び を 実 現 す る た め に マ

ン ガ の 解 説 や コ ラ ム な ど が 適 切 に 設 け ら れ 、 学 習 過 程 の 中 で 自

然 な 探 究 の 流 れ が つ く ら れ る よ う に な っ て い ま す 。  

 大 日 本 図 書 は 、 資 質 、 能 力 を 育 成 す る た め の 学 び の 過 程 が 明

確 に 示 さ れ て い て 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び の 授 業 の た め の

活 動 の 流 れ を 「 結 果 か ら 考 え よ う 」 等 の マ ー ク の 指 示 な ど で 簡

潔 に 示 さ れ る 工 夫 が 見 ら れ ま す 。  

 学 校 図 書 は 、 多 様 性 と 問 題 解 決 能 力 の 育 成 を 者 の 編 修 方 針 と
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し て お り 、「 気 づ き 」か ら「 考 察 」ま で の 探 究 の 過 程 の 例 が 示 さ

れ て い て 、「 探 究 の ペ ー ジ 」が 設 け ら れ 、課 題 を 明 確 に 捉 え る よ

う に 構 成 さ れ て い ま す 。  

 教 育 出 版 は 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び に つ い て 、 キ ャ ラ ク

タ ー の 対 話 モ デ ル や 「 話 し 合 お う 」 の マ ー ク な ど の 配 置 に よ っ

て 親 し み や す く 学 習 を 進 め ら れ る よ う な 工 夫 が 見 ら れ ま す 。  

 啓 林 館 は 、 巻 末 の 「 サ イ エ ン ス 資 料 」 に 話 し 合 い と 発 表 の 要

点 が 示 さ れ て い て 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び の 学 習 態 度 を 育

て る た め の 工 夫 が 見 ら れ る と 感 じ ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 野 村 委 員 。  

 

野 村 委 員   私 は 、理 科 の 観 点 、特 に 科 学 的 に 探 究 す る 力 の 育 成 に つ い て 、

東 京 書 籍 、大 日 本 図 書 、学 校 図 書 を 挙 げ て 話 し た い と 思 い ま す 。 

 ま ず 、 東 京 書 籍 で す が 、 生 徒 が 理 科 の 視 点 や 考 え 方 を 働 か せ

や す い よ う に 、「 課 題 」 か ら 「 課 題 に 対 す る 結 論 を 表 現 し よ う 」

ま で 、 実 験 の プ ロ セ ス と 思 考 の 過 程 が 説 明 さ れ て い ま す 。 こ れ

は 科 学 的 に 探 究 す る 力 の 育 成 と い う 点 で た い へ ん 効 果 的 な 構 成

で あ る と 思 わ れ ま す 。  

 大 日 本 図 書 は 、石 田 委 員 の ご 発 言 に も あ り ま し た よ う に 、「 問

題 を 見 つ け よ う 」「 計 画 を 立 て よ う 」な ど 、マ ー ク に よ る 呼 び か

け で 学 び に 向 か う 態 度 が 明 確 に 示 さ れ て お り 、 科 学 的 に 探 究 す

る 力 の 育 成 に 大 き く 寄 与 し て い る と 思 い ま す 。 ま た 、 発 展 的 な

学 習 へ の 見 通 し を 持 た せ た「 や っ て み よ う 」が 各 所 に 設 け ら れ 、

生 徒 の 体 験 的 な 学 習 活 動 の 充 実 が 図 ら れ る よ う 、 大 き く 工 夫 さ

れ て い る と 思 い ま す 。  

 学 校 図 書 で は 、 気 づ き 、 課 題 、 仮 説 、 計 画 、 方 法 、 結 果 、 考

察 と い う 探 究 の 過 程 の 例 が 一 連 の 流 れ で 説 明 さ れ て い ま す 。 特

に 考 察 の 書 き 方 の 具 体 的 な 内 容 が 丁 寧 に 説 明 さ れ て お り 、「 Can 

D o  L i s t」に も 探 究 の 道 筋 と 案 内 が 詳 し く 紹 介 さ れ て い て 、よ い
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と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。  

百 武 委 員 。  

 

百 武 委 員   私 は 、 大 き さ と か 重 さ の 部 分 か ら お 話 を し た い と 思 い ま す 。

ま ず 、 東 京 書 籍 で す が 、 縦 が Ａ ４ 、 横 が Ｂ ５ で 、 い わ ゆ る ち ょ

っ と 縦 に 長 い サ イ ズ で す 。 広 げ て み る と 、 観 察 や 実 験 の 手 順 が

た ど り や す い な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 ま た 、 学 校 図 書 、 教 育 出 版 、 啓 林 館 は 、 大 き さ が 微 妙 に 違 う

と こ ろ も あ る よ う で す け れ ど も 、 縦 が Ｂ ５ で 横 が Ａ ４ の サ イ ズ

で す 。 こ の サ イ ズ な の で 、 広 げ る と 横 に 広 く な り ま す 。 図 が 大

き く て 見 や す い 。 見 や す さ と い う 部 分 で 見 や す い な と い う ふ う

に 思 い ま し た 。  

 大 日 本 図 書 は 、 Ｂ ５ 判 で 他 の ４ 者 よ り も 小 さ い の で す が 、 図

と か そ の 辺 は バ ラ ン ス よ く 配 置 さ れ て い て 見 や す い な と い う ふ

う に 感 じ ま し た 。 学 校 の 教 室 の 机 の 大 き さ と い う の は 昔 か ら あ

ま り 変 わ り ま せ ん 。 で す か ら 、 教 科 書 と ノ ー ト の 両 方 を 広 げ て

学 習 す る に は 、 こ の 大 日 本 図 書 の サ イ ズ は 適 し て い る と 思 い ま

す 。 ま た 、 理 科 で す か ら 、 屋 外 に 教 科 書 や ノ ー ト を 持 ち 出 し て

観 察 を す る よ う な 場 面 も あ り ま す が 、 こ の と き に も 小 さ い サ イ

ズ と い う の は 有 効 か な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 ま た 、 重 さ で す け れ ど も 、 最 初 の 国 語 の と こ ろ で 長 谷 川 委 員

も お 話 を さ れ て い ま し た が 、中 学 生 と い う の は 部 活 動 も あ っ て 、

荷 物 も か な り の 重 さ に な り ま す 。 こ の 点 、 重 さ が 軽 め に つ く ら

れ て い る 学 校 図 書 、 そ れ か ら 大 日 本 図 書 は 、 毎 日 自 宅 に 教 科 書

を 持 ち 帰 っ て 家 庭 学 習 を す る と き に も 、 生 徒 へ の 負 担 は 小 さ い

だ ろ う な と い う ふ う に 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 米 倉 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

米 倉 委 員   私 は 、 本 市 の 生 徒 に 身 近 に 感 じ ら れ る 教 科 書 と し て 、 大 日 本

図 書 を 挙 げ さ せ て い た だ き ま す 。 新 江 ノ 島 水 族 館 が 紹 介 さ れ て

い ま す 。 そ れ か ら 、 気 象 の と こ ろ で は 片 瀬 の 東 浜 の 写 真 が あ り

ま す 。 自 然 環 境 の 学 習 で は 、 寒 川 の 取 水 堰 の 魚 道 の 写 真 が 掲 載

さ れ て い ま す 。 そ し て 、 八 ヶ 岳 に 行 く と み ん な が 目 に す る 野 辺

山 宇 宙 電 波 望 遠 鏡 の 写 真 と 、 身 近 な 場 所 の 写 真 が た く さ ん 掲 載

さ れ て い ま す 。 調 査 資 料 に よ る と 本 市 の 百 葉 箱 も 掲 載 さ れ て い

る と い う こ と で 、 そ れ だ け で 、 そ の ペ ー ジ を 開 き ま す し 、 そ こ

で 何 を 学 ぶ か 興 味 が 湧 く と 思 い ま す 。  

 同 様 に 、 学 校 図 書 で は 、 津 波 避 難 の 表 示 の 紹 介 で 藤 沢 の 海 岸

の 写 真 が 掲 載 さ れ て い た り 、 啓 林 館 で は リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 を

開 発 し た 吉 野 彰 さ ん を 紹 介 し て い ま す 。 生 徒 が 開 き た く な る 教

科 書 だ と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 先 ほ ど 野 村 委 員 が 触 れ て い た と こ ろ で す が 、 大 日 本 図

書 は 、「 問 題 を 見 つ け よ う 」「 計 画 を 立 て よ う 」「 結 果 か ら 考 え よ

う 」「 振 り 返 ろ う 」「 話 し 合 お う 」 と い う 活 動 で 、 キ ャ ラ ク タ ー

の 会 話 の 場 面 で 、 対 話 の 学 び を 促 し て 、 思 考 力 や 判 断 力 を 育 て

る よ う に し て い る な と 思 い ま し た 。 本 市 の 生 徒 は 、 知 識 の 定 着

だ け で は な く 思 考 力 や 判 断 力 、 表 現 力 を 育 成 し て い く こ と が 求

め ら れ て い る よ う に 思 い ま す 。 こ れ ら の こ と か ら 、 大 日 本 図 書

は 本 市 の 生 徒 に 適 し て い る の で は な い か な と 思 っ て お り ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 全 体 を 通 し ま し て 付 け 加 え 等 、 何 か ご 意 見
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は ご ざ い ま す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   特 に な い よ う で す の で 、 そ れ で は 次 に 音 楽 （ 一 般 ） に 移 り ま

す 。 音 楽 （ 一 般 ） に つ き ま し て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。 井 上 委

員 。  

 

井 上 委 員   音 楽 で す け れ ど も 、 ２ 者 と も 主 体 的 で 協 働 的 な 学 習 の 展 開 が

で き る よ う に 、 演 奏 や 鑑 賞 の 場 面 で 話 し 合 う よ う な 課 題 を 提 示

し て い た り 、 そ れ か ら 、 教 科 書 に 書 き 込 む ワ ー ク の よ う な 部 分

を 設 け た り す る な ど 多 く の 工 夫 が あ り ま す 。  

 私 は 、 特 に 「 編 修 の 趣 旨 と 工 夫 」 に つ い て 注 目 し た の で す け

れ ど も 、 教 育 芸 術 社 が 、 音 楽 を 通 し て 生 活 や 人 生 を 豊 か に す る

の だ と い う こ と 、そ れ か ら 、音 楽 教 育 と Ｓ Ｄ Ｇ ｓ を 結 び つ け て 、

音 楽 を 通 し て 社 会 に 貢 献 す る の だ と い う こ と 、 そ れ を 編 修 の 基

本 に 置 い て い る と い う こ と が 教 科 書 の 内 容 に も 大 き く 関 わ っ て

い る と い う ふ う に 感 じ ま し た 。 ３ 年 間 で 使 用 す る ３ 冊 が あ り ま

す が 、そ の ３ 冊 と も 、最 初 の ペ ー ジ に「 音 楽 っ て な ん だ ろ う ？ 」

と い う 問 い か け と と も に 、 野 村 萬 斎 さ ん 、 松 任 谷 由 実 さ ん 、 谷

川 俊 太 郎 さ ん な ど の 語 り が あ っ て 、 子 ど も た ち が 音 楽 と い う も

の に 興 味 を 持 っ て 学 び 始 め ら れ る と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 石 田 委 員 。  

 

石 田 委 員   私 は 、 ２ 者 の 特 徴 的 な 編 修 の 工 夫 に つ い て お 話 し し た い と 思

い ま す 。  

 教 育 出 版 に つ い て は 、 二 次 元 コ ー ド が 非 常 に た く さ ん 出 て お

り ま し て 、「 ま な び リ ン ク 」に な っ て 、非 常 に た く さ ん の 画 像 と
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か 映 像 、 音 源 が そ こ に さ ま ざ ま な 形 で あ り ま す 。 模 範 演 奏 と か

ワ ー ク シ ー ト な ど も 出 て お り ま す の で 、 生 徒 自 ら が 興 味 を 持 っ

て 学 び を 深 め る 工 夫 が あ る と 思 い ま す 。  

 教 育 芸 術 社 で す け れ ど も 、 二 次 元 コ ー ド で 作 詞 者 、 作 曲 者 で

調 べ た り 、 歌 曲 の 歌 詞 を 原 語 で 朗 読 し た り と 、 そ う い う 形 で 役

立 つ も の が あ る こ と 。 ま た 、 何 よ り も 、 編 修 の 趣 旨 で 、 生 徒 に

育 み た い 資 質・能 力 と し て 、「 音 楽 を 通 し て 社 会 と 関 わ り な が ら

豊 か な 人 生 を 切 り 拓 く 力 」、「 音 楽 の 幅 広 い 知 識 や 技 能 」、「 主 体

的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び の 表 現 に よ っ て 得 ら れ る 汎 用 性 の 高 い 学

力 」 を 挙 げ て い る 点 が す ば ら し い と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 長 田 委 員 。  

 

長 田 委 員   私 は 、 ２ 者 を 検 討 す る 中 で 、 音 楽 科 が 目 指 す つ け た い 力 、 そ

の 内 容 に つ い て 、 学 習 指 導 要 領 の 内 容 に 即 し た 形 で 「 知 識 ・ 技

能 」、「 思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 」、「 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 」 を

身 に つ け る の に 、 発 達 段 階 に 応 じ て 活 用 し や す い の は 教 育 芸 術

社 だ と 思 い ま し た 。  

 音 楽 の 専 門 的 な 見 地 か ら 、 わ か り や す い 解 説 、 取 り 組 み や す

い 部 分 が 随 所 に 見 ら れ て い ま す 。 週 １ 時 間 の 音 楽 の 中 で 取 り 組

め る 内 容 に は 限 度 が あ り ま す 。 生 徒 に 興 味 を 持 た せ 、 自 ら 練 習

し て み た い 、 で き る よ う に な り た い 、 も っ と 鑑 賞 し て み た い と

い う 意 欲 に つ な が る ア プ ロ ー チ が 施 さ れ て い る こ と で 、 主 体 的

に 取 り 組 む 態 度 が 養 わ れ て い く と 思 い ま す 。教 職 員 に と っ て も 、

内 容 を 幅 広 く 伝 え 、 さ ら に 学 び を 深 め る た め に も 、 充 実 し た 内

容 と な っ て い る と 感 じ ま す 。 私 た ち に と っ て 音 楽 と は 何 か と い

う 本 質 に 迫 る 問 い か け か ら 学 ぶ こ と を 通 し て 、 生 徒 自 身 で 導 い

て ほ し い と い う 願 い が 伝 わ っ て く る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。 全 体 を 通 し ま し て ご 意 見 の 付 け 加 え 等

は ご ざ い ま せ ん か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 特 に な い よ う で す の で 、 次 に 音 楽 （ 器 楽 合 奏 ） に

移 り ま す 。 音 楽 （ 器 楽 合 奏 ） に つ き ま し て ご 意 見 を お 願 い い た

し ま す 。 石 田 委 員 。  

 

石 田 委 員   私 は 、 ２ 者 を 見 る 中 で 、 特 に 教 育 芸 術 社 に つ い て す ご く 感 じ

た も の を お 話 し し た い と 思 い ま す 。 カ ラ ー の ペ ー ジ が す ご く 多

く て 、 楽 器 の 説 明 と か 奏 法 な ど が た い へ ん わ か り や す く 表 記 さ

れ て お り ま す 。 自 分 １ 人 で も 楽 器 演 奏 に 興 味 を 持 っ て 取 り 組 ん

で い け る よ う な 、そ う い う 丁 寧 な 装 丁 に な っ て い る と 思 い ま す 。

ま た 、 本 市 は 多 様 な 音 楽 に 親 し む 地 域 で も あ り 、 ク ラ シ ッ ク 、

ジ ャ ズ 、 ポ ピ ュ ラ ー の 各 分 野 に お い て 、 現 在 で も 活 躍 し て い る

プ ロ の 演 奏 家 が 非 常 に 多 く 、 中 学 生 も そ れ ぞ れ の 楽 曲 に お い て

地 域 と 関 連 づ け な が ら 学 ぶ こ と が で き る と 思 っ て お り ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 は い か が で し ょ う か 。井 上 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

井 上 委 員   私 は 、「 内 容 と 構 成 」、ま た 、「 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 」に 注 目 し

た ん で す け れ ど も 、音 楽 の ほ う で 石 田 委 員 が 述 べ ら れ た よ う に 、

器 楽 に つ い て も 教 育 出 版 は 情 報 量 が 多 く て 、 二 次 元 コ ー ド を 用

い た 、「 ま な び リ ン ク 」 の 内 容 も た い へ ん 充 実 を し て い ま す 。  
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 教 育 芸 術 社 は 、 全 体 的 に シ ン プ ル で 目 に 優 し い 印 象 が あ り ま

す 。 写 真 の 上 に 文 字 が 重 な っ た り し て い る と 見 に く い で す け れ

ど も 、 そ の よ う な 部 分 に 配 慮 が あ っ て 、 藤 沢 市 の 調 査 資 料 の 中

に も 、「 五 線 の 太 さ や 音 符 の 大 き さ な ど が 見 や す い 」と い う ふ う

に あ り ま し た 。 そ れ か ら 、 本 の 綴 じ 方 が 、 糊 製 本 と い う の で し

ょ う か 。 糊 に よ る 製 本 で は な く て 糸 に よ る 製 本 な の で 、 開 い た

と き に 、 ぱ た っ と 完 全 に 平 ら に な る ん で す 。 そ れ は 、 多 分 、 歌

唱 と か 演 奏 を す る と き に た い へ ん 便 利 で あ る と 思 う の で 、 そ う

い う 点 も 評 価 で き る と 思 い ま す 。 ま た 、 一 番 初 め に 「 ア ン サ ン

ブ ル セ ミ ナ ー 」 と い う ペ ー ジ が あ り ま し て 、 話 し 合 っ て 演 奏 す

る コ ツ と か 秘 訣 に つ い て 記 述 が あ る ん で す け れ ど も 、 こ れ も 協

働 的 な 学 習 に 非 常 に 適 し て い る と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 長 田 委 員 。  

 

長 田 委 員   教 育 出 版 と 教 育 芸 術 社 と 、 ど ち ら も 生 徒 が 主 体 的 に 取 り 組 め

る よ う に 工 夫 さ れ て い る と 思 い ま す 。 ど ち ら も 専 門 家 の ア ド バ

イ ス を 活 か し な が ら 、 さ ま ざ ま な 楽 器 に 触 れ る 機 会 を 提 供 し て

い ま す 。ギ タ ー の 指 使 い や 篠 笛 の 奏 法 な ど 、「 や っ て み た い 」と

思 え る 工 夫 が あ り ま す 。  

 特 に 教 育 芸 術 社 は 、 小 学 校 か ら さ ら に 専 門 性 が 高 く な り 、 各

楽 器 の 解 説 や 奏 法 、 楽 し み 方 な ど 、 前 回 の 採 択 の と き か ら 一 段

と 工 夫 し て い ま す 。 主 体 的 に 取 り 込 も う と す る 生 徒 に は 、 ガ イ

ド の 役 割 を 果 た し 、 繰 り 返 し 練 習 が し や す い の で は な い か と 感

じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 に ご 意 見 い か が で し ょ う か 。  
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各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 全 体 を 通 し ま し て ご 意 見 の 付 け 加 え 等 は ご

ざ い ま せ ん か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 次 、 美 術 に 移 り ま す 。 美 術 に つ き ま し て ご 意 見 を お

願 い い た し ま す 。 志 水 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

志 水 委 員   美 術 は ３ 者 ご ざ い ま す 。 ３ 者 と も 、 小 学 校 の 図 画 工 作 科 か ら

中 学 校 の 美 術 科 と い う ふ う に 教 科 名 も 変 わ る １ 年 生 の 導 入 部 分

の 工 夫 で す と か 、 そ れ と と も に 鑑 賞 と 表 現 の 教 材 を 効 果 的 に 配

置 し て お り ま し て 、 生 徒 が 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び に つ な が

る 工 夫 が さ れ て お り ま し た 。  

 開 隆 堂 は 、 題 材 ご と に 学 習 の 目 標 や 学 習 の ポ イ ン ト を 端 的 な

言 葉 で 生 徒 に わ か り や す く 伝 え て い ま す 。  

 光 村 図 書 は 、 巻 頭 に 「 う つ く し い ！ 」 と い う 文 章 や さ ま ざ ま

な 国 、 地 域 、 時 代 の 作 品 を 掲 載 し て い ま し て 、 生 徒 が 身 の 回 り

の 美 し さ に 気 づ き 、 美 術 を な ぜ 学 ぶ の か と 感 じ 取 れ る よ う に な

っ て い る と 感 じ ま し た 。  

 日 本 文 教 出 版 は 、 市 の 調 査 資 料 に も あ り ま し た よ う に 、 社 会

で 活 躍 す る 松 任 谷 由 実 さ ん な ど の ア ー テ ィ ス ト に よ る 「 学 び の

言 葉 」 や 、 １ 年 生 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に ア ニ メ ー シ ョ ン を 掲

載 す る な ど し て 、美 術 を 身 近 に 感 じ る 工 夫 が 随 所 に あ り ま し た 。

ま た 、 日 本 文 教 出 版 は 、 本 文 の 題 材 の す べ て に 、 ど ん な 工 夫 を

活 か し て い る の だ ろ う か 、 ど の よ う に 工 夫 さ れ て い る の だ ろ う

か な ど と 問 い か け る よ う に 吹 き 出 し を 記 載 し て い ま す 。 活 動 す

る 上 で 自 然 に 造 形 的 な 視 点 を 身 に つ け ら れ る よ う な 工 夫 は 、 生

徒 の 深 い 学 び に つ な が る も の だ な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  
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 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 は い か が で し ょ う か 。野 村 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

野 村 委 員   私 は 、美 術 の 観 点 か ら お 話 を さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。

今 、 志 水 委 員 の ご 発 言 に も あ っ た ん で す け れ ど も 、 ３ 者 と も ペ

ー ジ に 「 表 現 」、「 鑑 賞 」 と い う 見 出 し が 明 確 に 記 さ れ て お り ま

し て 、 学 び へ の 基 本 的 指 針 が 簡 潔 に 明 示 さ れ て い る と 考 え て い

ま す 。  

 開 隆 堂 は 、 各 題 材 の 中 に 、 こ れ も 志 水 委 員 の ご 発 言 に も あ っ

た と こ ろ で す が 、 表 現 す る た め の わ か り や す い 手 だ て を 説 明 し

た 「 学 習 の 目 標 」 や 「 学 習 の ポ イ ン ト 」 が 設 け ら れ て い ま す 。

ま た 、 １ 年 生 の 「 学 び の 地 図 」 で は 、 美 術 の 学 習 内 容 が 簡 潔 に

紹 介 さ れ て い ま す 。  

 光 村 図 書 は 、 各 単 元 の 始 め で 印 象 的 な 言 葉 に よ り 学 習 シ ー ン

が 丁 寧 に 説 明 さ れ て い ま し て 、 生 徒 が 自 ら の 思 い を 表 現 す る た

め の 手 だ て に 工 夫 が 見 ら れ ま す 。ま た 、単 元 ご と に「 表 現 」、「 鑑

賞 」 の ア イ コ ン が 交 互 に 配 置 さ れ て 、 視 点 と 思 考 の 移 動 が ス ム

ー ズ に な る よ う 配 置 さ れ て い ま す 。  

 日 本 文 教 出 版 は 、 題 材 の 冒 頭 に 生 徒 の 作 品 、 作 家 の 作 品 と と

も に 図 版 が 効 果 的 に 配 置 さ れ て い ま す 。 作 者 の 言 葉 や 解 説 な ど

も 記 さ れ て い ま し て 、 制 作 の 意 欲 や 創 造 力 を 高 め て い る と 思 い

ま す 。 ま た 、 １ 年 生 の 巻 頭 で は 、 小 学 校 か ら 中 学 ３ 年 ま で の 学

び を 系 統 立 て て 説 明 し て あ り ま し て 、 美 術 全 体 の 捉 え と し て 、

学 年 が 上 が っ て も た い へ ん 有 効 に 活 用 で き る も の で は な い か と

思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 百 武 委 員 。  
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百 武 委 員   生 徒 と 地 域 と の 関 連 に つ い て で す が 、 ３ 者 と も 神 奈 川 県 出 身

の 芸 術 家 の 作 品 を 取 り 扱 っ て い た り 、 神 奈 川 県 の 風 景 が 作 品 に

な っ て い た り 、 あ る い は 神 奈 川 県 に あ る 美 術 館 が 所 蔵 、 展 示 し

て い る 作 品 を 掲 載 す る な ど し て い ま す 。  

 例 え ば 開 隆 堂 で は 神 奈 川 県 立 近 代 美 術 館 で 所 蔵 し て い る 松 本

竣 介 さ ん の 「 立 て る 像 」 を 載 せ て い た り 、 光 村 図 書 で は 鎌 倉 彫

の 箱 に つ い て 載 せ て い た り 、 日 本 文 教 出 版 で は 、 は や ぶ さ ２ で

お な じ み の Ｊ Ａ Ｘ Ａ や 、 川 崎 市 出 身 の 芸 術 家 岡 本 太 郎 さ ん に つ

い て 詳 し く 載 せ て あ っ た り 、 生 徒 が 親 し み を 感 じ た り す る こ と

で 、 美 術 が 苦 手 だ な と 感 じ る 生 徒 で も 、 意 欲 的 に 創 作 活 動 に 取

り 組 め る 、 そ う い う こ と に 役 立 つ の で は な い か な と い う ふ う に

感 じ ま し た 。  

 ま た 、 ペ ー ジ の 扱 い に つ い て は 、 ３ 者 と も ３ ペ ー ジ 扱 い で 広

げ る よ う な 観 音 開 き の も の や 、 あ る い は ４ ペ ー ジ で 扱 っ て 両 側

に 広 が る 両 観 音 開 き と い う の で し ょ う か 、 そ う い う ふ う に な る

箇 所 が あ っ て 、 工 夫 さ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 特 に 日 本 文 教 出 版 は 、 尾 形 光 琳 の 「 燕 子 花 図 」 の 屏 風 絵 を そ

の 両 観 音 開 き の ペ ー ジ に 大 き く 載 せ て あ っ た り 、葛 飾 北 斎 の「 神

奈 川 沖 浪 裏 」 の 作 品 を 原 寸 大 で 載 せ る な ど し て 、 教 科 書 自 体 が

鑑 賞 に 耐 え 得 る 価 値 を 持 っ て い る と い う ふ う に 思 い ま し た 。 こ

の 日 本 文 教 出 版 は 、 ま た 重 さ の こ と で 申 し 訳 な い の で す が 、 ３

冊 構 成 に し て い て 、 １ 冊 当 た り の 重 さ が 軽 い こ と も よ い と 思 い

ま す 。 分 冊 に し た こ と で 表 現 や 鑑 賞 の 題 材 を 多 く 載 せ て い る こ

と も よ い と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 小 池 直 美 委

員 、 お 願 い し ま す 。  

 

小 池 直 美 委 員  私 も ま た 重 複 し て お 伝 え し た い の で す が 、 光 村 図 書 の ペ ー
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ジ 内 に あ る 片 側 の 見 開 き の 部 分 と い う の は 昔 か ら よ く 見 ら れ ま

し た け れ ど も 、お 話 し が あ り ま し た が 、日 本 文 教 出 版 、開 隆 堂 、

３ 者 と も に 有 名 な 代 表 作 を 両 観 音 開 き で 、 開 い て い く と 、 思 わ

ず 私 も 声 を 上 げ て し ま っ た く ら い す ご く イ ン パ ク ト が あ り 、 ま

た 、 実 物 作 品 に 近 づ け て い る と い う こ と で 、 実 感 を 持 ち や す い

の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 光 村 図 書 の 基 本 方 針 を 拝 見 し ま す と 、「 う つ く し い ！ を 探 し に

行 こ う 。」と い う 言 葉 が あ り ま し た 。美 術 を 学 ぶ に 当 た っ て 、美

し い っ て 思 う こ と が ま ず 大 切 な よ う に 思 い ま す 。 最 初 の ペ ー ジ

で 目 に 飛 び 込 ん で き ま し た 美 し い と い う 言 葉 と 谷 川 俊 太 郎 さ ん

の 詩 が と て も 印 象 的 で し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。 全 体 を 通 し て 付 け 加 え 等 、 何 か ご ざ い

ま す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 な い よ う で す の で 次 、 保 健 体 育 に 移 り ま す 。 保 健

体 育 に つ き ま し て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。 小 池 規 子 委 員 、 お 願

い し ま す 。  

 

小 池 規 子 委 員  保 健 体 育 は 、 ４ 者 の 教 科 用 図 書 が ご ざ い ま す 。 い ず れ も 生

徒 が 生 涯 に わ た っ て 心 身 の 健 康 を 保 持 増 進 す る 態 度 を 養 う よ

う 、 学 習 活 動 の 工 夫 や 配 慮 が な さ れ て い る と い う ふ う に 思 い ま

し た 。  



- 45 - 

 

 そ の 中 で 、 大 修 館 は 、 藤 沢 市 の 調 査 資 料 に も 書 か れ て お り ま

す け れ ど も 、 単 元 に 関 連 し た 内 容 の サ イ ト へ 直 接 ア ク セ ス で き

る よ う に「 web保 体 情 報 館 」と い う コ ー ナ ー が ご ざ い ま す 。本 文

に 関 す る 情 報 を 詳 し く 調 べ ら れ る よ う に 工 夫 が な さ れ て い る と

感 じ ま し た 。  

 ま た 、 学 研 教 育 み ら い で は 、 こ ち ら は 県 の 調 査 資 料 に も ご ざ

い ま す が 、各 単 元 に 関 連 す る 職 業 や 資 格 を 取 り 上 げ た「 Ｊ Ｏ Ｂ 」

マ ー ク が 欄 外 に 記 載 さ れ て お り ま し た 。 授 業 で 学 ん だ こ と を き

っ か け に 、 生 徒 の 将 来 の 職 業 選 択 に つ な が る 貴 重 な ペ ー ジ で あ

る と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 そ し て 、 両 者 と も 、 資 料 や デ ー タ が 新 し い と い う 点 も 、 生 徒

が 学 ぶ 上 で 課 題 を 身 近 に 感 じ ら れ る 大 切 な 要 素 で あ る と い う ふ

う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 石 田 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

石 田 委 員   私 は 、 学 研 教 育 み ら い と 東 京 書 籍 に つ い て お 話 し し た い と 思

い ま す 。  

 学 研 教 育 み ら い の 応 急 処 置 で は 、 Ｒ Ｉ Ｃ Ｅ が 見 や す く 扱 わ れ

て い て 、 部 活 動 な ど で 運 動 の 機 会 が 多 い 中 学 生 に と っ て は 、 生

徒 が 主 体 的 に け が の 予 防 に 取 り 組 め る 工 夫 が あ る と 思 い ま す 。  

そ し て 、「 探 究 し よ う よ ！ 」と い う コ ー ナ ー で は 、が ん の 治 療

や 、 が ん と と も に 生 き る こ と が 取 り 上 げ ら れ て い て 、 生 徒 の 思

考 を 深 め る 内 容 と な っ て い る と 感 じ ま し た 。  

 東 京 書 籍 で す け れ ど も 、 運 動 後 の ク ー リ ン グ ダ ウ ン の 効 果 に

関 す る グ ラ フ が 示 し て あ っ た り 、 ス ポ ー ツ 障 が い に 関 す る 資 料

が 載 っ て い て 、 こ ち ら も 部 活 動 な ど で 運 動 を 多 く す る 生 徒 が 主

体 的 に 学 び 、 考 え る 工 夫 が あ る と 思 い ま し た 。 ま た 、 災 害 の 学
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習 で も 、 災 害 の 知 識 だ け で は な く て 、 災 害 時 の 心 構 え な ど に つ

い て も わ か り や す く 示 し て あ っ て 、 中 学 生 が 自 分 の こ と と し て

考 え る よ う に な っ て い る 点 が よ い と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 米 倉 委 員 。  

 

米 倉 委 員   「 内 容 と 構 成 」 と い う こ と で お 話 し し ま す 。  

 大 修 館 で す け れ ど も 、 扉 の ペ ー ジ に そ の 章 で 学 習 す る 内 容 が

示 さ れ て 、 学 習 の 流 れ が 大 ま か に つ か め ま す 。 内 容 に 入 る と 、

「 課 題 を つ か む 」 で 生 徒 が 安 全 ・ 健 康 に つ い て 自 分 の こ と と し

て 考 え て 、 他 の 人 と も 相 談 を し て 意 見 を 聞 く よ う な 設 定 が さ れ

て い る の で 、 主 体 的 な 取 組 に な る と い う こ と が 期 待 で き る と 思

い ま し た 。 章 の 最 後 に ま と め が 設 け ら れ て 、 振 り 返 っ て 深 め る

と い う 流 れ が ３ 年 間 に わ た っ て 続 け ら れ る の で 、 学 び や す い 教

科 書 で は な い か と 感 じ ま し た 。 ま た 、 ス ポ ー ツ で 「 支 え る 」 と

い う の が こ う い う 場 面 だ と 写 真 で 示 し て あ る と か 、 飲 酒 や 薬 物

の 誘 い に ど う い う ふ う に 対 処 す る か な ん て い う こ と を 端 的 に 示

し て あ っ た り し て 、 学 び を 人 生 や 社 会 に 活 か す 力 が 育 成 で き る

よ う に 工 夫 さ れ て い る と 思 い ま し た 。 ま た 、 写 真 の 話 ば っ か り

な ん で す が 、 秋 葉 台 文 化 体 育 館 の 写 真 や 防 災 学 習 の ペ ー ジ に 広

域 避 難 場 所 の 片 瀬 中 学 校 の 表 示 が あ っ た り し て 、 本 市 の 生 徒 に

と っ て は 、 と て も 身 近 に 感 じ ら れ る 教 科 書 だ な と 思 い ま し た 。  

 大 日 本 図 書 は 、単 元 ご と の ペ ー ジ 割 が 見 や す く な っ て い ま す 。

心 配 蘇 生 法 の ペ ー ジ が 非 常 に 大 き く 、 や り 方 が 詳 細 に 示 さ れ て

い る の で 、 大 事 な ポ イ ン ト を 確 認 す る こ と が で き る よ う に な っ

て い る な と い う こ と を 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。  
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各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。 全 体 を 通 し て 付 け 加 え 等 、 何 か ご 意 見

は ご ざ い ま す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 な い よ う で す の で 次 、 技 術 に 移 り ま す 。 技 術 に つ

き ま し て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。 百 武 委 員 。  

 

百 武 委 員   主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び に 関 し て で す が 、 各 者 と も 対 話 的

な 学 び の 例 を 掲 載 す る な ど 工 夫 さ れ て い ま し た 。ま た 、「 社 会 と

関 わ る 力 」 の 中 の 「 働 く こ と の 大 切 さ 」 に つ い て も 、 各 者 と も

社 会 で 活 躍 す る 人 を 例 示 し た り 、 社 会 の 中 で の 技 術 の 役 割 な ど

に つ い て 掲 載 し た り し て い ま し た 。  

 東 京 書 籍 で は 、 技 術 は 夢 を か な え る た め に あ る と い う メ ッ セ

ー ジ を 全 編 に わ た っ て ア ピ ー ル し て い ま す 。 そ し て 、 今 学 ん で

い る 技 術 と そ れ を 職 業 に し て い る 人 の エ ピ ソ ー ド を 挙 げ る な ど

し て 、 実 生 活 や 社 会 生 活 に つ な が っ て い る と い う 見 方 を 深 め る

よ う な 工 夫 が さ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 各 者 、 他 教 科 と の 関 連 を 示 す マ ー ク な ど が 記 載 さ れ て

い て 、 こ れ も わ か り や す い と 思 い ま し た 。  

 教 育 図 書 で は 、 巻 末 資 料 に 都 道 府 県 別 の 博 物 館 が 掲 載 さ れ て

い て 、 他 教 科 と の 関 連 の 中 で 問 題 解 決 の 力 を 育 む よ う に 工 夫 さ

れ て い る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、「 学 び に 向 か う 力 」、「 人 間 性 を 涵 養 す る 工 夫 」 と し て 、

各 者 と も 社 会 の 中 で 利 用 さ れ て い る 技 術 の 例 を 紹 介 す る な ど し

て 、 工 夫 さ れ て い る と 思 い ま す 。  

 開 隆 堂 は 、「 参 考 」「 豆 知 識 」 と し て 、 技 術 の 在 り 方 や 活 用 の
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方 法 な ど の 課 題 を 掲 載 す る な ど し て 工 夫 さ れ て い る な と い う ふ

う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。他 は い か が か で し ょ う か 。内 田 委 員 。 

 

内 田 委 員   私 か ら は 、 観 点 ２ の 「 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 」 に つ い て お 話 を

し た い と 思 い ま す 。 ３ 者 と も 大 き さ に つ い て は Ａ Ｂ 判 で そ ろ っ

て お り 、 内 容 ・ 構 成 、 そ れ か ら 文 字 サ イ ズ 、 フ ォ ン ト な ど に 大

き な 違 い は な い よ う で す 。  

 た だ 、 特 筆 す べ き 点 と し て 、 東 京 書 籍 は 、 全 ペ ー ジ に わ た っ

て ペ ー ジ の 隅 の と こ ろ に パ ラ パ ラ 漫 画 を 掲 載 す る な ど し て 、 ア

ニ メ ー シ ョ ン の 動 作 原 理 の 理 解 に 役 立 つ よ う な 何 気 な い 工 夫 、

遊 び の 要 素 、 こ う い っ た も の を う ま く 取 り 入 れ て 、 子 ど も た ち

に 興 味 関 心 を 持 た せ て 、 よ り 創 造 性 豊 か な 指 導 が で き る よ う に

な っ て い る な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。他 は い か が か で し ょ う か 。野 村 委 員 。 

 

野 村 委 員   私 は 、 本 市 の 生 徒 が 学 ぶ 教 科 書 と し て の 適 切 さ と い う 視 点 で

述 べ さ せ て い た だ き ま す 。 教 科 書 に 地 域 の 資 料 が 取 り 上 げ ら れ

て い る と い う こ と は 、 そ れ だ け で も 生 徒 の 学 び に 対 す る 興 味 関

心 を 高 め ま す し 、 そ の 後 の 深 い 学 び に 大 き く 影 響 す る も の と 考

え ま す け れ ど も 、 ３ 者 と も 、 神 奈 川 県 の 産 業 技 術 を 紹 介 す る 資

料 を 掲 載 し て あ り ま し て 、親 し み の あ る 内 容 で あ る と 考 え ま す 。 

 東 京 書 籍 に つ い て は 、 三 浦 市 の 農 業 で す と か 、 横 浜 市 に お け

る 環 境 技 術 の 利 用 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 利 用 し た サ ー ビ ス な ど 今 日 的 な 技

術 、 科 学 の 紹 介 が さ れ て い ま す 。  

 ま た 、 教 育 図 書 は 、 先 輩 か ら の メ ッ セ ー ジ と し て 、 １ ペ ー ジ

分 の 県 立 海 洋 科 学 高 校 の 取 組 を は じ め 、 県 内 の 農 業 、 水 産 業 、
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宇 宙 科 学 技 術 な ど を 紹 介 し て い ま す 。  

 ま た 、 開 隆 堂 は 、 県 立 平 塚 工 科 高 校 の 取 組 や 、 川 崎 市 の 体 育

館 の 照 明 な ど の 工 夫 を 取 り 上 げ て い ま す 。 全 都 道 府 県 の 伝 統 工

芸 マ ッ プ を 掲 載 し て い る 点 に も 工 夫 が 見 ら れ る と 思 い ま す 。  

 な お 、 ３ 者 と も 神 奈 川 県 の 伝 統 工 芸 と し て 箱 根 寄 木 細 工 を 紹

介 し て い る こ と も 本 市 の 生 徒 に 親 し み を 持 っ て 学 べ る 点 で あ る

と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。 全 体 と し ま し て ご 意 見 の 付 け 加 え 等 は

ご ざ い ま せ ん か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 な い よ う で す の で 次 、 家 庭 に 移 り ま す 。 家 庭 に つ

き ま し て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。 井 上 委 員 。  

 

井 上 委 員   家 庭 分 野 に つ い て は ３ 者 あ り ま す け れ ど も 、い ず れ も 実 践 的 、

体 験 的 な 活 動 を 取 り 入 れ て あ り 、 考 え た り 、 課 題 解 決 し た り す

る 力 を 養 う 学 習 が 取 り 入 れ ら れ て い ま す 。 ま た 、 二 次 元 コ ー ド

で 見 ら れ る 内 容 も そ れ ぞ れ に 充 実 し て い ま し て 、 お 料 理 と か 裁

縫 、 保 育 な ど 、 映 像 だ け で も 相 当 学 べ そ う に 思 え ま し た 。  

 そ れ ら の 中 で 私 が 注 目 し た の は 、「 内 容 と 構 成 」に お い て な ん

で す け れ ど も 、 東 京 書 籍 の み が 、 ３ 年 間 の 学 習 の 順 番 が 他 の ２

者 と 異 な っ て い る と い う こ と で す 。 他 の ２ 者 で は ３ 年 間 の 初 め

に 家 族 、 家 庭 、 幼 児 が あ り 、 次 に 衣 食 住 と な り 、 最 後 に 消 費 、

環 境 に つ な が り ま す け れ ど も 、 東 京 書 籍 は 、 最 初 に 衣 食 住 の 特
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に 食 べ る こ と か ら 入 り 、 ３ 年 間 の 最 後 に 家 族 、 地 域 と い う ふ う

に な っ て い ま す 。 巻 の 始 め に 「 自 立 と 共 生 を 目 指 し て 」 と 題 し

た 家 庭 分 野 の ガ イ ダ ン ス が あ る ん で す け れ ど も 、 ３ 年 間 の 学 び

の 流 れ を 通 し て 自 立 と 共 生 を 目 指 し て い る こ と が 伝 わ っ て く る

気 が し ま し た 。  

 他 の ２ 者 の よ う に 、中 学 校 に 入 学 し て き て 最 初 の 単 元 が 家 族 、

家 庭 、 幼 児 で あ る こ と は 、 相 応 の 意 義 が あ る と は 思 う ん で す け

れ ど も 、 た だ 、 生 徒 同 士 も 教 師 の 側 も ま だ お 互 い の 理 解 が 進 ん

で い な い 中 で 、 家 族 で あ る と か 生 い 立 ち で あ る と い う こ と に 向

き 合 わ せ る と い い ま す か 、 そ う い う こ と を 扱 う に は 相 当 な 配 慮

が 必 要 だ と 思 い ま す 。 そ の 点 、 食 べ る こ と か ら 入 る の は 、 自 分

の 命 の 基 本 と い う 意 味 で も ふ さ わ し い 単 元 構 成 で 、 本 市 の 中 学

生 の 実 態 に も 合 っ て い る と い う ふ う に 考 え ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 志 水 委 員 。  

 

志 水 委 員   私 も 今 、 井 上 委 員 が 話 さ れ た 東 京 書 籍 の 単 元 構 成 は 、 中 学 生

の 発 達 段 階 に 即 し て 、 た い へ ん 特 徴 的 な 構 成 だ と 思 い ま し た 。

中 学 校 生 活 ３ 年 間 の 最 後 に 、 自 分 は 身 近 な 家 庭 や 地 域 に 支 え ら

れ て 生 き て い る と い う こ と を 認 識 し 、 こ れ か ら は 自 分 が 支 え る

主 体 に な っ て い く の だ と い う よ う な こ と を 認 識 し 、 意 識 が 変 わ

っ て い っ た り 、 そ う い っ た 自 覚 を 期 待 で き る 構 成 の 工 夫 だ と い

う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 次 に 、 保 健 体 育 で す と か 社 会 の 地 理 的 分 野 で も 扱 っ て い ま し

た 災 害 対 策 の 扱 い な ん で す が 、 こ の 家 庭 科 の 中 で も ３ 者 と も ４

ペ ー ジ を 使 っ て 、 主 体 的 に 災 害 、 防 災 に つ い て 考 え る と い う 工

夫 が さ れ て い ま し た 。  

 開 隆 堂 は 、ハ ザ ー ド マ ッ プ を 紹 介 し た り 、「 中 学 生 と し て で き

る こ と を ま と め ま し ょ う 」と 記 述 さ せ る と こ ろ も あ っ た り し て 、
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進 ん で 防 災 に つ い て 考 え る 内 容 ・ 構 成 に な っ て い ま す 。  

 東 京 書 籍 は 、 福 島 県 、 宮 城 県 の 中 高 生 が 被 災 時 に ど の よ う な

こ と を し た の か と い う コ ラ ム が あ り ま し て 、 具 体 的 で 生 徒 が 実

生 活 に 活 か し て み よ う と 関 心・意 欲 を 持 た せ る よ う な 内 容 で す 。

ま た 、 地 域 で の 協 働 と し て 、 釜 石 市 の 中 学 生 の 活 動 も 紹 介 し て

い ま す 。 中 学 生 が 身 近 な こ と と し て 防 災 を 考 え る き っ か け と す

る に は 、 よ い 紹 介 コ ラ ム だ と 思 い ま し た 。 ま た 、 調 査 資 料 に も

卒 業 後 も 長 く 活 用 で き る と あ り ま し た け れ ど も 、 巻 末 に は 切 り

取 っ て 使 え る「 防 災・減 災 手 帳 」が あ り ま し て 、衣 食 住 の 備 え 、

家 庭 ・ 地 域 で の 備 え 、 情 報 の 入 手 な ど 、 日 頃 か ら の 備 え の 重 要

性 で す と か 具 体 例 が コ ン パ ク ト に ま と ま っ て い る の も 実 用 的 で

使 い や す い と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 小 池 規 子

委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

小 池 規 子 委 員  藤 沢 市 に お き ま し て は 、 小 中 学 校 ９ 年 間 を 見 通 し た 教 育 の

充 実 及 び 連 携 の 推 進 を 図 る た め に 、 小 中 学 校 間 で 交 流 な ど を 実

施 し て お り ま す 。  

 開 隆 堂 に は 、「 小 学 校 で の 学 び 」と い う コ ー ナ ー が 教 材 ご と に

示 さ れ て お り 、 小 学 校 で 学 ん だ こ と を 振 り 返 り な が ら 、 学 び の

連 続 性 を 意 識 さ せ る 工 夫 が あ る と 感 じ ま し た 。  

 ま た 、 東 京 書 籍 に も 、 小 学 校 教 科 、 そ し て 中 学 校 教 科 と の 記

載 が あ り ま し て 、 小 学 校 の 家 庭 科 や 他 教 科 で 学 ん だ こ と に 加 え

て 、 中 学 校 の 他 教 科 と の 関 連 が 示 さ れ て お り ま す 。 学 校 種 や 教

科 を 越 え た 学 び の 連 続 性 や 関 連 性 と い っ た 提 示 が あ る こ と で 、

生 徒 の 関 心 が 高 ま り 、 主 体 的 な 学 び に つ な が る の で は な い か な

と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 全 体 を 通 し ま し て 付 け 加 え 等 、 何 か ご 意 見

ご ざ い ま す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 な い よ う で す の で 次 、 英 語 に 移 り ま す 。 英 語 に つ

い て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。 井 上 委 員 。  

 

井 上 委 員   私 は 、 長 く 中 学 校 で 英 語 を 教 え て き た ん で す け れ ど も 、 学 校

で の 英 語 の 授 業 の 最 大 の 役 割 は 、 子 ど も た ち に 英 語 を も っ と 学

び た い 、 身 に つ け た い 、 使 い た い と 思 わ せ る こ と だ と 考 え て い

ま す 。 授 業 の 中 で そ う 思 う こ と が で き て 、 ま た 、 そ の 方 法 を 知

る こ と が で き た ら 、 子 ど も た ち は い く ら で も 自 分 で 学 ん で い く

こ と が で き ま す 。 教 科 用 図 書 は 、 そ の た め に 適 し た も の を 選 び

た い で す し 、 英 語 の 教 員 は 、 そ れ を 目 指 し て 授 業 を つ く っ て い

く 必 要 が あ る と 思 い ま す 。  

 中 学 校 で の 英 語 の 授 業 は ど ん ど ん 進 化 し 続 け て き た と 思 い ま

す け れ ど も 、 学 校 の 外 で 実 際 に 英 語 を 使 う 必 要 と か チ ャ ン ス が

少 な い 日 本 で は 、 入 学 試 験 や 資 格 試 験 の た め の 学 習 は し て も 、

な か な か 語 学 を 習 得 す る レ ベ ル ま で は 到 達 し な い と い う 状 況 が

続 き ま し た 。 け れ ど も 、 今 、 日 本 の 英 語 教 育 は 大 き な 転 換 点 を

迎 え て い ま す 。 小 学 校 で の 英 語 教 育 が 今 年 度 か ら 正 式 に 教 科 と

し て 始 ま り ま し た し 、 ま た 、 大 学 入 試 に 関 し て も 、 試 行 錯 誤 中

で す け れ ど も 、 聞 く 、 読 む 、 話 す 、 書 く と い う ４ 技 能 の 実 用 的

な 能 力 を 測 る も の に 大 き く 改 革 さ れ よ う と し て い ま す 。  

 ま た 、 Ｉ Ｃ Ｔ の 発 達 に よ っ て 、 誰 で も 簡 単 に 世 界 中 と つ な が
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れ る よ う に な っ て き た こ と も 非 常 に 大 き い こ と で す 。 特 に 今 回

の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 問 題 を き っ か け と し て 、 学 校 教 育

に お け る Ｉ Ｃ Ｔ の 役 割 が 飛 躍 的 に 進 化 し よ う と し て い ま す 。 生

徒 が 英 語 学 習 へ の 意 欲 と 目 的 意 識 さ え 持 て れ ば 、 自 ら い く ら で

も 学 べ る 環 境 が 整 い つ つ あ り ま す 。  

 そ う い う 意 味 で も 、 学 校 で の 週 ４ 時 間 の 授 業 の 意 味 合 い と い

う の は ま す ま す 大 き な も の に な っ て い る と 思 い ま す 。 授 業 そ の

も の を 、 英 語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 実 践 場 面 と す る よ う

に 、 言 語 活 動 の 充 実 と と も に 、 基 本 的 に 英 語 で 授 業 を す る こ と

も 求 め ら れ て い ま す 。  

 新 学 習 指 導 要 領 に あ る よ う に 、 授 業 の 中 で 英 語 の 語 彙 と か 表

現 と か 文 法 を 、た だ の 知 識 と し て で は な く て 、「 ど ん な 場 面 で ど

の よ う に 使 う の か 」 と か 、 そ の 「 働 き 」 に 注 目 し て 、 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン の 手 段 と し て 実 感 し な が ら 学 ん で 、 繰 り 返 し 練 習 す

る と い う こ と が た い へ ん 重 要 で す 。ま た 、「 誰 が 伝 え て い る の か 」

と か 、「 誰 に 伝 え て い る の か 」と い う 、そ の「 相 手 」を 常 に 意 識

す る こ と が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 基 本 で す 。 そ し て 、 生 徒 自 身

が 自 分 の 学 習 に 見 通 し を 持 っ て 、 こ れ を 学 ぶ こ と で こ う い う こ

と が で き る よ う に な る の だ と い う 目 的 を 理 解 し て 進 め る こ と も

必 要 で す 。  

 そ う い う 観 点 で ６ 者 の 教 科 用 図 書 を 拝 見 し た ん で す け れ ど

も 、 各 者 と も 学 習 指 導 要 領 改 訂 の 要 点 を 踏 ま え て 、 た い へ ん よ

く 工 夫 さ れ て い る と 思 い ま し た 。 そ の 中 で も 、 私 は ３ 者 、 東 京

書 籍 と 教 育 出 版 と 啓 林 館 に つ い て は 特 に 、 常 に 「 言 語 の 習 得 」

と い う こ と に 主 眼 を 置 き 、 英 語 を 使 う 「 目 的 、 場 面 、 状 況 」 を

明 確 に 、 し か も 自 然 に 、 生 徒 の 発 達 段 階 に 応 じ て 設 定 し て い る

と い う ふ う に 感 じ ま し た 。 教 科 書 の 本 文 を 細 か く 分 析 し て 、 読

ん で は 訳 す と い う よ う な 授 業 か ら の 脱 却 が し や す い と 考 え ま

す 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 越 委 員 、 お

願 い し ま す 。  

 

越 委 員   三 省 堂 の「 NEW CR O W N」、こ の 教 科 書 は 私 が 中 学 生 の 頃 な の で 、

も う ３ ０ 年 も ４ ０ 年 も 昔 の 、 前 に 使 っ て い た 教 科 書 で 、 ア リ ス

と ハ ン プ テ ィ ・ ダ ン プ テ ィ の 話 が １ つ い ま だ に 記 憶 に 残 っ て い

て 、 も し か し た ら 入 っ て い る か な な ん て 思 っ て い た ら 、 入 っ て

い ま し た 。 こ の お 話 は 、 ま だ 英 語 が よ く 理 解 で き て い な い 中 学

生 で も 、「 不 思 議 な 国 の ア リ ス 」 は 誰 も が 知 っ て い る お 話 で 、

「 Dow n ,  d o w n ,  d o w n」 と 穴 に 落 ち て い く 様 子 が 不 気 味 で 、 不 思

議 な 世 界 に 取 り 込 ま れ て い く 、 そ の 雰 囲 気 が 英 語 で 伝 わ っ て く

る こ と が 、 何 か 少 し で も 理 解 で き た よ う な 気 が し て 、 う れ し か

っ た の を 今 で も 覚 え て い ま す 。  

 単 語 や 文 法 は 教 科 書 で 理 解 で き て も 、 先 ほ ど 井 上 先 生 も お っ

し ゃ い ま し た が 、 聞 く と か 話 す と な る と 、 ま だ 苦 手 な 生 徒 が 多

い の で は な い か な と い う ふ う に 思 い ま す 。 ど の 出 版 社 も ２ 次 元

コ ー ド が 教 科 書 に つ い て い ま す の で 、 確 か な 発 音 が 今 は そ の 場

で 耳 に す る こ と が で き る の で 、 こ の 教 科 書 か ら 興 味 を 持 ち 、 英

語 が 好 き に な り 、 話 せ る よ う に な り た い と 広 が っ て い く と よ い

な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 米 倉 委 員 。  

 

米 倉 委 員   光 村 図 書 に つ い て で す が 、 登 場 す る キ ャ ラ ク タ ー が 身 近 に 感

じ ら れ る こ と で 、 親 し み や す い 教 科 書 だ な と 思 い ま し た 。 構 成

に 工 夫 が あ っ て 、教 科 書 の 真 ん 中 に 帯 教 材 が 挟 ま れ て い ま す が 、

そ れ を ３ 年 間 繰 り 返 し 使 っ て い く こ と で 英 語 を 使 う 即 興 力 の 育

成 が で き る 。 ３ 年 間 積 み 重 ね て い く と 、 語 彙 が 増 え て 、 自 己 肯
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定 で き る よ う に な る ん じ ゃ な い か な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 ま た 、 今 の お 話 に も あ り ま し た 開 隆 堂 で す が 、 マ ン ガ の 登 場

人 物 が ユ ニ ー ク で 、そ の 場 面 と か 表 情 か ら 英 語 の 文 章 を 読 ん で 、

く す り と 笑 う こ と が で き る と い う こ と で 、 英 語 が わ か っ て い る

と い う 気 持 ち に な れ る の で は な い か な と い う ふ う に 感 じ ま し

た 。 あ と は 、 ユ ニ ッ ト の 文 法 の 確 認 の ペ ー ジ が と て も 色 分 け さ

れ て い て 見 や す い な と い う ふ う に 私 は 感 じ ま し た 。  

 そ れ か ら 、三 省 堂 、こ ち ら も お 話 に あ り ま し た が 、「 Wor d  B a n k」

と い う コ ー ナ ー や 、「 文 法 の ま と め 」の 中 の「 英 語 の し く み 」と

い う コ ー ナ ー の 中 で 英 語 の 表 現 の 仕 方 を イ ラ ス ト と と も に 状 況

を つ か む こ と が で き る の で 、 こ れ も 自 分 に わ か り や す い な と い

う ふ う に 感 じ て お り ま し た 。  

 そ れ か ら 、 啓 林 館 で す が 、 ユ ニ ッ ト の 流 れ が 見 開 き で 見 る こ

と が で き る の で 、 生 徒 に と っ て は 、 ど う い う 順 番 に 学 習 が 進 ん

で い く の か が よ く わ か る 構 成 だ な と い う ふ う に 思 い ま し た 。

「 Get  R e a d y」「 Prac t i c e」「 Use」と い う ふ う に 進 ん で い く 中 で 、

学 習 す る 表 現 や 文 法 を 身 に つ け て 、「 Rea d  &  T h i n k」 と い う コ ー

ナ ー で テ ー マ に 沿 っ た 文 章 を 読 み と っ て 、「 Proj e c t」 で 最 後 に

言 語 活 動 を 行 っ て い く と い う 流 れ が ３ 年 間 続 け ら れ て い ま す 。  

 私 は 、 ど ち ら か と い う と 英 語 に は 恐 怖 を 覚 え る ほ う な ん で す

け れ ど も 、 自 分 が 見 て い て も 、 ア ン パ ン マ ン の お 話 だ っ た ら ち

ょ っ と 読 ん で み た い と 思 っ た り 、 日 本 の 伝 統 文 化 を 紹 介 し て み

た い な と い う ふ う に 感 じ た り し ま し た の で 、 よ い な と 感 じ ま し

た 。 前 置 詞 の イ メ ー ジ を ボ ー ル の 位 置 で 示 し て あ る ペ ー ジ も あ

り ま し て 、 自 然 に 使 え る 言 語 に な る た め の 工 夫 が さ れ て い る ん

じ ゃ な い か な と 感 じ ま し た 。 ゆ る キ ャ ラ の 話 題 で は 、 き っ と 、

本 市 の 生 徒 た ち は ふ じ キ ュ ン を 紹 介 す る の で は と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 長 田 委 員 。  
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長 田 委 員   私 は 「 編 修 の 趣 旨 と 工 夫 」 の 部 分 に つ い て 述 べ た い と 思 い ま

す 。 ６ つ の 出 版 社 を 見 る 中 で 感 じ た の は 、 井 上 委 員 も 今 お 話 し

し た と お り 、 日 本 の 英 語 教 育 に つ い て の 問 題 点 や コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン ツ ー ル と し て 活 用 で き る 英 語 を 考 え る と い う 提 案 を 各 者

が 検 討 し て い る こ と が 伝 わ っ て く る よ う に 思 い ま し た 。 そ の 中

で 、 東 京 書 籍 と 啓 林 館 に つ い て た い へ ん 興 味 を 持 ち ま し た 。  

 東 京 書 籍 は 、 小 学 校 で の 学 び を 踏 ま え 、 さ ら に 中 学 校 で 学 ぶ

英 語 を 積 み 重 ね 、 丁 寧 に 学 ぶ よ う に 内 容 が 記 述 さ れ て お り 、 充

実 し た １ 冊 に な っ て い る と 思 い ま し た 。  

 一 方 、 啓 林 館 に つ い て は 、 ペ ー ジ を 追 う ご と に パ タ ー ン 化 し

て 見 や す い 形 で 進 め て い か れ る よ う に 、 ユ ニ バ ー サ ル な 視 点 に

立 っ て 構 成 さ れ て い ま す 。 聞 く こ と 、 話 す こ と 、 書 く こ と を パ

タ ー ン 化 し て 繰 り 返 し 、 活 用 す る こ と を 意 識 し て つ く ら れ て お

り 、 非 常 に リ ズ ム を 感 じ ま し た 。  

 英 語 科 の 教 員 が ど の よ う に 活 用 す る か で も 、 内 容 の 活 か し 方

は 変 わ っ て く る よ う に 思 い ま す が 、 ど ち ら に し て も 、 英 語 が 嫌

い に な ら ず 、 自 分 の 世 界 を 広 げ る 一 つ の ツ ー ル と な っ て 活 用 で

き る 学 び に つ な が る と よ い と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 長 谷 川 委

員 、 お 願 い し ま す 。  

 

長 谷 川 委 員   私 か ら 、「 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 」の と こ ろ を お 話 し さ せ て い

た だ き ま す 。  

 三 省 堂 の「 NEW CR O W N」の 英 文 が と て も 読 み や す い な と い う 印

象 を 受 け ま し た 。 先 ほ ど も お 話 が あ っ た よ う に 、 こ こ 数 年 で 、

小 学 校 で 外 国 語 と し て 英 語 を 学 ぶ 機 会 が 増 え て き ま し た け れ ど

も 、小 学 校 は や は り 学 び と い う よ り も 遊 び 、ま ず 英 語 に 触 れ る 、
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少 し ず つ そ の 音 を 聞 く と い う こ と だ と 思 う ん で す 。 そ こ か ら 中

学 校 に な る と 、 テ ス ト が あ っ て 、 点 数 が 出 る 教 科 に な る 、 評 価

が つ く と い う こ と で 、 小 さ い 頃 か ら 英 語 を 学 ん で い ら っ し ゃ る

お 子 さ ん も い る と 思 う ん で す け れ ど も 、 や は り な か な か 抵 抗 感

を 持 つ 生 徒 さ ん 、 苦 手 意 識 が あ る 生 徒 さ ん も い る か な と 思 い ま

す 。  

 そ ん な 中 で 、 最 初 に ば っ と 長 文 の 英 語 を 見 る と 面 食 ら っ て し

ま う 部 分 が あ る と 思 う ん で す け れ ど も 、 三 省 堂 の 最 初 の 、 １ 年

生 の 初 め の と こ ろ で す が 、 文 も 短 く 、 設 問 が ゲ ー ム 形 式 に な っ

て い て 、 何 か ゲ ー ム を す る 感 じ で 英 語 に 答 え て い く と い う よ う

な 設 問 が い い な と 思 い ま し た 。  

 各 者 と も に イ ラ ス ト が 多 用 さ れ て い る な と い う 印 象 を 受 け た

ん で す け れ ど も 、 本 当 に 漫 画 チ ッ ク と い い ま す か 、 そ う い っ た

と こ ろ で 、 そ ち ら の ほ う に 興 味 が 行 っ て し ま う ん じ ゃ な い か な

と い う こ と で 、 先 ほ ど も 少 し お 話 を し て い た と こ ろ で す 。 子 ど

も た ち の 興 味 を 持 た せ る 部 分 と 、 あ と 、 し っ か り と 英 語 を 学 べ

る と い う と こ ろ の 共 存 が 難 し い か な と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 は い か が で し ょ う か 。井 上 委 員 。 

 

井 上 委 員   先 ほ ど 申 し 上 げ た ３ 者 に つ い て な ん で す け れ ど も 、 東 京 書 籍

に つ い て は 、 １ 年 次 の 教 科 書 に は 小 学 校 で 既 に 学 ん だ 語 彙 や 表

現 に 「 小 」 と い う 桜 の 形 の マ ー ク が つ い て い て 、 学 ぶ ほ う も 、

そ れ か ら 教 え る ほ う も わ か り や す く な っ て い ま す 。 ま た 、 表 現

で き る こ と が 、 ま ず は 自 分 か ら 始 ま っ て 、 身 の ま わ り 、 体 験 、

将 来 、 町 、 社 会 、 日 本 、 海 外 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と い う よ う に 、 順 に 広

が っ て い く の も よ い と 思 い ま し た 。 ま た 、 二 次 元 コ ー ド で 聞 け

る 音 声 や 見 ら れ る 動 画 の 内 容 も た い へ ん 充 実 し て い て 、 自 学 自

習 に 適 し て い ま す 。ま た 、巻 末 の「 Ｃ Ａ Ｎ -Ｄ Ｏ リ ス ト 」と い う
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何 が で き る よ う に な っ た か の チ ェ ッ ク リ ス ト は 非 常 に 具 体 的

で 、 生 徒 が 見 通 し を も ち や す い と 思 い ま し た 。 た だ 、 他 者 の 教

科 書 よ り ３ セ ン チ ほ ど 縦 に 長 い Ａ ４ 判 を 使 っ て い て 、 全 体 と し

て 文 章 や 情 報 の 量 が す ご く 多 く て 、 充 実 し て い る ん で す け れ ど

も 、 逆 に 生 徒 に よ っ て は 負 担 に 感 じ る こ と が あ る か も し れ な い

と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 教 育 出 版 で す け れ ど も 、 こ れ は 語 彙 や 例 文 を ド リ ル の よ う に

繰 り 返 し て 覚 え る た め の 目 隠 し シ ー ト つ き の リ ス ト で あ る と

か 、 音 読 の 回 数 の 記 録 欄 で あ る と か 、 優 れ た 言 語 活 動 が ま と め

て あ る 巻 末 の コ ー ナ ー と か が あ り ま し て 、 実 用 的 に 学 べ る 工 夫

が 多 く あ る な と い う ふ う に 思 い ま し た 。 二 次 元 コ ー ド は そ ん な

に 多 く な い ん で す け れ ど も 、 教 科 書 本 文 の 音 声 を 聞 く こ と が で

き ま す 。  

 啓 林 館 は 、 １ 年 次 の 初 め に 小 学 校 の ま と め と 復 習 の レ ッ ス ン

が あ り ま す 。言 語 活 動 は 、「 目 的 、場 面 、状 況 」の 設 定 が 明 確 で 、

か つ 自 然、わ ざ と ら し く な い と い う ん で す か 、 自 然 に 活 用 で

き る 練 習 が で き る よ う に 工 夫 さ れ て い ま す 。 ま た 、 一 番 の 特 徴

は 、 他 の 委 員 か ら も あ り ま し た け れ ど も 、 紙 面 の 構 造 が シ ン プ

ル で わ か り や す い と い う こ と だ と 思 い ま す 。毎 回 同 じ パ タ ー ン 、

見 開 き で 「 Get  R e a d y」「 Pra ct i c e」「 Use」 と い う こ と が 繰 り 返

さ れ て い て 、 本 文 も 短 め な ん で す 。 二 次 元 コ ー ド の 内 容 も 、 語

句 と 本 文 の み な ん で す け れ ど も 、 文 字 も 出 て き て 、 文 字 を 見 な

が ら 聞 く こ と も で き ま す し 、 単 語 が １ 個 ず つ 聞 け る の で 、 自 学

自 習 に 適 し て い る と い う ふ う に 思 い ま し た 。 誰 も が 取 り 組 み や

す い と い う 点 か ら 考 え る と 、 本 市 の 生 徒 の 実 態 に 適 し て い る の

で は な い か な と 考 え ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。  

 



- 59 - 

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 全 体 を 通 し て 付 け 加 え 等 、 何 か ご 意 見 は ご

ざ い ま せ ん か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   な い よ う で す の で 、 そ れ で は 道 徳 に 移 り ま す 。 道 徳 に つ き ま

し て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。 長 田 委 員 。  

 

長 田 委 員   私 は 、 ７ 者 あ る 中 で 、 光 村 図 書 出 版 と 日 本 文 教 出 版 の ２ 者 に

注 目 し て 見 て み ま し た 。  

 光 村 図 書 出 版 は 、学 習 指 導 要 領 と の 関 連 を 持 た せ る た め に「 深

め た い む 」 と い う じ っ く り 学 び た い 内 容 を 位 置 づ け 、 議 論 す る

道 徳 や 深 く 考 え る 機 会 を 設 け て あ り ま す 。 ま た 、 押 し な べ て 秀

逸 な 作 品 が 数 多 く 入 っ て い る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 日 本 文 教 出 版 に つ い て は 、 道 徳 を 学 ぶ 意 味 を 身 近 な 事

象 か ら 自 分 事 と し て 捉 え る 工 夫 が さ れ て い る と 感 じ ま し た 。 中

学 生 の 視 点 か ら 、「 な ぜ 、ど う し て 」を 自 ら 追 求 し て い か れ る よ

う に 、 心 理 の 側 面 か ら の ア プ ロ ー チ も 感 じ ま す 。 Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ Ｑ に

つ い て 、 人 権 、 国 際 、 環 境 な ど の 社 会 に 目 を 向 け 、 生 徒 自 身 の

生 き 方 を 考 え る 内 容 が と て も 充 実 し て い て 、 リ ア リ テ ィ ー の あ

る 道 徳 の 時 間 を 実 践 で き る の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 米 倉 委 員 。  

 

米 倉 委 員   日 本 文 教 出 版 で す が 、「 学 習 の 進 め 方 」と い う も の が 設 け ら れ

て い て 、 問 題 解 決 的 、 体 験 的 な 学 習 が 行 え る よ う に 設 定 さ れ て

い る 教 材 が あ り ま す 。そ の 発 問 に つ い て で す け れ ど も 、「 考 え て
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み よ う 」 と い う コ ー ナ ー で す が 、 生 徒 が ね ら い に 迫 れ る よ う に

質 問 が 設 定 さ れ て い る の で は な い か な と 思 い ま し た 。 そ の 後 に

「 見 つ め る 、 生 か す 」 と い う コ ー ナ ー で 考 え 方 を 深 め て 、 他 の

人 の 意 見 を 聞 き な が ら 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え る こ と が で き る と

思 い ま す 。 生 徒 は 、 自 分 自 身 を 振 り 返 る こ と が で き ま す し 、 若

い 教 師 が 増 え て い ま す が 、 若 い 教 師 に と っ て 自 然 に 道 徳 の 授 業

の 進 め 方 が わ か っ て 、 こ の 教 材 は 体 験 的 な 学 習 に 適 し て い る な

と い う よ う な 教 材 を 知 る こ と が で き る と 思 い ま す 。 こ れ を ３ 年

間 続 け て い け ば 、 生 徒 は 道 徳 性 の 成 長 を 自 分 で 感 じ ら れ る と 思

い ま し た 。  

 「 道 徳 ノ ー ト 」 と い う も の が あ り ま す が 、 調 査 資 料 に も あ り

ま す け れ ど も 、 ね ら い に 迫 っ た 自 分 の 考 え を 書 く よ う に 使 っ て

い く と 、 成 長 の 軌 跡 と な る よ う に 思 い ま す 。 心 情 が 捉 え や す い

か ら 話 合 い の 内 容 が 深 ま る の で は な い か な と 思 い ま し た 。ま た 、

い じ め に 向 き 合 っ た 教 材 も 多 く 取 り 上 げ ら れ て い て 、 自 分 の 生

き 方 に 誇 り を 持 っ て 、 他 人 ご と で は な く 自 分 の こ と と し て 考 え

ら れ る よ う に す る 工 夫 が あ る 教 科 書 だ と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 日 本 教 科 書 で す け れ ど も 、 １ 年 生 は 「 生 き 方 を 学 ぶ 」、

２ 年 生 は 「 生 き 方 を 見 つ め る 」、 ３ 年 生 で 「 生 き 方 を 創 造 す る 」

と い う 教 科 書 の 名 前 が 既 に そ の ３ 年 間 の 道 徳 の 授 業 の ね ら い と

し て 読 み 取 る こ と が で き ま し た 。 装 丁 や 内 容 か ら 日 本 の 伝 統 文

化 を 尊 重 す る 心 の 育 成 を 大 事 に し て い る ん だ な と い う こ と を 感

じ て お り ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 笹 原 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

笹 原 委 員   私 は 、 道 徳 に 係 る 観 点 か ら お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。 今 、

米 倉 委 員 も お 話 し さ れ て い ま し た け れ ど も 、 ど の 発 行 者 の 教 科
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書 も 、 体 験 的 な 学 習 が 進 め や す い よ う に さ ま ざ ま な 工 夫 が 見 ら

れ ま し た 。 中 で も 特 筆 す べ き が 、 東 京 書 籍 、 光 村 図 書 、 日 本 文

教 出 版 の 教 科 書 で は な い か な と 思 い ま し た 。  

 東 京 書 籍 で は 、 役 割 演 技 や 体 験 的 な 学 習 を 主 体 と し た グ ル ー

プ エ ン カ ウ ン タ ー の ペ ー ジ が 設 け ら れ て い ま し た 。  

 光 村 図 書 で は 、 長 田 委 員 も お 話 し さ れ て い ま し た け れ ど も 、

「 深 め た い む 」 で 、 読 み 物 教 材 で 学 ん だ 道 徳 的 価 値 を 、 活 動 を

通 し て さ ら に 深 く 実 感 を 伴 っ て 考 え る こ と が で き る よ う に 工 夫

さ れ て い る な と 思 い ま し た 。  

 日 本 文 教 出 版 で も 、「 問 題 解 決 的 な 学 習 」、「 体 験 的 な 学 習 」に

適 し た 教 材 に は 「 学 習 の 進 め 方 」 を 設 け 、 よ り 深 く 考 え 、 議 論

す る こ と が で き る よ う な 工 夫 が 見 ら れ て い る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 越 委 員 、 お

願 い し ま す 。  

 

越 委 員   教 育 出 版 の と こ ろ に 目 を 向 け ま し た 。 人 と 人 と の さ ま ざ ま な

出 来 事 が 子 ど も た ち に と っ て 身 近 な こ と だ っ た り と か 共 感 で き

た り 、 よ く 起 こ り 得 る 出 来 事 が 掲 載 さ れ て い る よ う に 思 い ま し

た 。 大 人 も 子 ど も も 、 悪 い な 、 い け な い な と は わ か っ て い な が

ら も 、 ち ょ っ と 冷 た く し て し ま っ た り 、 強 い 言 い 方 を し て し ま

っ た り 、 そ れ も 気 が つ か な い う ち に 何 か し て し ま っ た り と か 、

そ う い う こ と が あ る と 思 い ま す 。 そ ん な 中 で 、 こ の 道 徳 の 教 科

書 を 開 き 、 こ の 中 の お 話 に 触 れ た と き に 、 授 業 と し て ク ラ ス で

意 見 を 出 し 合 い 、 で も 、 道 徳 っ て 正 し い 答 え は な く 、 ま た 、 そ

こ で 発 言 で き る 子 も い れ ば 、 発 言 で き な か っ た 生 徒 も い る と 思

う ん で す が 、 こ の 道 徳 の 教 科 書 の お 話 を 読 み 、 感 じ る 中 で 、 自

ら 心 の 軌 道 修 正 が す っ と 自 然 に で き る １ 冊 だ な と い う ふ う に 思

い ま し た 。  



- 62 - 

 

 ま た 、 日 本 文 教 出 版 は 、 ち ょ っ と 対 象 的 で 、 テ レ ビ の 中 の 登

山 家 の 野 口 さ ん や 柔 道 メ ダ リ ス ト の 井 上 康 生 さ ん 、 ｉ Ｐ Ｓ 細 胞

の 山 中 さ ん な ど 、 有 名 な 方 を 掲 載 し て い て 、 最 初 は 有 名 な 方 だ

け に 生 徒 が 実 際 自 分 の こ と と し て ぴ ん と く る の か な と い う ふ う

に 思 っ て い ま し た が 、 読 ん で み る と 、 こ の 方 々 の 現 在 だ け で は

な く 、 子 ど も の 頃 か ら の 苦 労 や 挫 折 な ど 、 今 ま で の 過 程 が 細 か

く よ く 描 か れ て い る も の が 多 く 、 夢 が も て る ス ト ー リ ー に な っ

て い る な と い う ふ う に 思 い ま し た 。 ま た 、 大 き な 夢 だ け で は な

く 、 日 常 生 活 の 些 細 な 出 来 事 に も 共 通 し て 、 一 歩 前 進 、 ま た 気

持 ち を 新 た に で き る １ 冊 だ な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 は い か が で し ょ う か 。小 路 委 員 。 

 

小 路 委 員   私 は 、 教 科 用 図 書 に 記 載 さ れ て い る 発 問 や 学 習 の 進 め 方 の 観

点 か ら 、 本 市 の 生 徒 の 実 態 に 即 し た も の を と 考 え ま し た 。 日 本

文 教 出 版 、 東 京 書 籍 、 教 育 出 版 は 、 問 題 解 決 的 な 発 問 を 取 り 入

れ た 教 材 が 多 く あ り ま す 。  

 そ の 中 で 、 特 に 日 本 文 教 出 版 は 、 巻 頭 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の

ペ ー ジ で 、 道 徳 の 時 間 で 学 ぶ こ と や 、 学 び 方 を わ か り や す く 示

し て あ り 、 話 し 合 わ せ る と き も 、 ロ ー ル プ レ イ を 取 り 入 れ た 話

合 い の 展 開 に な っ て い ま す 。 そ う い っ た と こ ろ か ら 、 生 徒 自 身

が 主 体 的 に 考 え て 深 め て い く 構 成 と な っ て い る の で は な い か と

考 え ま し た 。  

 ま た 一 方 、 光 村 図 書 で は 、 教 材 に 登 場 し た 人 物 の 心 情 や 行 動

理 解 を し て い く 発 問 が 多 く 取 り 入 れ ら れ て い ま す 。 こ の 発 問 自

体 は 少 な い の で す が 、実 際 に 道 徳 の 授 業 を 進 め て い く う え で は 、

ど う す れ ば よ い と い う 問 題 解 決 的 な 話 合 い よ り も 、 行 動 や 心 情

を 理 解 し た う え で 、 そ の こ と に つ い て 自 分 の 気 持 ち の 中 で そ の

是 非 を 問 う と い う か 、 そ う い う よ う な こ と を 展 開 し て い く ほ う
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が 、 自 分 の 考 え に し っ か り と 自 分 自 身 で 向 き 合 っ て 深 め て い く

と い う よ う な 展 開 に な り 、 生 徒 が 学 び や す い 部 分 が あ り ま す 。

そ う い っ た 意 味 で 、 こ の 光 村 図 書 も 適 し て い る と 考 え ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 付 け 加 え 等 、 何 か ご 意 見 ご ざ い ま せ ん か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   な い よ う で す の で 、 こ れ で 本 日 予 定 さ れ た 議 題 に 関 す る 審 議

は 終 わ り に な り ま す 。  

 全 体 を 通 し て 、 委 員 の 皆 様 、 何 か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   特 に な い よ う で す の で 、 次 回 の 審 議 委 員 会 の 日 程 等 に つ い て

確 認 を さ せ て い た だ き ま す 。 次 回 の 審 議 委 員 会 は ７ 月 ９ 日 木 曜

日 午 前 １ ０ 時 か ら 、 場 所 は 本 日 と 同 じ く 藤 沢 市 民 会 館 第 １ 展 示

集 会 ホ ー ル で と 考 え て お り ま す が 、日 程 等 よ ろ し い で し ょ う か 。 

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   で は 、次 回 の 議 題 に つ き ま し て は 、審 議 方 針 に 基 づ き ま し て 、

１ つ 目 と し て 「 令 和 ３ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く

は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」、ま た 、諮 問 に

対 し て 答 申 を す る 必 要 が ご ざ い ま す か ら 、２ 番 目 と し ま し て「 令
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和 ３ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議 結 果 の 答 申 に つ い

て 」 と い た し ま す 。 こ の こ と に つ い て 皆 様 か ら ご 意 見 や ご 確 認

等 ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   特 に な い よ う で す の で 、 で は 、 第 ３ 回 審 議 委 員 会 に つ き ま し

て も よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 事 務 局 か ら 何 か 連 絡 等 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。 お 願 い し ま

す 。  

 

事 務 局   本 日 の 中 の 資 料 に つ き ま し て は 、 明 日 、 市 役 所 ４ 階 市 民 相 談

情 報 課 で 公 開 い た し ま す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 は よ ろ し い で す か 。  

 そ れ で は 、 本 日 は 長 時 間 に わ た る ご 審 議 を あ り が と う ご ざ い

ま し た 。 こ れ を も ち ま し て 第 ２ 回 令 和 ３ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用

図 書 採 択 審 議 委 員 会 を 閉 会 と い た し ま す 。 本 日 は 誠 に あ り が と

う ご ざ い ま し た 。  
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こ の 会 議 の 結 果 の 記 載 に 相 違 な い こ と を 、 確 認 す る 。  

 

 

署 名 委 員  
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   第 ３ 回 令 和 ３ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 会 議 録  

            令 和 ２ 年 ７ 月 ９ 日 （ 木 ） １ ０ 時 ０ ０ 分 ～  

 

委 員 長   皆 様 、 お は よ う ご ざ い ま す 。 本 日 は お 忙 し い 中 ご 出 席 い た だ

き ま し て 、 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 そ れ で は 、 会 議 の 開 会 に 先 立 ち ま し て 、 傍 聴 の 皆 様 に お 願 い

が ご ざ い ま す 。お 手 元 の 傍 聴 要 領 を ご 覧 く だ さ い 。「 藤 沢 市 教 科

用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 傍 聴 要 領 」 に 従 い 傍 聴 く だ さ い ま す よ

う お 願 い い た し ま す 。  

 な お 、 こ の 会 議 は 公 開 で あ る と と も に 、 審 議 の 内 容 に つ き ま

し て は 、 会 議 録 作 成 の 都 合 上 、 録 音 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 そ れ で は 、 た だ い ま よ り 第 ３ 回 令 和 ３ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用

図 書 採 択 審 議 委 員 会 を 開 催 い た し ま す 。  

 本 日 の 次 第 を ご 覧 く だ さ い 。 今 回 、 ご 審 議 い た だ く 内 容 は 、

議 題 １ 「 令 和 ３ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学

校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」、議 題 ２「 令 和 ３ 年 度

使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議 結 果 の 答 申 に つ い て 」 の ２

点 で ご ざ い ま す 。  

 ま ず 始 め に 、 藤 沢 市 審 議 会 等 の 会 議 の 公 開 に 関 す る 要 綱 に 基

づ き 、 会 議 録 署 名 委 員 を 指 名 い た し ま す 。 委 員 長 の 私 の 他 に 、

今 回 も 石 田 委 員 に お 願 い し た い と 思 い ま す が 、 よ ろ し い で し ょ

う か 。  

 

石 田 委 員   は い 、 承 知 い た し ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 で は 、 石 田 委 員 、 よ ろ し く お 願 い い

た し ま す 。  

 そ れ で は 、 審 議 の 前 に 資 料 等 に つ い て 事 務 局 に 説 明 を 求 め ま

す 。  
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事 務 局   今 回 の 資 料 を 説 明 さ せ て い た だ く 前 に 、 前 回 の 資 料 に 訂 正 が

ご ざ い ま す の で 、 そ の こ と に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

 お 手 元 の「 中 学 校 用（ 令 和 ３・４・５・６ 年 度 用 ）『 調 査 資 料 』」

を ご 覧 く だ さ い 。次 の 点 に つ き ま し て 誤 り が ご ざ い ま し た の で 、

訂 正 し た 調 査 資 料 を 改 め て 配 付 さ せ て い た だ き ま し た 。  

 ３ ４ ペ ー ジ に つ い て で す 。英 語 の 啓 林 館 の １ つ 目 の 観 点 、「 編

修 の 趣 旨 と 工 夫 」「 学 習 指 導 要 領 と の 関 連 」「 内 容 と 構 成 」「 教 科・

種 目 別 の 観 点 」の 二 次 元 コ ー ド に つ い て 、「 動 画 無 し 。本 文 音 声

有 り 、 文 字 有 り 。 単 語 音 声 有 り 、 文 字 有 り 。」 で ご ざ い ま し た 。 

 な お 、 市 民 相 談 情 報 課 で 公 開 し て い る 資 料 に つ き ま し て は 、

正 し く 記 載 し た 調 査 資 料 を 本 日 よ り 公 開 し て お り ま す 。  

 続 き ま し て 、 第 ２ 回 審 議 委 員 会 か ら 本 日 ま で の 特 別 支 援 教 育

に 関 す る 教 科 用 図 書 の 調 査 研 究 の 流 れ に つ い て 説 明 い た し ま

す 。  

 今 回 ご 審 議 い た だ く 教 科 用 図 書 は 、 学 校 教 育 法 附 則 第 ９ 条 に

規 定 さ れ た 教 科 用 図 書 で す 。 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 教 科 用 図 書

に つ い て は 、 児 童 生 徒 の 実 態 に 合 っ た 一 般 図 書 を 充 て て も よ い

と さ れ て い る も の で ご ざ い ま す 。  

 現 在 、 全 国 の 義 務 教 育 諸 学 校 で 教 科 用 図 書 と し て 使 用 し て お

り ま す 一 般 図 書 の う ち 、 比 較 的 採 択 数 が 多 く 、 か つ 発 行 者 が 令

和 ３ 年 度 に お い て も 引 き 続 き 当 該 図 書 の 発 行 、 供 給 を 予 定 し て

い る も の を 文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局 教 科 書 課 が 令 和 ３ 年 度 用

一 般 図 書 一 覧 と し て ま と め ま し た 。 こ の 一 般 図 書 一 覧 を 第 １ 回

審 議 委 員 会 資 料 １ の 中 に と じ て 審 議 委 員 の 皆 様 に 配 付 し て お り

ま す 。  

 こ の 一 覧 に 載 っ て い る 図 書 は 、 ５ 月 １ ４ 日 か ら １ ９ 日 ま で 藤

沢 合 同 庁 舎 で 展 示 さ れ ま し た 。 こ の 展 示 会 に お き ま し て 、 白 浜

養 護 学 校 と 市 内 小 中 学 校 特 別 支 援 学 級 の 教 員 が 、 展 示 さ れ て い

る 図 書 を 見 な が ら 、 在 籍 す る 児 童 生 徒 の 実 態 や 次 年 度 入 学 す る

児 童 生 徒 を 想 定 し て 調 査 研 究 を 行 い 、 そ の 結 果 に つ い て 、 該 当



- 3 - 

 

学 校 か ら 教 科 用 図 書 調 査 書 が 提 出 さ れ て お り ま す 。  

 そ れ で は 、 資 料 の 説 明 を い た し ま す 。  

 ま ず 、 サ イ ド テ ー ブ ル の 資 料 に つ い て 説 明 い た し ま す 。 そ ち

ら に は 、 令 和 ３ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科

用 図 書 調 査 書 と 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 見 本 本 の 一 部 が 展

示 し て あ り ま す 。 令 和 ３ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学

級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 は 、 特 別 支 援 学 級 設 置 学 校 長 及 び 特 別 支

援 学 校 長 が 自 校 の 教 師 に 調 査 研 究 さ せ た も の を 簿 冊 と し た も の

で す 。  

 次 に 、「 令 和 ３ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学

校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 ま と め 」 で す 。 こ れ は 、

当 該 学 校 か ら 提 出 さ れ た 令 和 ３ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学

校 若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 を 基 に 事

務 局 で ま と め た も の で す 。  

 こ ち ら の １ ペ ー ジ を お 開 き い た だ き 、 一 覧 表 の 一 番 上 の と こ

ろ を ご 覧 く だ さ い 。 こ の 一 覧 表 は 、 附 則 第 ９ 条 に よ る 図 書 を ４

つ に 分 け て 表 記 し て あ り ま す 。  

 ま ず １ つ 目 は 「 新 」 の 文 字 を 記 載 し た も の で 、 こ れ は 、 今 回

調 査 研 究 を し た 結 果 、 新 た に 教 科 用 図 書 と し て ふ さ わ し い と し

て 提 出 さ れ た 新 規 図 書 で ご ざ い ま す 。  

 ２ つ 目 は 「 □ 」 の 記 号 を 記 載 し た も の で 、 こ れ は 、 昨 年 度 採

択 さ れ た 図 書 で 、 本 年 度 の 調 査 研 究 の 結 果 、 複 数 の 種 目 に お い

て 教 科 用 図 書 と し て ふ さ わ し い と さ れ た 図 書 で ご ざ い ま す 。  

 ３ つ 目 は 「 ● 」 の 記 号 を 記 載 し た も の で 、 こ れ は 、 昨 年 度 採

択 さ れ た 図 書 で 、 令 和 ３ 年 度 に 発 行 者 に よ る 供 給 が 困 難 と な っ

た 図 書 で ご ざ い ま す 。  

 最 後 、 ４ つ 目 は 無 印 の も の で 、 こ れ は 、 昨 年 度 採 択 さ れ 、 本

年 度 も 教 科 用 図 書 と し て ふ さ わ し い と 調 査 さ れ た 図 書 で ご ざ い

ま す 。  

 な お 、 資 料 １ と し て 、 ２ １ ペ ー ジ か ら ２ ７ ペ ー ジ に 新 規 図 書
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と 複 数 種 目 で 希 望 の あ っ た 図 書 等 を 一 覧 表 に し て お 示 し し て ご

ざ い ま す 。 こ の 資 料 に は 、 児 童 生 徒 一 人 一 人 の 特 性 や 発 達 段 階

を 踏 ま え た 上 で 各 学 校 が 一 人 一 人 に 適 し た 教 科 用 図 書 と し て 選

定 し た 理 由 を 記 載 し て ご ざ い ま す 。  

 続 き ま し て 、１ ８ ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。一 覧 表 の 最 後 の No.

１ ０ 、 道 徳 の 欄 の 下 の と こ ろ で ご ざ い ま す が 、 今 説 明 を い た し

ま し た 一 般 図 書 の 他 に 、 点 字 教 科 書 、 拡 大 教 科 書 並 び に 令 和 ３

年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 、 令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用

図 書 、 特 別 支 援 学 校 小 ・ 中 学 部 用 文 部 科 学 省 著 作 教 科 書 が ご ざ

い ま す 。  

 な お 、 特 別 支 援 学 校 小 ・ 中 学 部 用 文 部 科 学 省 著 作 教 科 書 に つ

き ま し て は 、 資 料 ２ と し て 、 ２ ９ ペ ー ジ 、 ３ ０ ペ ー ジ に お 示 し

し ま し た 。 こ れ は 、 第 １ 回 の 審 議 委 員 会 の 資 料 と し て 「 特 別 支

援 学 校 用（ 小・中 学 部 ）教 科 書 目 録（ 令 和 ３ 年 度 使 用 ）」を お 渡

し い た し ま し た が 、 こ の 中 で 知 的 障 害 者 用 と し て 挙 げ ら れ て い

る 図 書 で ご ざ い ま す 。 こ の 本 は 星 印 本 と 呼 ば れ て い る も の で ご

ざ い ま す 。  

 ま た 、 ３ １ ペ ー ジ に 資 料 ３ と し て 、 一 般 図 書 を 採 択 希 望 す る

場 合 の 留 意 事 項 に つ き ま し て 記 載 し て お り ま す 。  

 な お 、 例 年 、 こ れ ら の 資 料 の う ち 令 和 ３ 年 度 使 用 特 別 支 援 学

校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 は 、 個 人 情 報 等 の 配 慮

の 必 要 が あ る こ と か ら 非 公 開 と い た し ま す 。  

 ま た 、 そ の 他 の 資 料 等 は 、 こ の 会 場 で 傍 聴 の 皆 様 に も 公 開 し

て お り ま す が 、 今 年 度 に つ き ま し て は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 防 止 上 、 密 な 状 況 を 避 け る た め 、 こ の 場 で の 公 開 は い た し ま

せ ん 。 後 日 、 市 役 所 市 民 相 談 情 報 課 及 び 教 育 委 員 会 の ホ ー ム ペ

ー ジ で 公 開 い た し ま す 。 ご 理 解 、 ご 協 力 く だ さ い ま す よ う お 願

い い た し ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 



- 5 - 

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 た だ い ま 資 料 に つ い て 説 明 が あ り ま し た 。  

 事 務 局 の 説 明 に も あ り ま し た と お り 、 令 和 ３ 年 度 使 用 特 別 支

援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 に つ き ま し て は 、

個 人 情 報 等 の 配 慮 の 必 要 が あ る こ と か ら 非 公 開 と し た い と 思 い

ま す が 、 い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 そ れ 以 外 の 資 料 等 に つ い て 何 か ご 質 問 は ご ざ い ま す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 で は 、 質 問 が な い よ う で す の で こ れ か ら 議

事 に 入 り ま す 。  

 議 題 １ 「 令 和 ３ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中

学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」 審 議 し て ま い り ま

す 。 新 規 の 図 書 に つ い て は 、 本 審 議 委 員 会 が 初 め て 審 議 す る 場

に な っ て お り ま す の で 、慎 重 な 審 議 を お 願 い し た い と 考 え ま す 。

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 こ れ か ら 審 議 し て ま い り た い と 思 い ま す が 、 審 議

に つ い て 何 か ご 意 見 ご ざ い ま す か 。 志 水 委 員 。  

 

志 水 委 員   毎 年 の こ と で す け れ ど も 、 そ れ ぞ れ の 学 校 か ら は 、 子 ど も た

ち の 障 が い や そ の 特 性 、 あ る い は 発 達 段 階 に 応 じ て 教 科 用 図 書

と し て 使 用 で き る 一 般 図 書 が 多 く 出 さ れ て お り ま す 。 特 別 支 援

学 校 や 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 す る 子 ど も た ち に ふ さ わ し い 教 科 用

図 書 と し て 、 附 則 第 ９ 条 に よ っ て 教 科 用 図 書 と し て 使 用 で き る

一 般 図 書 を 幅 広 く 用 意 す る こ と が 大 切 だ と 考 え て お り ま す 。 い
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か が で し ょ う か 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に ご 意 見 は 。 千 葉 委 員 。  

 

千 葉 委 員   私 も 同 じ 考 え で す 。 今 回 、 各 学 校 で 調 査 研 究 を し た 結 果 、 教

科 用 図 書 に ふ さ わ し い も の と し て 、 新 規 図 書 や 複 数 の 種 目 で 使

い た い と い う 一 般 図 書 が 数 多 く 出 さ れ て お り ま す 。  

 本 校 の 調 査 の 様 子 を 見 ま し て も 、 生 徒 一 人 一 人 の 実 態 を 踏 ま

え て 精 査 し て お り ま し た の で 、 昨 年 度 ま で に 採 択 さ れ た 一 般 図

書 は 「 ● 」 の 発 行 者 に よ る 供 給 が 困 難 と な っ た 図 書 を 除 い て 引

き 続 き 採 択 を 希 望 す る こ と と し 、 今 年 度 新 た に 出 さ れ た 一 般 図

書 に つ い て 審 議 す る 方 向 が よ い と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。他 は い か が で し ょ う か 。井 上 委 員 。 

 

井 上 委 員   私 も 同 じ よ う に 考 え ま す 。 先 ほ ど 事 務 局 か ら 説 明 が あ り ま し

た よ う に 、 こ の 調 査 書 ま と め の 中 に 複 数 の 種 目 で 申 請 の あ る も

の に 「 □ 」 が つ い て い ま す 。 ま た 、 今 年 度 新 た に 希 望 が 出 て い

る も の に は 「 新 」 と あ り 、 ま た 、 「 新 □ 」 と い う 図 書 が ご ざ い

ま す け れ ど も 、 そ れ に つ い て 、 先 ほ ど あ り ま し た よ う に 、 ２ １

ペ ー ジ か ら 一 覧 に し て い た だ い て い ま す 。 こ れ ら の 図 書 に つ い

て 審 議 し て い く と い う こ と で は い か が で し ょ う か 。  

 

委 員 長   他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 た だ い ま の ご 意 見 を 受 け ま し て 、 各 学 校 か ら 希 望

が 出 て い る 一 般 図 書 に つ い て 、 教 科 用 図 書 と し て 使 用 で き る 方
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向 で 考 え て い く こ と 、 そ し て 、 こ れ か ら の 審 議 に つ い て は 、 新

規 の 図 書 と 複 数 の 種 目 で 希 望 が 挙 が っ て い る 図 書 に つ い て 審 議

し て い く と い う こ と で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   で は 、 そ の よ う に 審 議 を 進 め て ま い り ま す 。  

 調 査 書 ま と め の 印 で い い ま す と 、「 新 」と 書 か れ た 新 規 図 書 、

そ し て 、 「 □ 」 の 印 が つ い て い る 複 数 種 目 で 希 望 が あ る 図 書 に

つ い て ご 意 見 を 伺 い た い と 思 い ま す 。 新 規 図 書 や 複 数 種 目 で 希

望 が あ る 図 書 に つ い て は 、 No.１ の 国 語 ・ 書 写 か ら No.１ ０ の 道

徳 ま で の 種 目 に 合 計 ３ ９ 冊 入 っ て お り ま す 。  

 審 議 に つ き ま し て は 、 学 校 か ら の 調 査 書 に は 、 ど の よ う な 特

性 の あ る 児 童 生 徒 に ど の よ う な 教 科 用 図 書 が ふ さ わ し い か と い

う 点 が 挙 げ ら れ て い る こ と か ら 、 子 ど も た ち の 実 態 や 特 性 と い

う 視 点 か ら ご 意 見 を 伺 い た い と 思 い ま す 。  

 審 議 の 都 合 上 、 分 野 を ３ つ に 区 切 っ て 審 議 を 進 め て い き た い

と 思 い ま す 。  

 そ れ で は 、 ま ず No.１ の 国 語 ・ 書 写 と No.２ の 算 数 ・ 数 学 の 教

科 領 域 で 申 請 が 挙 が っ て い る １ ５ 冊 の 図 書 に つ い て ご 意 見 を 伺

い た い と 思 い ま す 。 他 の 種 目 で も 希 望 が 挙 が っ て い る 図 書 が あ

り ま す の で 、 そ れ も 含 め て ご 意 見 を 伺 い た い と 思 い ま す 。 よ ろ

し く お 願 い い た し ま す 。 い か が で し ょ う か 。 野 村 委 員 。  

 

野 村 委 員   私 は 、No.１ 国 語・書 写 の ４「 ニ ュ ー ワ イ ド 学 研 の 図 鑑 増 補 改

訂  昆 虫 」 に つ い て 述 べ さ せ て い た だ こ う と 思 い ま す 。  

 既 に 生 活 ・ 理 科 で 使 用 さ れ て い る 図 書 で す が 、 図 版 が 大 変 鮮

や か で 、 写 真 も 精 密 で す し 、 昆 虫 の こ と に 興 味 関 心 を 持 っ て 詳

し く 調 べ る の に 適 し て い る と 思 い ま す 。 生 物 に 興 味 が あ る 児 童

生 徒 は も と よ り 、 初 め て こ の 本 に 触 れ た 場 合 で あ っ て も 、 こ の
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本 の 内 容 を も っ と 知 り た い と 思 う よ う に な る よ う な 図 鑑 で す 。  

 全 て の 漢 字 に ル ビ が 振 っ て あ り 、 読 み や す く 、 説 明 文 に は 生

物 名 が 片 仮 名 で 表 記 し て あ る な ど 、 平 仮 名 が 読 め る よ う に な っ

て き た 児 童 が さ ら に 片 仮 名 の 学 習 に 発 展 さ せ て い た だ く よ う な

と き に も 、 実 態 に 合 わ せ て 学 習 を 進 め る こ と が で き る と 考 え ま

す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。No.１ 国 語・書 写 の ４ 番「 ニ ュ ー ワ

イ ド 学 研 の 図 鑑 増 補 改 訂  昆 虫 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し

た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 小 路 委 員 。  

 

小 路 委 員   私 は 、No.１ 国 語・書 写 の １ か ら ３ に あ り ま す 偕 成 社 か ら 出 さ

れ て い ま す「 下 村 式  と な え て か く 漢 字 練 習 ノ ー ト 」小 学 １ 年 生

か ら ３ 年 生 ま で に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 特 別 支 援 学 級 に 通 う 児 童 に と っ て 、 文 字 を 正 し く 丁 寧 に 書 く

こ と 、そ れ を 定 着 さ せ る こ と は と て も 難 し い こ と だ と 思 い ま す 。

こ の「 下 村 式  と な え て か く 漢 字 練 習 ノ ー ト 」は 、漢 字 の 練 習 の

と き に 、 書 き 順 に 合 わ せ て そ の 形 を 口 で 唱 え な が ら 練 習 す る よ

う に な っ て い ま す 。 つ ま り 、 漢 字 を 書 き な が ら 、 口 か ら 声 に 出

し て 、 そ し て そ れ を 耳 で 聞 く と い う 刺 激 を 楽 し み な が ら 受 け る

こ と が で き る 内 容 に な っ て い ま す 。  

 そ の 他 に も 、 漢 字 の 成 り 立 ち が わ か り や す い 絵 で 説 明 さ れ て

い て 、 視 覚 的 な 面 か ら も 漢 字 の 理 解 が 進 む よ う に 工 夫 さ れ て い

ま す 。 ま た 、 漢 字 を 人 体 と か 動 物 、 植 物 な ど と そ れ ぞ れ の 漢 字

の 持 つ 意 味 ご と に フ ァ ミ リ ー と い う テ ー マ で ま と め て 、 そ の フ

ァ ミ リ ー ご と に 並 べ て 出 題 さ れ て い る の で 、 漢 字 と 漢 字 を 関 連

づ け な が ら 学 ぶ こ と も で き ま す 。 こ の よ う に 友 達 や 先 生 と コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 り な が ら 楽 し く 学 ん で い く こ と が で き る の

で は な い か と 思 わ れ 、 大 変 よ い と 思 い ま す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 国 語 ・ 書 写 の 偕 成 社 、 １ 番 か ら ３

番 の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 井 上 委 員 、

お 願 い し ま す 。  

 

井 上 委 員   私 は 、 国 語 ・ 書 写 の ５ 番 と ６ 番 、 く も ん 出 版 の 「 い っ き に 極

め る 国 語 」（ １ ）と（ ２ ）に つ い て 申 し 上 げ ま す 。こ れ は 、（ １ ）

が 小 学 校 １ 年 生 か ら ３ 年 生 の 漢 字 、 （ ２ ） が 小 学 校 ４ 年 生 か ら

６ 年 生 の 漢 字 が 練 習 で き る よ う に な っ て い る 書 籍 で す 。  

 こ の ２ 冊 は 、 一 気 に 極 め る と い う 名 前 の と お り 、 漢 字 を １ 字

ず つ ば ら ば ら に 練 習 す る の で は な く て 、 意 味 や 形 や 部 首 な ど 、

共 通 点 の あ る も の を グ ル ー プ に し て 、ま と め て 一 気 に 覚 え た り 、

練 習 し た り す る こ と が で き る つ く り に な っ て い ま す 。  

 ま ず 、 印 象 的 な イ ラ ス ト を 使 っ た ペ ー ジ で 、 書 き 順 を 意 識 し

な が ら 、 な ぞ り 書 き を す る よ う に な っ て い ま す 。 そ れ か ら 、 次

の ペ ー ジ で 単 語 や 例 文 の 中 で 実 際 に 書 い て み る と い う 同 じ パ タ

ー ン が 繰 り 返 さ れ て い ま す 。 イ メ ー ジ に 残 り や す く て 、 効 果 的

に 楽 し く 学 習 が 進 め ら れ る と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 国 語 ・ 書 写 の ５ 番 、 ６ 番 「 い っ き

に 極 め る 国 語 」 の （ １ ） と （ ２ ） で の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他

は い か が で し ょ う か 。 千 葉 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

千 葉 委 員   国 語・書 写 の「 中 級 編 ジ ャ ン プ ア ッ プ  こ く ご Ⅱ 」「 こ く ご Ⅲ 」、

「 上 級 編 レ ベ ル ア ッ プ  こ と ば の つ か い か た 」の ３ 冊 で す 。こ の

３ 冊 は 、 い ず れ も こ ば と 教 材 出 版 か ら 発 達 支 援 教 育 教 材 シ リ ー

ズ と し て 出 さ れ て い ま す 。  

 特 別 支 援 学 級 に 通 う 生 徒 に と っ て 、 文 字 を 丁 寧 に 書 い た り 、

文 字 を 覚 え た り す る こ と な ど 、 学 習 内 容 を 定 着 さ せ る こ と は た
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い へ ん 難 し い こ と だ と 思 い ま す 。 そ う し た 生 徒 に と っ て は 、 同

じ 内 容 や 同 じ レ ベ ル の 学 習 に 繰 り 返 し 取 り 組 む こ と が 、 学 習 し

た こ と を 確 実 に 身 に つ け る た め に 必 要 に な っ て く る と 思 い ま

す 。 こ う い っ た ド リ ル 形 式 の 教 科 書 は 、 学 習 効 果 を 高 め る 上 で

た い へ ん 有 効 だ と 思 い ま し た 。  

 こ の ３ 冊 は 連 続 性 が あ り 、 継 続 し て 使 用 す る と さ ら に 学 習 効

果 が 上 が る も の と 思 わ れ ま す 。 こ の ド リ ル の 絵 を 見 て 、 「 カ タ

カ ナ に な お し て 書 き ま し ょ う 」 や 、 「 な き ご え を よ ん で つ な ぎ

ま し ょ う 」 な ど は 、 生 活 に も つ な が る 場 面 が あ り 、 と て も よ い

と 思 い ま し た 。 ま た 、 こ の ド リ ル は 、 発 達 支 援 教 育 の 知 見 に 基

づ き 作 成 さ れ て い る た め 、 指 示 が 明 確 で あ っ た り 、 １ 枚 １ 枚 の

シ ー ト に 取 り 組 み や す い 配 慮 が な さ れ て い た り す る よ う に 思 い

ま し た 。  

 い ず れ に せ よ 、 国 語 ・ 書 写 の 教 科 書 と し て 特 別 支 援 学 級 で 使

用 す る と い う こ と で す が 、 書 写 の 教 科 書 と し て 様 々 な 障 が い 特

性 を 持 っ た 生 徒 に 対 し て 用 い る と 有 効 で あ る と い う だ け で な

く 、横 断 的 な 学 習 教 材 と し て も す ぐ れ て い る よ う に 思 い ま し た 。 

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 国 語 ・ 書 写 、 番 号 ７ 、 ８ 、 ９ の ド

リ ル に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。

越 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

越 委 員   算 数・数 学 の ５ 番「 上 級 編 レ ベ ル ア ッ プ  お 金 と 時 計 の 文 章 題 」

の 本 の と こ ろ か ら ご 意 見 さ せ て い た だ き ま す 。  

 時 間 は 生 活 に 欠 か せ な い も の で あ り ま す 。 こ ち ら の 本 で 時 間

の 計 算 が よ く わ か る よ う に な っ て い ま し た 。 例 え ば 、 ○ ○ さ ん

は 、 ど こ ど こ の 場 所 で 何 分 に 待 ち 合 わ せ し て い ま す 。 待 ち 合 わ

せ 時 間 に 間 に 合 わ せ る に は 何 時 に 家 を 出 れ ば い い で し ょ う か 。

こ れ は な か な か 難 し い 計 算 で し て 、そ れ が 非 常 に わ か り や す く 、
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ま た シ ン プ ル で 繰 り 返 し 学 べ る よ う な 形 式 に な っ て い た の が と

て も 印 象 的 で し た 。 こ ち ら の こ ば と の 発 行 者 の も の が 国 語 ・ 書

写 の ほ う に も ７ 、 ８ 、 ９ と あ る ん で す が 、 こ ち ら の 発 達 支 援 教

育 教 材 シ リ ー ズ 全 て 、 国 語 ・ 書 写 、 算 数 ・ 数 学 、 共 通 し て 言 え

る こ と が 、 見 開 い た と き に 無 駄 が な く 、 と て も シ ン プ ル で 、 繰

り 返 し の 問 題 を こ な す 、 学 べ る テ キ ス ト と し て は 、 と て も わ か

り や す く 、 い い も の だ な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 算 数 ・ 数 学 の ５ 番 「 上 級 編 レ ベ ル

ア ッ プ  お 金 と 時 計 の 文 章 題 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。

他 は い か が で し ょ う か 。 志 水 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

志 水 委 員   今 の 千 葉 委 員 と 越 委 員 か ら お 話 し さ れ た 同 じ こ ば と 教 材 出 版

の シ リ ー ズ に つ い て 、 私 も お 話 し し た い と 思 い ま す 。  

 算 数 ・ 数 学 で 「 中 級 編 ジ ャ ン プ ア ッ プ  さ ん す う Ⅱ 」 と 、 今 、

越 委 員 が お 話 し さ れ た 「 お 金 と 時 計 の 文 章 題 」 が 今 回 出 て お り

ま す け れ ど も 、 こ ち ら は 知 的 障 が い で す と か 発 達 障 が い の 療 育

の 場 で 、 子 ど も に 合 わ せ て 、 手 づ く り で 使 っ て い た 教 材 を ド リ

ル と し て ま と め た も の で す 。 生 活 に 結 び つ く 形 で 編 集 さ れ て お

り ま す の で 、 社 会 生 活 の 自 立 に つ な が る 内 容 と な っ て い ま す 。

本 市 で も 、 こ れ ま で 数 冊 採 択 を さ れ て い ま す 。  

 特 に 算 数 ・ 数 学 で 出 て い る ２ 冊 に つ い て は 、 ス モ ー ル ス テ ッ

プ で 学 べ る 構 成 で 、 問 題 が １ ペ ー ジ に 平 均 で ５ 、 ６ 問 、 最 大 で

２ ０ 問 と い う く ら い に な っ て お り ま す の で 、 見 通 し が 持 ち や す

く 、 満 足 感 や 達 成 感 が 得 ら れ や す い よ う に 配 慮 さ れ て い ま す 。  

 ま た 、 越 委 員 も お っ し ゃ っ て お り ま し た け れ ど も 、 時 計 の 問

題 の ペ ー ジ に は 針 の な い 時 計 が 書 か れ て お り ま し て 、 視 覚 優 位

の 傾 向 が あ る 子 ど も た ち に は 、 時 計 の 針 を 書 き 込 み な が ら 、 目

で 見 て 確 認 し て 問 題 に 取 り 組 む こ と が で き ま す 。 何 人 か の 委 員
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が お っ し ゃ っ て お り ま し た け れ ど も 、 こ う い っ た 視 覚 の 面 で の

支 援 が あ っ て 、 繰 り 返 し や パ タ ー ン 化 さ れ た ド リ ル 形 式 の も の

は 、 特 別 支 援 学 校 や 特 別 支 援 学 級 で の 学 習 に 効 果 的 だ と 考 え ま

す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 算 数 ・ 数 学 の ４ 番 、 ５ 番 に つ い て の

ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 内 田 委 員 。  

 

内 田 委 員   私 か ら は 、 算 数 の ド リ ル と し て 、 特 別 支 援 学 級 に 通 う ２ 年 生

か ら ６ 年 生 ま で の 児 童 が 使 用 す る 視 点 か ら 、 学 研 の 引 き 算 ド リ

ル 「 か ず ・ け い さ ん 」 ７ 、 ８ 、 そ れ か ら 掛 け 算 ド リ ル 「 毎 日 の

ド リ ル 」 に つ い て お 話 を し た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 引 き 算 ド リ ル は 、 練 習 量 が 児 童 の 実 態 に 即 し て お り 、

繰 り 返 し て 取 り 組 む こ と で 理 解 を 深 め る こ と が で き る と い う ふ

う に 思 い ま し た 。 ま た 、 掛 け 算 ド リ ル は 、 掛 け 算 や 割 り 算 を 習

っ た ば か り の 児 童 に と っ て 、 １ 回 の 練 習 問 題 数 と し て は 無 理 な

く 取 り 組 め る 分 量 と し て 適 し て い る と い う ふ う に 感 じ ま し た 。

こ れ ら の ド リ ル 教 材 の 使 用 に よ り 、繰 り 返 し 練 習 を す る こ と で 、

基 礎 基 本 を 確 認 し な が ら 学 習 の 定 着 が 図 ら れ 、 特 別 支 援 学 級 に

通 う 児 童 に と っ て は 大 変 有 効 だ な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 算 数 ・ 数 学 の １ 、 ２ 、 ３ 番 に つ い

て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 小 池 直 美 委

員 、 お 願 い し ま す 。  

 

小 池 直 美 委 員  私 も 算 数 ・ 数 学 種 目 の ２ 番 、 ３ 番 、 く も ん 出 版 の 「 か ず ・

け い さ ん ７  は じ め て の ひ き ざ ん 」「 か ず・け い さ ん ８  ひ き ざ ん

お け い こ 」、 こ ち ら に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  
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 養 護 学 校 に 通 う 我 が 子 も 、 今 こ の タ イ プ の 平 仮 名 、 片 仮 名 、

時 計 シ リ ー ズ を ち ょ う ど 使 っ て お り ま す 。  

 先 ほ ど 、 こ ば と 教 材 出 版 の ジ ャ ン プ ア ッ プ シ リ ー ズ 、 レ ベ ル

ア ッ プ シ リ ー ズ 、そ れ か ら「 お 金 と 時 計 の 文 章 題 」、全 て 共 通 で

す け れ ど も 、 こ う い っ た ド リ ル 形 式 で す と 、 １ 題 ず つ 切 り 離 し

て 取 り 組 め る と い う タ イ プ で 、 次 へ 次 へ と 先 を や っ て し ま い た

く て 、 つ い つ い ペ ー ジ を め く っ て し ま う 子 に は 、 集 中 し て で き

る の で は な い か な と 思 い ま す 。 ま た 、 先 生 に と っ て も 、 落 ち 着

い て 指 導 を し て い た だ け る の で は な い か と 思 い ま す 。  

 巻 末 に １ ペ ー ジ で き る と １ 枚 シ ー ル を 貼 れ る と い う シ ー ト が

つ い て お り ま す 。 息 子 も そ れ を す ご く 楽 し く 取 り 組 ん で い て 、

今 日 は ２ ペ ー ジ や っ た か ら ２ つ つ け よ う ね と い う 感 じ で 、 達 成

感 を 味 わ う こ と が で き て い る の で 、 と て も い い 教 材 だ と 思 い ま

す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 算 数 ・ 数 学 の ２ 番 、 ３ 番 、 く も ん

出 版 の 「 か ず ・ け い さ ん 」 ７ 、 ８ に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し

た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 石 田 委 員 。  

 

石 田 委 員   千 葉 委 員 、 志 水 委 員 、 内 田 委 員 、 そ し て 実 際 に お 子 さ ん が 使

わ れ て い る と い う 小 池 委 員 の お 話 に も あ り ま し た け れ ど も 、 ド

リ ル は 、 同 じ よ う な 問 題 を 繰 り 返 し 解 い て い く こ と で 、 学 習 し

た こ と を 確 実 に 身 に つ け る た め に と て も 効 果 的 な 教 科 書 と な り

ま す 。 特 別 支 援 学 級 、 特 別 支 援 学 校 の 子 ど も た ち が 先 生 に 丁 寧

に 教 え て も ら い 、 で き た 問 題 に た く さ ん の 丸 を つ け て も ら う と

達 成 感 も 高 ま る の で は な い か と 思 い ま す 。  

 さ て 、 私 は 「 こ え で お ぼ え る ご あ い さ つ え ほ ん 」 に つ い て お

話 し た い と 思 っ て お り ま す 。  

 国 語 ・ 書 写 で 選 択 の 希 望 が 挙 が っ て い ま す が 、 道 徳 と し て の

採 択 を 希 望 す る 学 校 も あ り ま す 。 こ の 本 は 、 朝 起 き て か ら 夜 寝
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る ま で の 日 常 生 活 で 必 要 な 挨 拶 が 順 番 に 並 べ ら れ て い ま す 。 挨

拶 は 、基 本 的 な 礼 儀 、そ し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 入 り 口 で す 。

本 の 構 成 は 、 各 ペ ー ジ が 立 体 的 に な っ て い て 、 動 き も つ け ら れ

る 工 夫 が あ り ま す 。 見 開 く と 、 日 常 生 活 の ひ と こ ま の 絵 、 そ の

と き の 挨 拶 を 子 ど も た ち に 聞 き 、 ボ タ ン を 押 す と 正 解 が 流 れ 、

ク イ ズ の よ う に 活 用 が で き ま す 。 楽 し み な が ら 、 耳 と 目 で 場 面

と 合 わ せ た 学 習 が で き 、 挨 拶 に つ い て 学 ぶ こ と が で き る と 思 い

ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 国 語 ・ 書 写 の 「 こ え で お ぼ え る ご

あ い さ つ え ほ ん 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は い か が

で し ょ う か 。 長 谷 川 委 員 。  

 

長 谷 川 委 員   私 か ら は 、 国 語 ・ 書 写 の ４ 番 に つ い て で す 。 先 ほ ど 野 村 委

員 か ら も お 話 が あ り ま し た が 、「 ニ ュ ー ワ イ ド 学 研 の 図 鑑 」の 昆

虫 の 図 鑑 で す け れ ど も 、 そ の こ と に つ い て お 話 し さ せ て い た だ

き た い と 思 い ま す 。  

 私 も 手 に 取 っ て 見 ま し た け れ ど も 、 と て も き れ い な 写 真 で 、

ペ ー ジ 数 が 多 く 、 と て も 興 味 を 引 か れ る も の で し た 。 こ の 虫 は

何 だ ろ う と 思 っ た ら 、 や は り 先 ほ ど お っ し ゃ っ た よ う に 片 仮 名

の 名 前 が わ か り や す く 記 載 さ れ て お り ま す し 、 目 に 入 っ た と こ

ろ か ら 言 葉 に つ な が っ て い く な と 思 い ま し た 。  

 あ と 、 立 派 な 図 鑑 で す の で 価 格 と し て も そ れ な り に な り ま す

け れ ど も 、 各 家 庭 で 図 鑑 、 辞 典 な ど を そ ろ え る と 躊 躇 さ れ る ご

家 庭 も あ る か と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ う い っ た と こ ろ を 学 校

に 行 け ば こ の 本 が 見 ら れ る な と か 、 家 庭 状 況 に か か わ ら ず い い

本 に 触 れ ら れ る と い う の が 公 教 育 の 意 義 と い う か 、 よ さ だ と 思

っ て お り ま す の で 、 子 ど も た ち に 見 て も ら い た い な と 思 っ た 次

第 で す 。  
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 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 国 語 ・ 書 写 の ４ 番 の 「 ニ ュ ー ワ イ

ド 学 研 の 図 鑑 」 に つ い て の ご 意 見 で し た 。 他 は い か が で し ょ う

か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 次 に No.３ の 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 か ら No.８ 体 育 ・ 保

健 体 育 の 教 科 領 域 で 申 請 が 挙 が っ て い る １ ０ 冊 の 図 書 に つ い て

ご 意 見 を 伺 い た い と 思 い ま す 。 こ の 中 に も 他 の 種 目 で も 希 望 が

挙 が っ て い る 図 書 が ご ざ い ま す の で 、 そ れ も 含 め て ご 意 見 を 伺

い た い と 思 い ま す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 い か が で し ょ

う か 。 野 村 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

野 村 委 員   私 は 、 こ の 領 域 の 中 の 図 鑑 ２ 冊 に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き

た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、No.３ 生 活・地 図・社 会 の １ 番「 め く っ て 学 べ る  き か

い の し く み 図 鑑 」 で す け れ ど も 、 機 械 の 図 版 の 各 所 に 秘 密 を 解

明 す る め く り が 設 け ら れ て い ま し て 、 そ れ を 一 つ 一 つ め く る こ

と で 機 械 の 内 部 の 構 造 が 詳 し く わ か る よ う な 工 夫 が 盛 り 込 ま れ

て い ま す 。 思 わ ず い ろ い ろ 開 け て み た く な る 、 わ く わ く す る 気

持 ち を 高 め る 本 で 、 社 会 や 生 活 に な じ ん で い る エ ス カ レ ー タ ー

や 洗 濯 機 な ど の 機 械 を 改 め て 見 詰 め 直 す こ と が で き ま す 。 自 ら

の 興 味 関 心 に 基 づ い て 、 無 理 の な い ペ ー ス で ペ ー ジ を め く っ て

い け ま す し 、 説 明 の 理 解 も し や す い と 思 い ま す の で 、 楽 し く 学

習 が 進 め ら れ る と 考 え ま す 。  

 ま た 、 続 け て No.４ 生 活 ・ 理 科 の １ 番 「 は っ け ん ず か ん  う み

改 訂 版 」 に つ い て で す が 、 親 し み の あ る イ ラ ス ト 図 版 と 丁 寧 な

解 説 を つ け た 写 真 図 版 が 適 切 に 配 置 さ れ て い ま す 。 イ ラ ス ト 図
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版 の ペ ー ジ に は 各 所 に め く り が 設 け ら れ て い て 、 そ れ を 一 つ 一

つ め く る こ と で 、 そ の 生 き 物 の 別 の 姿 が 見 ら れ る よ う な 工 夫 が

設 け ら れ て い ま す 。 い な が ら に し て 水 族 館 で 生 物 を 観 察 す る 楽

し さ や 、 知 的 好 奇 心 を 高 め る よ う な 工 夫 さ れ た 内 容 で あ り ま す

し 、 説 明 も 全 て 平 仮 名 を 使 用 し て い て わ か り や す く 簡 潔 で す 。

言 語 で の 理 解 が 難 し い 児 童 生 徒 で あ っ て も 、 興 味 を 持 っ て 仕 掛

け を 触 っ て 、 遊 び な が ら 生 物 の 多 様 性 を 学 ぶ こ と が で き る も の

と 考 え て い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。No.３ 生 活・地 図・社 会 の １ 番 と No.

４ 生 活 ・ 理 科 の １ 番 の 図 書 に つ い て の ご 意 見 で し た 。 他 は い か

が で し ょ う か 。 小 池 直 美 委 員 。  

 

小 池 直 美 委 員  私 も 野 村 委 員 と 同 じ に な り ま す が 、生 活・理 科 、１ 番 の「 は

っ け ん ず か ん  う み 改 訂 版 」、 こ ち ら も 我 が 子 が 持 っ て い る シ リ

ー ズ 、 海 で は な く て 動 物 な ん で す け れ ど も 、 自 宅 に あ り ま す 。

め く る 仕 掛 け が と っ て も た く さ ん あ っ て 、 何 度 も 何 度 も わ く わ

く し な が ら 、 ま た 、 自 分 の ペ ー ス で じ っ く り 絵 を 見 て 楽 し ん で

お り ま す 。絵 が ほ と ん ど で 、説 明 の ペ ー ジ も あ り ま す け れ ど も 、

と て も 簡 単 な 言 葉 で 、 短 い 文 で 書 か れ て い ま す の で 、 と て も 見

や す い で す 。 わ く わ く し な が ら 見 ら れ る 本 と い う の は 、 す ご く

集 中 で き ま す し 、 記 憶 に も 残 る と て も い い 図 鑑 だ と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 生 活 ・ 理 科 の １ 番 「 は っ け ん ず か

ん  う み 改 訂 版 」に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。他 は い か が で

し ょ う か 。 長 田 委 員 。  

 

長 田 委 員   私 は 、 ま ず 三 省 堂 の 「 こ ど も き せ つ の ぎ ょ う じ 絵 じ て ん 」 に

つ い て 触 れ た い と 思 い ま す 。こ の 本 は 、No.３ の ２ 、生 活・地 図・
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社 会 の 分 野 と 、No.４ の ３ 、生 活・理 科 の 分 野 で 希 望 が 出 て い ま

す 。 手 に し て 読 み な が ら 、 日 本 の １ 年 間 の 季 節 を 感 じ る 行 事 は

す ば ら し い と 改 め て 感 じ ま し た 。  

 現 代 の 家 庭 を 考 え る と 、 核 家 族 化 し て い る こ と で 、 こ れ だ け

の こ と を 家 庭 や 学 校 で 誰 も が 教 わ っ て き て い る わ け で は な い の

で は な い か と 思 い ま す 。 だ か ら こ そ 、 家 庭 や 学 校 で こ の 本 を 繰

り 返 し 使 う こ と で １ 年 か け て 、 そ の よ さ を 味 わ う 体 験 が 、 そ の

子 ど も に と っ て の 財 産 に な る と 感 じ ま し た 。  

 本 校 の 前 に は 竹 林 が あ る ん で す け れ ど も 、ち ょ う ど こ の 時 期 、

七 夕 の た め に 毎 年 竹 を わ け て い た だ い て 、 学 年 ご と に 飾 っ て い

ま す 。 季 節 を 感 じ る と い う こ と が 、 体 験 と し て 、 あ る い は 本 を

見 な が ら 繰 り 返 し 学 習 で き る こ と は 、 大 人 に と っ て も 大 変 よ い

形 だ な と い う ふ う に 思 う の で 、 こ の 図 書 は 大 変 よ い な と 思 い ま

す 。  

 ま た 、こ の 図 書 は 、今 の く く り で は な い ん で す け れ ど も 、No.

１ ０ の 道 徳 の ７ で も 希 望 が あ り ま す 。 社 会 生 活 全 般 を 学 ぶ た め

に 活 用 価 値 が 高 い 内 容 だ と 思 い ま し た 。  

 も う １ 冊 い い で す か 。  

 

委 員 長   は い 、 お 願 い し ま す 。  

 

長 田 委 員   N o .７ の 家 庭・職 業 家 庭 の １ 、合 同 出 版 の「 絵 で わ か る こ ど も

の せ い か つ ず か ん １  み の ま わ り の き ほ ん 」に つ い て 触 れ た い と

思 い ま す 。  

 身 の 回 り の 基 本 を 毎 日 の 生 活 に 沿 っ て わ か り や す く 絵 で 示 し

て あ り 、 Ａ Ｄ Ｌ を 獲 得 す る た め に 必 要 な ポ イ ン ト も し っ か り と

押 さ え ら れ て い ま す 。 発 達 を 促 す 児 童 の た め だ け で な く 、 教 師

も 保 護 者 も 一 緒 に な っ て 学 ぶ べ き 内 容 が 丁 寧 に 組 み 込 ま れ て い

る と 感 じ ま し た 。 社 会 生 活 を 営 む う え で 大 切 な こ と は 繰 り 返 し

学 ぶ 機 会 を つ く っ て い き た い の で 、 見 合 っ た 内 容 で あ る と 感 じ
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ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 生 活 ・ 社 会 の ２ 番 と 家 庭 ・ 職 業 家

庭 の １ 番 の 図 書 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は い か が で

し ょ う か 。 越 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

越 委 員   生 活・理 科 の ２ 番「 フ レ ー ベ ル 館 の 図 鑑 ナ チ ュ ラ  ふ し ぎ を た

め す 図 鑑 」、 こ ち ら は 身 近 な 材 料 で や っ て み た い 実 験 と い う か 、

作 っ て み た い も の が た く さ ん あ り 、ペ ー ジ を 行 っ た り 来 た り と 、

ど れ を や っ て み よ う か な と わ く わ く し た １ 冊 で し た 。  

 あ と も う 一 つ 、 ３ 番 の 「 こ ど も き せ つ の ぎ ょ う じ 絵 じ て ん 」、

こ ち ら は 、 読 む と か 見 る だ け で は な く 、 実 際 に 体 感 で き る １ 冊

で し た 。 例 え ば 、 は が き の 作 り 方 や シ ャ ボ ン 玉 の 作 り 方 、 冷 た

い デ ザ ー ト 、ま た 、季 節 の 花 の 名 前 や そ の 季 節 の 歌 ま で が 学 べ 、

春 夏 秋 冬 、 一 年 中 が 楽 し く 、 季 節 の 訪 れ や 変 化 が 待 ち 遠 し く な

る 本 だ な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 子 ど も は 、 テ レ ビ や 本 で 見 た も の を す ぐ そ の 場 で や っ て み た

い な と い う 気 持 ち が 湧 く も の で し て 、 家 で も テ レ ビ と か 本 を 見

て い て 、 こ れ 、 や っ て み た い っ て 言 っ た と き に 、 材 料 が 特 別 な

も の だ と 、 す ぐ そ こ で 体 験 さ せ て あ げ る こ と が で き な い ん で す

が 、 こ ち ら の ２ 冊 の 図 鑑 の も の は 、 家 に あ る 材 料 で 、 ほ と ん ど

の も の が そ の 場 で す ぐ や ら せ て あ げ る こ と が で き る よ う な 実 験

内 容 と か 、 体 験 で き る 内 容 の も の だ っ た の で 、 子 ど も の わ く わ

く 感 を そ の 場 で ス ト ッ プ さ せ ず に 、 す ぐ そ こ で 体 験 さ せ る こ と

が で き る 、 い い 本 だ な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 生 活 ・ 理 科 の ２ 番 と ３ 番 の 図 書 に

つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 米 倉 委
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員 。  

 

米 倉 委 員   今 の 越 委 員 が お っ し ゃ っ た よ う に 、 見 て 実 際 に や っ て み る と

い う も の で 、 私 は 、 体 育 ・ 保 健 体 育 の 合 同 出 版 の 「 運 動 が 得 意

に な る ４ ３ の 基 本 レ ッ ス ン  イ ラ ス ト 版 体 育 の コ ツ 」を 取 り 上 げ

た い と 思 い ま す 。  

 体 を 動 か す こ と が あ ま り 器 用 で な い お 子 さ ん も い る と 思 う ん

で す が 、 イ ラ ス ト を 見 て 、 ど う い う ふ う に こ の 運 動 を す れ ば よ

い の か と い う こ と が わ か り ま す 。 こ れ が 駄 目 と い う 動 き が バ ツ

で 示 さ れ て い る の で 、 そ の こ と も 自 分 で 見 て わ か る な と 思 い ま

し た 。 例 え ば 縄 跳 び を 、 手 首 を こ う 返 し な が ら 回 す 動 き が あ る

ん で す け れ ど も 、 そ れ を 肩 で ぐ る ぐ る こ う や っ て 動 か す の は 駄

目 と い う の に 、 バ ツ が つ い て い て 見 て わ か る よ う に な っ て い ま

す 。 そ の 運 動 を す る の に 、 子 ど も が 見 通 し を 持 っ て ス タ ー ト で

き る と い う の は と て も い い な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 前 後 し て し ま い ま す け れ ど も 、 図 工 ・ 美 術 の ほ う の く も ん 出

版 の 「 か み こ う さ く あ そ び 」 も 取 り 上 げ た い と 思 い ま す 。  

 こ ち ら は 、 は さ み で 切 り 込 み を 入 れ て 、 本 当 に 楽 し い イ ラ ス

ト の 作 品 づ く り が で き る も の に な っ て い ま し た 。 で き 上 が っ た

作 品 を ま た ち ょ っ と 動 か し て 楽 し む こ と が で き る の で 、 自 分 で

つ く っ た も の で 遊 ん で 、 大 事 に で き る ん じ ゃ な い か な と い う ふ

う に 思 い ま し た 。  

 例 え ば 、 お 母 さ ん に 母 の 日 に 渡 す カ ー ド が あ る ん で す け れ ど

も 、 開 く と お 花 の 絵 が 出 て く る 仕 掛 け に な っ て い て 、 と っ て も

か わ い い カ ー ド な の で 、 き っ と お う ち の 人 に は 内 緒 で こ っ そ り

つ く っ て お 渡 し す る ん じ ゃ な い か な と い う こ と が 想 像 で き て 、

と て も ほ ほ え ま し い 本 で す し 、 そ れ か ら 、 自 分 が や る と い う こ

と が は っ き り わ か っ て 作 業 が で き る こ と や 、 は さ み や の り を 使

っ て 、 道 具 を 使 う と い う こ と で 生 活 に 生 か す こ と が で き る 本 、

そ れ が 楽 し み な が ら で き る 本 で は な い か な と い う ふ う に 思 い ま
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し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 体 育 ・ 保 健 体 育 の １ 番 、 図 工 ・ 美 術

の １ 番 の 図 書 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は い か が で し

ょ う か 。 小 池 直 美 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

小 池 直 美 委 員  先 ほ ど の 越 委 員 と 同 じ に な り ま す が 、 生 活 ・ 理 科 、 ３ 番 の

三 省 堂「 こ ど も き せ つ の ぎ ょ う じ 絵 じ て ん 」、こ ち ら な ん で す け

れ ど も 、 年 中 行 事 、 記 念 日 、 祝 日 な ど を 月 ご と に 解 説 さ れ て い

て 、 そ の 行 事 の 由 来 や 歴 史 が 絵 と や さ し い 文 章 で 解 説 さ れ て い

ま す 。 特 別 支 援 教 育 を 受 け る 生 徒 た ち に と っ て 、 日 々 の 生 活 を

一 日 一 日 リ ズ ム よ く 送 っ て い く 中 で 、 気 温 の 変 化 を 体 感 す る こ

と は で き て も 、 今 は 夏 だ か ら 暑 い 、 冬 だ か ら 寒 く て 雪 も 降 る ん

だ な ど 、 季 節 を 知 る こ と と い う の は ま だ 難 し い 子 も た く さ ん い

る と 思 い ま す が 、 そ ん な 中 で 、 四 季 折 々 の お 正 月 、 ひ な 祭 り 、

七 夕 な ど 、 昔 な が ら の 行 事 も 季 節 と 一 緒 に 学 ん で い け る と い う

こ の 本 は 、 と て も 勉 強 に な る な と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 No.４ の 生 活 ・ 理 科 、「 こ ど も き せ つ

の ぎ ょ う じ 絵 じ て ん 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は い

か が で し ょ う か 。 百 武 委 員 。  

 

百 武 委 員   特 別 支 援 教 育 に 係 る 子 ど も た ち に と っ て 、 生 活 の 自 立 、 あ る

い は 職 業 自 立 を 目 指 す と い う こ と は 大 切 で す し 、 そ の た め の 指

導 も 大 変 大 切 だ と い う ふ う に 思 っ て い ま す 。私 は 、No .７ 家 庭 ・

職 業 家 庭 の ２ 番 に 挙 が っ て い る 「 マ ナ ー や ル ー ル が ど ん ど ん わ

か る ！  新 装 改 訂 版 み ぢ か な マ ー ク 」に つ い て 、お 話 し さ せ て い

た だ き ま す 。 こ の 本 は 、 道 徳 の 種 目 で も あ わ せ て 希 望 が 挙 が っ

て い ま す の で 、 そ れ も 含 め て 発 言 さ せ て く だ さ い 。  
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 こ の 本 の 中 に は 、 家 庭 の 中 に あ る 電 化 製 品 の 警 告 図 記 号 で あ

る と か 、 洗 濯 の 扱 い 方 を 示 し た 洗 濯 表 示 マ ー ク と か 、 日 常 を 安

全 に 生 活 し て い く た め に 知 っ て お き た い マ ー ク と か 、あ る い は 、

町 な か に 当 た り 前 に 見 か け る 飲 食 禁 止 、 携 帯 電 話 の 使 用 禁 止 と

い う よ う な 禁 止 マ ー ク 、 あ る い は 、 ２ 列 に 並 び な さ い と か 、 左

側 に 立 つ よ う に 指 示 す る よ う な 指 示 マ ー ク と か 、 マ ナ ー や ル ー

ル を 喚 起 す る マ ー ク が 、 こ の 本 の 中 に い っ ぱ い あ る ん で す 。 そ

れ を 見 な が ら 、 こ れ を 学 ぶ こ と が で き る 。 子 ど も た ち の 自 立 に

向 け た 、 実 際 的 、 具 体 的 な 内 容 の 指 導 と い う 点 で も 、 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン に 課 題 の あ る 子 ど も た ち に と っ て も 、 学 び や す い 本

だ な と い う ふ う に 思 い ま す 。  

 そ れ か ら 、 そ の 次 の ３ 番 の 「 つ く っ て た べ よ う ！ お 料 理 マ ジ

ッ ク 」―２ で し ょ う か 、 ツ ー で し ょ う か―で す け れ ど も 、

人 に と っ て 食 べ る こ と と い う の は 基 本 だ と 思 う ん で す 。 子 ど も

た ち の 生 活 自 立 を 考 え た と き に 、 こ の 食 べ る と い う こ と を 抜 き

に し て 考 え る こ と は で き な い と 思 い ま す 。こ の 本 は 、「 お 料 理 マ

ジ ッ ク 」 と い う タ イ ト ル が つ い て い る ん で す が 、 そ の 題 名 の と

お り 、 電 子 レ ン ジ を 使 う と か 、 本 当 に わ ず か な 手 間 で 調 理 す る

こ と が で き る 料 理 品 が 、 豊 富 な 写 真 と と も に 描 か れ て い ま す 。  

 例 え ば 、 イ チ ゴ を 電 子 レ ン ジ で 加 熱 し て ジ ャ ム に す る 調 理 と

か 、 あ る い は 、 野 菜 を 薄 く ス ラ イ ス し た も の を 電 子 レ ン ジ に か

け て 野 菜 チ ッ プ ス を つ く る 方 法 と か 、 た く さ ん の レ シ ピ が 載 せ

ら れ て い ま す 。 そ し て 、 例 え ば さ っ き の イ チ ゴ ジ ャ ム の ペ ー ジ

で す け れ ど も 、 ビ タ ミ ン Ｃ に つ い て も 触 れ て い て 、 病 気 や け が

を し た と き に 助 け て く れ る 栄 養 素 と い う ふ う に 紹 介 し て い ま

す 。 調 理 の 方 法 を 身 に つ け て 、 実 際 に 調 理 を し て 食 べ る だ け で

は な く て 、 健 康 を 考 え な が ら 、 よ り よ く 生 き る た め に 食 べ る 、

調 理 す る と い う こ と で 、 子 ど も た ち の 学 び が 大 き く 広 が り 、 自

立 の た め の 力 が つ い て い く の で は な い か と い う ふ う に 思 い ま し

た 。  
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 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。No.７ 家 庭・職 業 家 庭 の ２ 番 、３ 番

の 図 書 に つ い て の ご 意 見 で し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 志 水

委 員 。  

 

志 水 委 員   こ こ の く く り の 中 で は 、 図 鑑 と か 絵 辞 典 と い う 名 称 の も の が

多 く 使 わ れ て い る と こ ろ で す け れ ど も 、そ の 中 で 、生 活・理 科 、

２ 番 の 「 ふ し ぎ を た め す 図 鑑  か が く あ そ び 」 に つ い て お 話 し

し た い と 思 い ま す 。  

 先 ほ ど 越 委 員 も 触 れ て い ら っ し ゃ い ま し た け れ ど も 、 こ の 本

で は 多 く 記 載 さ れ て い る 科 学 的 な 楽 し い 遊 び を 通 し て 、 理 科 の

学 習 を 進 め る こ と が で き る と 思 い ま し た 。 特 別 支 援 学 校 や 特 別

支 援 学 級 に 通 う 児 童 生 徒 の 中 に は 、 こ う い っ た 経 験 が 少 な い と

い う 場 合 が あ り ま す 。 光 や 水 、 空 気 な ど 、 身 の 回 り に あ る 素 材

を 活 か し て 取 り 組 め る 実 験 を 、 図 書 を 通 し て 知 る こ と で 、 自 然

の 事 物 や 現 象 に 興 味 を 持 つ こ と も で き ま す 。 そ し て 、 自 分 が や

っ て み た い と い う 思 い を も と に 、 チ ャ レ ン ジ し て 体 感 す る こ と

が 、 ま た 次 へ 発 展 す る 深 い 学 び に つ な が る の で は な い か な と い

う ふ う に 思 い ま す 。  

 こ の よ う な 図 鑑 で す と か 絵 辞 典 と い う 名 称 が 使 わ れ て い る 図

書 は 、 ま ず つ く り が と て も し っ か り し て お り ま し て 丈 夫 な も の

が 多 い の で 、 扱 い や す く 、 繰 り 返 し 使 う こ と に 耐 え ら れ る よ う

に な っ て い ま す 。 先 ほ ど 長 谷 川 委 員 が 価 格 の こ と を お っ し ゃ っ

て い た の は 、本 当 に そ の と お り だ な と い う ふ う に も 思 い ま し た 。 

 ま た 、 文 章 だ け で な く 、 併 せ て 美 し い 写 真 や シ ン プ ル な イ ラ

ス ト が 使 わ れ て い る の で 、 興 味 関 心 を 引 き や す く 、 視 覚 的 に 理

解 し や す い と い う 利 点 も あ り ま す 。 特 別 支 援 学 校 や 特 別 支 援 学

級 に 通 う 児 童 生 徒 が 学 習 す る 図 書 と し て 、 こ う い っ た も の は 適

し て い る と い う ふ う に 考 え ま す 。  
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 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。No.４ の 生 活・理 科 、２ 番 の「 ふ し ぎ

を た め す 図 鑑  か が く あ そ び 」に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。

他 は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 、 最 後 に No.９ 英 語 と No.１ ０ 道 徳 の 教 科 領 域 で 申 請

が 挙 が っ て い る １ ４ 冊 の 図 書 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い た い と 思

い ま す 。 先 ほ ど の 教 科 領 域 で 申 請 さ れ て い る 図 書 も 踏 ま え て お

り ま す が 、 加 え て ご 意 見 等 ご ざ い ま し た ら 、 よ ろ し く お 願 い い

た し ま す 。 い か が で し ょ う か 。 百 武 委 員 。  

 

百 武 委 員   そ れ で は 、No.９ 英 語 の １ 番 に 挙 が っ て い る「 小 学 ド リ ル  ３・

４ 年 生  は じ め て の ア ル フ ァ ベ ッ ト 」で す が 、ア ル フ ァ ベ ッ ト の

大 文 字 や 小 文 字 を 覚 え る ド リ ル で す 。 ド リ ル な ん で す が 、 専 用

の ア プ リ を ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と で 、 ス マ ホ で あ る と か タ ブ レ

ッ ト を 使 っ て 音 声 を 聞 く こ と が で き ま す 。 た だ 書 い て 覚 え る だ

け の ド リ ル で は な く て 、 聞 く こ と も 含 め て 、 聞 く 、 読 む 、 書 く

と い う 力 が 身 に つ く よ う に 工 夫 さ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 子 ど も に よ っ て 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト の 小 文 字 の ｂ と ｄ と

か ｐ と ｑ の よ う に 、 鏡 と い う ん で す か 、 左 右 対 称 に な っ て い る

よ う な も の や 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト の 小 文 字 の ｈ と ｎ と か 、 ａ と ｄ

の よ う に 縦 棒 の 長 さ が ち ょ っ と 違 う ぐ ら い に し か 感 じ な か っ た

り と か 、 い わ ゆ る 形 が 似 て い る 、 覚 え づ ら い 文 字 が あ り ま す 。

こ の 本 で は 、 似 た 形 の 文 字 と い う ペ ー ジ が あ り ま し て 、 実 際 に

声 を 出 し な が ら 練 習 す る よ う に な っ て い ま す 。 似 た 文 字 を 並 べ

て 書 く こ と で 、 似 て い て も 違 う ん だ と い う こ と に 子 ど も た ち が
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気 づ く と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 後 半 に は ロ ー マ 字 の 練 習 も あ り ま す 。 い わ ゆ る 横 文 字 が 私 た

ち の 生 活 の 中 に は 数 多 く 並 び ま す 。 反 復 し た 学 習 で ロ ー マ 字 を

身 に つ け る こ と で 、 町 な か の 文 字 も 読 め る よ う に な る で し ょ う

し 、 ま た 、 英 語 の 単 語 を 読 む こ と に も つ な が っ て 、 子 ど も た ち

が よ り よ く 生 き て い く こ と に つ な が る の で は な い か と い う ふ う

に 思 い ま し た 。 英 会 話 の 学 習 な ど と と も に 、 こ の 本 を 使 う こ と

で ア ル フ ァ ベ ッ ト を し っ か り 身 に つ け ら れ る の で は な い か と 思

い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 No.９ 英 語 の １ 番 「 小 学 ド リ ル  ３ ・

４ 年 生  は じ め て の ア ル フ ァ ベ ッ ト 」に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま

し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 井 上 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

井 上 委 員   同 じ く 英 語 の ２ 番 と ３ 番 、東 京 書 籍 の「 英 語 の う た  う た え る

Ｂ Ｏ Ｏ Ｋ 」と 永 岡 書 店 の「 え い ご ど う よ う  う た の え ほ ん 」で す

け れ ど も 、 こ れ は ど ち ら も ボ タ ン を 押 し て 英 語 の 歌 を 聴 く 、 優

れ た お も ち ゃ の よ う な 書 籍 で す 。 ど ち ら も ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ

ー 、 生 ま れ つ き 英 語 を し ゃ べ っ て い る 人 が 楽 し い 感 じ で 歌 を 歌

っ て い て 、 英 語 ら し い リ ズ ム と か 発 音 と か 、 そ れ か ら 表 現 に つ

い て も 身 に つ け る の に 適 し て い る と 思 い ま す 。  

 「 う た え る Ｂ Ｏ Ｏ Ｋ 」 の ほ う は 、 英 語 圏 の 子 ど も た ち が よ く

歌 う ３ ６ 曲 が 収 録 さ れ て い ま す 。 練 習 モ ー ド で は 、 ワ ン フ レ ー

ズ ず つ 区 切 っ て リ ピ ー ト が で き た り 、 そ れ か ら 、 カ ラ オ ケ モ ー

ド で も 小 さ な 声 で 一 緒 に 歌 っ て く れ て い る ん で す ね 。で す の で 、

何 度 も 聴 い て い る と 自 然 に 一 緒 に 歌 え る よ う に な る の で は な い

か と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 そ れ か ら 、「 ど う よ う  う た の え ほ ん 」 の ほ う は 、 日 本 語 の 童

謡 と し て も な じ み の あ る 曲 ば か り が １ ６ 曲 収 録 さ れ て い ま す 。
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歌 詞 カ ー ド に は 、 英 語 の 歌 詞 に 読 み 方 が 平 仮 名 で 書 い て あ る ん

で す ね 。 片 仮 名 で は な く 平 仮 名 で 書 い て あ る の で 、 見 な が ら 一

緒 に 歌 い や す い と 思 い ま す 。 ま た 、 日 本 語 の 童 謡 と し て 歌 う と

き の 日 本 語 の 歌 詞 と 、そ れ か ら 楽 譜 も 載 っ て い ま す 。さ ら に は 、

ダ ン ス が あ る も の は 振 り つ け も 絵 で 描 い て あ る の で 、 子 ど も の

特 性 に 応 じ て 様 々 に 楽 し み な が ら 学 習 で き る と い う ふ う に 思 い

ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。No.９ 英 語 の ２ 番 と ３ 番 の 図 書 に つ い

て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 越 委 員 、 お

願 い し ま す 。  

 

越 委 員   道 徳 の 、ま ず １ 番「 あ か ち ゃ ん の あ そ び え ほ ん（ ６ ）  い い お

へ ん じ で き る か な 」、こ の 本 は 、多 分 皆 さ ん の 家 庭 に あ っ た の で

は な い の か な と い う ふ う に 思 い ま す 。我 が 家 に も あ り ま し た が 、

小 児 科 や 歯 医 者 さ ん に も 必 ず 設 置 し て あ る １ 冊 で し て 、な ぜ か 、

家 に も あ る の に 、 外 に も あ る と 思 わ ず 手 に 取 っ て し ま う 絵 本 で

し た 。  

 登 場 す る 動 物 た ち が 大 き な 口 を 開 け て お 返 事 す る シ ー ン が と

て も 印 象 的 で 、 読 み 聞 か せ を し て い る と き に 、 ふ と 子 ど も の 顔

を 見 る と 、 絵 本 の 動 物 た ち と 一 緒 に 大 き な 口 を 開 け て い る 子 ど

も の 姿 を 今 も ち ょ っ と ふ と 思 い 出 し た り も し ま す 。 家 庭 に も あ

る ん で す け れ ど も 、 そ の 家 庭 に あ る 親 し み の あ る 本 が 、 ま た 学

校 に あ っ て 、 ま た 先 生 の 違 っ た 目 線 で の 絵 本 か ら の ご 指 導 が 入

る と い う 点 も い い の か な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 続 い て ２ 番 「 げ ん き に ご あ い さ つ 」 は 、 楽 し い ３ 匹 の お 友 達

の や り と り の 中 に 、 お は よ う か ら お や す み ま で 、 １ 日 に 使 う 挨

拶 が 全 て 入 っ て い る 。 扉 の 形 の ペ ー ジ を め く る 仕 掛 け で 、 受 け

答 え の 仕 方 ま で が よ く わ か っ て 、 と て も い い な と い う ふ う に 思
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い ま し た 。  

 先 ほ ど 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 で 既 に 採 択 さ れ て い る 、 ４ 番 「 子 ど

も の マ ナ ー 図 鑑（ １ ） ふ だ ん の 生 活 の マ ナ ー 」と い う と こ ろ で 、

生 活 マ ナ ー は 、 自 分 の た め だ け で は な く 、 一 緒 に 生 活 す る 人 々

が 気 持 ち よ く 暮 ら し て い く た め の 社 会 的 な ル ー ル と い う こ と が

よ く わ か り 、 ま た 、 日 常 生 活 の 基 本 的 な マ ナ ー が わ か り や す く

載 っ て い ま し た 。ま た 、そ の マ ナ ー を 身 に つ け る だ け で は な く 、

そ の マ ナ ー が 人 を 思 い や る と い う こ と に も つ な が る と い う こ と

が よ く 理 解 で き ま し た 。  

 ま た 、道 徳 の ６ 番「 絵 で わ か る こ ど も の せ い か つ ず か ん ２  し

ょ く じ の き ほ ん 」、こ れ は 改 め て 我 が 子 に も ま た ち ょ っ と 見 せ た

い な と い う ふ う に 思 い ま し た 。 子 ど も は 、 毎 日 毎 日 言 い 聞 か せ

て も 、 言 い 聞 か せ る だ け で は な か な か 理 解 が で き ま せ ん 。 イ ラ

ス ト で 描 か れ た 生 活 の 場 面 を 実 際 に 目 で 見 て 、 自 分 の 生 活 や 経

験 と 重 ね 合 わ せ る こ と で 身 に つ く も の だ な と い う ふ う に 、 こ の

本 か ら わ か る こ と が で き ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。No.１ ０ の 道 徳 、１ 番 、２ 番 、４ 番 、

６ 番 の 図 書 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は 。 小 池 直 美 委

員 、 お 願 い し ま す 。  

 

小 池 直 美 委 員  私 も 越 委 員 と ま た 同 じ な ん で す け れ ど も 、 道 徳 の 「 絵 で わ

か る こ ど も の せ い か つ ず か ん ２  し ょ く じ の き ほ ん 」、 こ れ は 先

ほ ど 家 庭 ・ 職 業 家 庭 の 種 目 の ほ う で も 「 み の ま わ り の き ほ ん 」

と し て 、 同 じ シ リ ー ズ で あ り ま し た け れ ど も 、 こ の 両 方 は 、 イ

ラ ス ト が と て も シ ン プ ル で 見 や す く て 、 ペ ー ジ 全 体 に 余 白 が と

て も 多 く て 、 文 字 も 大 き く て 、 簡 単 な 言 葉 で 、 子 ど も に と っ て

も 見 や す い の で は な い か と 感 じ ま し た 。  

 生 活 の 基 本 や 食 事 な ど 、 毎 日 毎 日 繰 り 返 さ れ る 基 本 的 な こ と
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が ま だ ま だ で き て い な い 子 ど も た ち で も 、 自 分 で や っ て み よ う

と い う 気 持 ち に な り そ う で す 。 先 ほ ど 越 委 員 も お っ し ゃ い ま し

た け れ ど も 、 親 が 言 葉 を 使 っ て 、 こ う し て 、 こ う す る ん だ よ と

い う ふ う に 言 う よ り も 、 こ の 本 の 絵 を 見 て 、 イ ラ ス ト の と お り

や っ て み よ う よ と い う 声 か け を す る な ど す る と 、 す ご く 効 果 的

な の で は な い か な と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。No.１ ０ 道 徳 の ６ 番「 し ょ く じ の き ほ

ん 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。

小 池 規 子 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

小 池 規 子 委 員  私 も No.１ ０ 道 徳 で ご ざ い ま す が 、先 ほ ど 越 委 員 、そ し て 小

池 直 美 委 員 か ら も 、 ご 家 庭 と 学 校 と の 連 携 と い う よ う な こ と も

お 話 を い た だ い た と こ ろ で ご ざ い ま す け れ ど も 、 特 別 な 教 科 道

徳 は 、 各 教 科 や 自 立 活 動 と の 関 連 を 密 に し な が ら 、 豊 か な 道 徳

心 情 を 育 て 、 広 い 視 野 に 立 っ て 道 徳 的 判 断 や 行 動 が で き る よ う

に 指 導 す る こ と が 求 め ら れ て お り ま す 。 各 教 科 と の 関 連 と い う

点 で 、 ま ず ２ 冊 に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 N o .１ ０ の ３ に な り ま す 。「 じ ょ う ぶ な か ら だ に な れ る よ ！ 」

と い う こ と で 、 こ ち ら は 体 育 ・ 保 健 体 育 で も う 既 に こ れ ま で 採

択 さ れ て い る も の で ご ざ い ま す 。 ま だ 周 り の 様 子 を 見 て 行 動 す

る こ と が 難 し い 児 童 生 徒 に と っ て 、 病 気 、 け が な ど 、 自 分 自 身

が 具 合 が 悪 い と か そ う い っ た こ と に ど う 対 処 し て い く か 、 わ か

り や す く 解 説 が さ れ て い て 、 健 康 に つ い て 理 解 し や す い と い う

ふ う に 思 い ま す 。 ま た 、 そ の 際 の マ ナ ー に つ い て も 学 ぶ こ と が

で き て 、 周 囲 と の 関 係 性 に つ い て も 学 習 が で き る 。 そ し て 、 そ

れ が 社 会 性 と い っ た 道 徳 的 な 学 び に 発 展 し て い け る 内 容 だ な と

思 い ま し た の で 、 道 徳 の 教 科 書 と し て も 適 し て い る と い う ふ う

に 思 っ た と こ ろ で す 。  

 そ し て 、８ 番 の「 知 育 え ほ ん  マ ー ク の ず か ん 」は 図 工・美 術
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で 採 択 さ れ て い る と こ ろ で す け れ ど も 、 こ ち ら も 道 路 標 識 で す

と か リ サ イ ク ル な ど の 身 近 な と こ ろ で 目 に す る こ と が 多 い マ ー

ク が 大 変 大 き く 描 か れ て お り ま し て 、 絵 本 を 開 い た そ の 瞬 間 に

子 ど も た ち が 、「 あ っ 、 こ れ 知 っ て る 」 と か 、「 見 た こ と あ る 」

と い う ふ う に 反 応 す る ん じ ゃ な い か な と い う こ と が 想 像 で き ま

し た 。 子 ど も た ち が 知 っ て い る 、 持 っ て い る 知 識 、 そ こ か ら 発

展 さ せ て 、 社 会 へ の 関 心 が 高 め ら れ 、 道 徳 の 教 科 書 と し て も 適

し て い る の で は な い か な と い う ふ う に 感 じ た と こ ろ で す 。  

 も う １ 冊 申 し 上 げ さ せ て い た だ き ま す と 、 こ れ は 道 徳 単 体 で

新 規 で の 希 望 が あ っ た ５ 番 の「 お も い や り の 絵 本  み ん な の き も

ち が わ か る か な ？ 」 と い う 本 で ご ざ い ま す 。 こ ち ら で す が 、 思

い や り と い う 目 に 見 え な い 人 の 気 持 ち を 学 ぶ こ と を 狙 い と し て

い る 本 で ご ざ い ま す 。 児 童 生 徒 が 、 ご 家 庭 で す と か 、 あ る い は

学 校 な ど で 経 験 し た こ と の あ る 行 動 を 振 り 返 っ て 、 そ の と き に

お 互 い の 気 持 ち を 想 像 す る よ う に な っ て い ま す 。 な か な か こ の

も や も や と し た よ う な 、 自 分 で も 言 葉 に 表 せ な い よ う な 、 そ う

い っ た 気 持 ち に 気 づ く こ と が で き た り 、 あ る い は 、 そ の と き の

相 手 の 気 持 ち を 想 像 す る こ と が で き る 、 そ う い っ た 題 材 が 豊 富

に 掲 載 さ れ て い て 、 道 徳 の 教 科 書 と し て 適 し て い る の で は な い

か と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。No.１ ０ 道 徳 の ３ 番 、８ 番 、５ 番 の 図

書 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 長

谷 川 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

長 谷 川 委 員   私 か ら は 、 ７ 番 、 三 省 堂 の 「 こ ど も き せ つ の ぎ ょ う じ 絵 じ

て ん 」 を お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 先 ほ ど 生 活 ・ 理 科 に も 出 て き た 書 籍 で す け れ ど も 、 子 ど も の

行 事 を 通 し て 、 や は り 日 本 の 四 季 を 感 じ ら れ る と い う の が と て
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も い い な と 思 い ま し た 。と て も 身 近 で 興 味 が 持 て る 。そ れ か ら 、

衣 食 住 と い う か 、 こ ん な と き に は こ ん な も の を 食 べ て 、 み た い

な と こ ろ が と て も わ か り や す く 見 ら れ る な と 思 い ま し た 。あ と 、

複 数 選 択 種 目 と し て 幅 広 く 活 用 で き る の で は な い か な と 思 い ま

し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。No.１ ０ 道 徳 の ７ 番「 こ ど も き せ つ の

ぎ ょ う じ 絵 じ て ん 」に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。そ れ で は 、

他 に い か が で し ょ う か 。 長 田 委 員 。  

 

長 田 委 員   私 は 、 今 、 越 委 員 か ら も あ り ま し た け れ ど も 、 ４ 番 の 偕 成 社

の「 子 ど も の マ ナ ー 図 鑑（ １ ） ふ だ ん の 生 活 の マ ナ ー 」に つ い

て お 話 し し ま す 。  

 １ 日 の 生 活 を 通 し て 、 体 を つ く る こ と 、 健 康 に 毎 日 を 送 る こ

と を 自 然 に 学 べ る 内 容 に な っ て い る と 感 心 し ま し た 。 絵 が と て

も 優 し い タ ッ チ で 描 か れ て お り 、 家 庭 で お う ち の 方 が 解 説 す る

と き に 、 繰 り 返 し 学 び や す い な と 思 い ま す 。 中 学 生 で も 、 宿 泊

を 伴 う 行 事 の と き に 脱 衣 所 が 水 浸 し に な っ て 困 っ た こ と が あ り

ま す が 、 マ ッ ト の 上 で 拭 い て か ら 、 小 さ い と き か ら 何 度 も 機 会

あ る ご と に 実 践 さ れ て い る と 、 身 に つ い て し ま う こ と な ん だ な

と い う ふ う に 実 感 し て い ま す 。 繰 り 返 し 自 然 に 身 に つ け る こ と

で 、 人 と の 接 し 方 も 日 常 の 生 活 の 中 で 身 に つ け さ せ て い き た い

と 考 え る 担 当 の 先 生 方 や 保 護 者 の 願 い を か な え る １ 冊 に な る と

思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。No.１ ０ 道 徳 の ４ 番 、偕 成 社 の「 子 ど

も の マ ナ ー 図 鑑（ １ ） ふ だ ん の 生 活 の マ ナ ー 」に つ い て の ご 意

見 を 伺 い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。 笹 原 委 員 、 お 願 い し
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ま す 。  

 

笹 原 委 員   先 ほ ど 小 池 規 子 委 員 か ら も あ り ま し た け れ ど も 、 新 学 習 指 導

要 領 で は 、 道 徳 の 目 標 と し て 、 道 徳 的 な 心 情 、 判 断 力 、 実 践 意

欲 と 態 度 な ど の 道 徳 性 を 養 う こ と と す る と い う ふ う に 書 か れ て

い ま す 。非 常 に 抽 象 的 な 表 現 で 難 し い と は 思 う ん で す け れ ど も 、

私 が こ れ か ら お 話 し す る ３ 冊 は 、 ど れ も よ り よ い 生 活 の 過 ご し

方 を 特 別 支 援 学 校 や 学 級 に 通 う 子 ど も た ち に と っ て も た い へ ん

わ か り や す く 、 自 分 事 と し て 捉 え さ せ 、 道 徳 性 を 養 う 工 夫 が な

さ れ て い る な と 感 じ た ３ 冊 に な っ て い ま す 。  

 具 体 的 に は 、 １ 冊 目 は 、 道 徳 の ２ 、 先 ほ ど 越 委 員 か ら も ご 意

見 が あ り ま し た け れ ど も「 げ ん き に ご あ い さ つ 」、こ の 本 は 、お

は よ う か ら お や す み ま で 、 １ 日 の 大 事 な 挨 拶 言 葉 が ス ト ー リ ー

の 中 で 漏 れ な く 入 っ て お り ま し て 、 楽 し み な が ら 学 習 で き る よ

う に 工 夫 さ れ て い ま す 。  

 ２ 冊 目 は 、 先 ほ ど 越 委 員 、 小 池 直 美 委 員 か ら も あ り ま し た け

れ ど も 、道 徳 の ６「 絵 で わ か る こ ど も の せ い か つ ず か ん ２  し ょ

く じ の き ほ ん 」 で す 。 こ の 本 は 、 食 事 に 関 す る 基 本 動 作 や マ ナ

ー 、 子 ど も で も で き る お 手 伝 い を イ ラ ス ト で わ か り や す く 示 し

て い ま す の で 、 生 徒 に と っ て も 無 理 な く 身 に つ け ら れ る 工 夫 が

さ れ て い る な と 思 い ま し た 。  

 最 後 で す け れ ど も 、 道 徳 の １ ０ 、「 ぐ り と ぐ ら の 絵 本  ぐ り と

ぐ ら の １ ね ん か ん 」 で す 。 こ の 本 で は 、 ぐ り と ぐ ら の 季 節 感 あ

ふ れ る 生 活 の 様 子 を 描 い た イ ラ ス ト に 、 リ ズ ム の よ い 詩 が 組 み

合 わ さ っ て 、 和 や か な 雰 囲 気 を 醸 し 出 し て お り ま す 。 ど の 季 節

も 楽 し み を 見 つ け て 元 気 に 過 ご す ぐ り と ぐ ら が 、 そ れ ぞ れ の 月

の 過 ご し 方 を 教 え て く れ ま す 。 １ 年 間 の 行 事 を 通 し て 身 近 な 出

来 事 へ の 興 味 関 心 を 広 げ る た め に 、 適 切 な １ 冊 に な っ て い る と

思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。No.１ ０ 道 徳 の ２ 番 、６ 番 、１ ０ 番 の

図 書 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は い か が で し ょ う か 。

石 田 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

石 田 委 員   先 ほ ど か ら 、 越 委 員 、 小 池 規 子 委 員 、 そ れ か ら そ の 他 の 委 員

の 方 々 か ら も お 話 が あ り ま し た け れ ど も 、 特 に 道 徳 の 教 科 書 で

絵 本 の シ リ ー ズ が す ご く 多 い か な と い う 印 象 が あ り ま す 。 そ の

中 で 、私 は No.１ ０ の １ の「 い い お へ ん じ で き る か な 」に つ い て

お 話 し し た い と 思 い ま す 。  

 子 ど も た ち が 興 味 関 心 を 持 っ て 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る

本 だ と 思 い ま す 。 ひ よ こ と か 犬 と か 猫 と か 、 身 近 な 動 物 が キ ャ

ラ ク タ ー と し て 登 場 し て 、 飛 び 出 す 絵 本 の よ う な 構 成 に な っ て

い て 、 動 物 た ち が 返 事 を す る 動 き が 実 際 に 見 え ま す 。 日 常 の 生

活 の ル ー ル を 楽 し く 学 ぶ こ と が で き る 教 科 書 で は な い か と 思 い

ま す 。  

 気 持 ち の よ い 挨 拶 、 思 い や り 、 公 正 公 平 な ど は 、 私 た ち が 社

会 の 一 員 と し て 過 ご し て い く た め に と て も 大 切 な こ と で す 。 今

回 、 道 徳 と し て 採 択 の 希 望 が あ る 教 科 書 は 、 ど の 本 も 、 子 ど も

た ち の 発 達 段 階 や 特 性 を 考 慮 し て 、 興 味 を 持 っ て 学 ぶ こ と が で

き る 教 科 書 で あ る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。No.１ ０ 道 徳 の 偕 成 社「 い い お へ ん じ

で き る か な 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 他 は い か が で し

ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 そ れ で は 、 こ こ ま で 一 般 図 書 に つ い て 皆 様
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の ご 意 見 を 伺 っ て き ま し た が 、 子 ど も の 実 態 や 発 達 段 階 に 応 じ

て 幅 広 く 一 般 図 書 の 採 択 が 可 能 と な る よ う に 、 昨 年 度 ま で 採 択

さ れ て い る 一 般 図 書 の 「 ● 」 の 発 行 者 に よ る 供 給 が 困 難 と な っ

た 図 書 を 除 い て 引 き 続 き 使 用 で き る こ と 、 そ し て 、 今 回 審 議 を

行 っ た 教 科 用 図 書 と し て 使 用 し た い と 考 え て い る 新 規 図 書 や 、

複 数 種 目 で 希 望 の あ る 一 般 図 書 は 、 い ず れ も 適 切 で あ る こ と と

い う こ と で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 議 題 １ 「 令 和 ３ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校

若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」 の 審 議

は こ こ ま で と し た い と 思 い ま す 。  

 こ こ で １ ０ 分 間 ほ ど 休 憩 と し た い と 思 い ま す 。 右 側 の 時 計 で

２ ５ 分 に な り ま し た ら 、 審 議 を 再 開 い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 休 憩 と い た し ま す 。  

 

午 前 １ １ 時 １ ３ 分 休 憩  

午 前 １ １ 時 ２ ５ 分 再 開  

 

委 員 長   そ れ で は 、 審 議 を 再 開 い た し ま す 。  

 再 開 に 当 た り ま し て 、 藤 沢 市 教 育 委 員 会 傍 聴 規 則 第 ６ 条 第 ４

項 に あ り ま す 写 真 撮 影 に つ き ま し て 、 報 道 機 関 か ら 現 在 申 請 が

ご ざ い ま し た の で 、 こ れ を 許 可 す る こ と と い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 引 き 続 き ま し て 議 題 ２ 「 令 和 ３ 年 度 使 用 藤 沢 市 教

科 用 図 書 に 関 す る 審 議 結 果 の 答 申 に つ い て 」の 審 議 を 行 い ま す 。 

 昨 年 度 の 答 申 に つ い て は 、 各 議 題 の 審 議 結 果 を ま と め た 審 議

の ま と め を 作 成 し 、 会 議 録 を 添 付 資 料 と し て お り ま し た 。 今 回

の 答 申 を ど の よ う な 形 に す る か 、 ご 意 見 を お 願 い し ま す 。 米 倉

委 員 。  
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米 倉 委 員   昨 年 度 の 審 議 結 果 の ま と め を 拝 見 い た し ま し た が 、 と て も わ

か り や す い と 思 い ま し た 。 昨 年 度 と 同 様 に 、 審 議 を ま と め た も

の を 答 申 と す る 形 が よ い と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。 小 路 委 員 。  

 

小 路 委 員   私 も 米 倉 委 員 の 意 見 に 賛 成 で す 。答 申 と し て お 示 し す る に は 、

審 議 の 結 果 が わ か り や す い と い う こ と が 大 切 だ と 考 え ま す 。 私

も 、 審 議 の 結 果 を 昨 年 度 の よ う に わ か り や す く ま と め た も の を

答 申 と し 、 参 考 と し て 会 議 録 を 添 付 す る の が よ い と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 そ れ で は 、 答 申 に つ い て は 、 審 議 の 内 容 を

ま と め た も の を 作 成 し 、 会 議 録 に つ い て は 参 考 に 添 付 す る と い

う ご 意 見 を い た だ き ま し た が 、そ の 方 向 で よ ろ し い で し ょ う か 。 

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 答 申 に つ い て は 、 ２ 回 目 の 中 学 校 用 教 科 用 図 書 の

審 議 、 並 び に ３ 回 目 の 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 の 教 科

用 図 書 に つ い て の 審 議 を 審 議 の 結 果 と し て ま と め 、 答 申 す る と

と も に 、 資 料 と し て 会 議 録 を 添 付 す る こ と と い た し ま す 。  

 改 め て 、 議 題 ２ 「 令 和 ３ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る

審 議 結 果 の 答 申 に つ い て 」 確 認 い た し ま す 。  

 １ 点 目 の 第 ２ 回 審 議 委 員 会 に お け る 議 題 「 令 和 ３ 年 度 使 用 中

学 校 教 科 用 図 書 の 審 議 に つ い て 」 は 、 審 議 し て き た 結 果 を 項 目
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ご と に ま と め た 資 料 を 私 の ほ う で 作 成 し 、 そ れ を も っ て 答 申 と

す る こ と 、 ま た 、 審 議 の 会 議 録 を 資 料 と し て 添 付 し 、 答 申 と す

る こ と で い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   ２ 点 目 と し ま し て 、 本 日 の 議 題 １ 「 令 和 ３ 年 度 使 用 特 別 支 援

学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に

つ い て 」 は 、 子 ど も の 実 態 や 発 達 段 階 に 応 じ て 幅 広 く 一 般 図 書

の 採 択 が 可 能 と な る よ う に 、 昨 年 度 ま で 採 択 さ れ て い る 一 般 図

書 は 「 ● 」 の 発 行 者 に よ る 供 給 が 困 難 と な っ た 図 書 を 除 い て 引

き 続 き 使 用 で き る こ と 、 そ し て 、 今 回 審 議 を 行 っ た 教 科 用 図 書

と し て 使 用 し た い と 考 え て い る 新 規 図 書 や 複 数 種 目 で 希 望 の あ

る 一 般 図 書 は い ず れ も 適 切 で あ る こ と と 考 え る 旨 を 答 申 し た い

と 考 え ま す が 、 い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 な お 、 会 議 録 に つ き ま し て は 添 付 資 料 と し 、 私 と 署 名 委 員 の

石 田 委 員 で 確 認 し た 後 、 答 申 を す る よ う に い た し た い と 思 い ま

す が 、 こ れ に つ い て は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 



- 35 - 

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 そ れ で は 、 議 題 ２ に つ い て の 審 議 を 終 了 い

た し ま す 。  

 こ れ で 予 定 さ れ た 議 題 に 関 す る 審 議 は 終 わ り ま し た が 、 全 体

を 通 し て 皆 様 か ら 何 か ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。 特 に な い よ う で す の で 、 そ れ で は 、 事

務 局 か ら 何 か ご ざ い ま す で し ょ う か 。 お 願 い し ま す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 今 後 の 予 定 に つ い て ご 説 明 い た し ま す 。  

 事 務 局 と い た し ま し て は 、 今 後 、 本 審 議 委 員 会 の 会 議 録 を 作

成 い た し ま し て 、 審 議 委 員 長 に 確 認 い た だ き ま す 。 審 議 委 員 長

に お か れ ま し て は 、 た だ い ま の 審 議 の 結 果 を 踏 ま え て 答 申 を 作

成 い た だ き 、 会 議 録 を 資 料 と し て 添 付 し 、 署 名 委 員 に 確 認 を し

て い た だ き ま す 。 そ の 後 、 審 議 委 員 長 か ら 教 育 長 へ の 答 申 を 行

う こ と に な り ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 そ れ で は 、 こ れ を も ち ま し て 全 て の 審 議 を 終 了 い た し ま し た

の で 、 第 ３ 回 令 和 ３ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会

を 閉 会 と い た し ま す 。 本 日 は あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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こ の 会 議 の 結 果 の 記 載 に 相 違 な い こ と を 、 確 認 す る 。  

 

 

署 名 委 員  


